

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　甘い生活









「はい。スロウ様、お口をあ～ん。上手に開けて下さいね」

「ぶひぶひ」

　これは夢か夢なのか、まずはそこから判断しようと思う。

　まずベッドに眠ねむり込んだ俺がいる。

　俺は今ちょっと体調が悪いから、一日中ベッドに潜もぐって体力の回復に努めているんだ。

　そして、食事の時間になるとシャーロットがこうしてスプーンを持ってきて……。

「はい。あーんしますからね」

「ぶひぃぷ～」

　こんな風にさ。

　細く、しなやかな腕うでがこちらに伸のびるんだ。

　シャーロットの姿は、まるで子供に餌えさをあげる親鳥である。

　細いサラサラとした髪かみが目に眩まぶしかった。

「あれ～、スロウ様おかしいですね、さっきよりももっと顔が赤くなっていますよ？」

「シャーロット、もっとご飯をくれだぶひぃ」

　恥はずかしさからか実際に熱があるからか。

　顔真っ赤にして俺がシャーロットからご飯をもらうんだ。

「おいしいですかスロウ様」

「ぶひーぶひん」

　言葉にならない声で感想を告げる俺。

　勿もち論ろん、美味おいしいと言っているんだけど興奮して人間の言葉にならないだけだ。

　こんな姿をクルッシュ魔ま法ほう学園の学友に見られたら、恥ずかしさで死んでしまうかもしれないな。

「ぶひぶひっ」

「まだまだ沢たく山さんありますから慌あわてないで下さいね」

「ぷひー」

「ふふ。安心しちゃって。スロウ様、可愛かわいいです」

　心が満たされて、じんわりとした温かみが胸に広がる。

　可愛いなんて言われて満まん更ざらでもない俺がいる。

　今の俺はさぞや気持ち悪い顔をしているだろう。

　アリシアあたりに見られたらどんな罵ば倒とうを受けるかわからないな。

「スロウ様の風か邪ぜも長く続きますねぇ。あ、そうだ！　遠い国の言い伝えではこんな諺ことわざがあるそうです。治らない風邪は移してしまえと。じゃあそういうことなので失礼しますね」

「ぶひ!?　ぶひぃぃ」

　混乱する豚ぶたが騒さわぎ立てて、耳に喧やかましい。

　勿論、俺の事だ。

　でも、もう当然だろう。

　パジャマに着き替がえたシャーロットが、俺がいるベッドに入り込んでこようとするのだから。

「わあ。スロウ様。やっぱり身体がとっても熱いです。もっと密着して私に熱をうつして下さい。ほら、こんな風に」

「ブヒィィ」







「──はっ」

　そこで俺は跳とび起きた。

　意識の覚かく醒せい。

　……やっぱり夢だったか。あんなの出来すぎている。

　俺は、少し前まで学園でも問題児として恐おそれられる真っ黒豚ぶた公こう爵しやくだった男だぞ。

　シャーロットへの気持ちを押し殺して、学園生活を過ごしてきたんだ。

　夢だ夢。でも出来ることなら、もう一度見たい夢だった。

　ベッドの中でもぞもぞ動いていると。

「……スロウ様。急にもぞもぞされて、何か怖こわい夢でも見たんですか？」

　シャーロットの声が聞こえた。

「俺はまだ夢の続きを見ているのかな」

「お腹なかいっぱいになったと言ったら、スロウ様すぐに寝ねちゃったんですよ？」

　キョトンとしているシャーロットの姿。

　読んでいたのだろう本を膝ひざの上に置いて、俺を見つめる。

　そこで俺は気づいた。

　これ、夢じゃない。

　だって、シャーロットが夢の中と同じようにすぐそこにいるのだから。




「シャーロット、お、おは、おはぶひっ」

　恥ずかしい。嚙んでしまった。

「スロウ様、おはようじゃなくてまだ夜ですよ。しっかり寝ていて下さい！　ほら！」

　身体を押さえつけられて、再びベッドに押し戻もどされる。

　こういう時シャーロットは強引である。

「ぶぶぶひいい、ぶひっ」

「どうしたんですか。もしかして眠たくないんですか？　悪夢でも見ていたんですか？　風邪を引いてる時って、心が弱ってるから夢とか見ちゃうんです。私もそういう時ありますからよく分かります」




　さて、俺は風邪を引いていた。

　季節外れの風邪である。

　皆みな大好き、水の癒いやしのヒールでも、どうにもできない身体の根本から来る不調であった。

　いつも元気にぶひっている俺がどうしてこんな状態になったのか。

　原因には心当たりがありすぎるぐらいだ。




　多分、これまでずっと気を張り詰つめて頑がん張ばりすぎていたからだろう。

「眠れないんですかスロウ様」

「ぶひぃ……」

　もう限界だったのだ。

　これまで俺は我が慢まんして我慢して苦労を重ねて世界を平和に導いてきた。

　だけど先日、闇やみの大精せい霊れいさんはもう戦争をしないとはっきりと宣言した。

　それだけじゃない。

　シャーロットの正体が女王陛下や一部の人間に知られたが、陛下らは正体を明らかにしないことを約束してくれた。




　胸の中の突つっかかっていたものが一気に取れた。

　安心感がやってきて、少しだけ心のバランスが崩くずれてしまったんだ。

　最近の不調を冷静に分ぶん析せきするとそんなところかな。

「じゃあスロウ様、何か食べますか？」

「ぶひ」

　そういう意味で、この闘とう病びよう生活は気分転てん換かんにちょうどいい。

　これまでを整理する良いきっかけになった。

「食堂からいろいろなものをもらってきました！　料理人の皆さんもスロウ様の為ためって言うと何でも作ってくれるんです」

「へー、俺も人気者になったぶひねえ」

「スロウ様は学園を守った龍りゆう殺し様ですから。皆さんとっても感謝してるんですよ」

　後はまあ、シューヤの中の火の大精霊さんをどうしようとかそういう思いはあるけれど。

　それはまた、おいおい解決していけばいいだろう。

　いまはただ、幸せな毎日に浸ひたりたい。

　シャーロットがずっとそばに居てくれる。

　シャーロットが看病してくれる。ただ幸せだった。

「スロウ様、あ、あーん」

「ぶひ、ぶひ」

　甘い。激甘だ。

　あの苦しい日々にも見返りがあったとさえ思えた。

「ぶひ」

　何せ俺とシャーロットは両想いになったのだ。

　言葉にするだけでも恥ずかしさを感じるし、今でも正直信じきれない。

「シャーロット、シャーロットぶひい」

「どうしたんですかスロウ様、まだ頭が痛いんですか」

「シャーロット。俺、こんなに食べたら太っちゃうぶひぃ」

「太っていいんです。スロウ様はとっても頑張ったんですから太ってもいいんですよ」

　そう言って優しく笑うシャーロットが天使に見えた。

　これまでは必死にダイエットするように圧力をかけてきた彼女だけど、優しくなった。

「ど、どうして太っていいんだぶひぃ？」

「スロウ様が人気なのは学園の料理人さんだけじゃないんですからね。スロウ様が瘦やせてかっこよくなったら、他の女の子に取られちゃうかもしれませんし」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。俺はシャーロット一筋だから、ぶひ」

　あーやばいなんてことを口ずさんでるんだ俺は。

　そしてシャーロットも恥ずかしそうに微笑ほほえみ、真っ赤になる俺達がいる。

「う、嬉うれしいです」

　だ、だめだ。

　これ以上は、俺が持たない。

　よし、話題を変えよう。

　この甘々な空気は慣れないから、身体に悪い。

「しゃ、シャーロット」

「何ですか、スロウ様」

「そういえば……あのドストル帝てい国こくの留学生。あいつは学園に溶とけ込んだ？」

「ネオン様のことですか？」

「そう、あいつのことが知りたいんだ」

「ドストル帝国を代表してダリスに来ているんですから、きちんとした人だって思っていたんですけど……あんまり、いい噂うわさは聞かないです」

　シャーロットの言葉はやけに歯切れが悪かった。

　それにどことなく言葉を選んでいるようにも見えた。ドストル帝国からの留学生とは、友達を作りにやってきたとか衝しよう撃げき的な自己紹しよう介かいを果たしたあの男だ。




「凄すごい立場のある方なのに、何ていうか軽いんです」

「……そう言えば、女子をナンパして男子から顰ひん蹙しゆくを買ってるってこの前聞いたな……でも帝国は国の規模がダリスよりも段だん違ちがいに大きいし、そこの王子様だ。何かあったら玉たまの輿こしどころじゃないから、最初は女子が浮うかれてて、男子が苛いら々いらしていたんだっけ」

「……スロウ様。ずっとこの部屋にいたのに、とっても学園の事情、詳くわしいですね」

「よくティナがこっそりお見み舞まいに来てくれてさ、色々教えてくれるんだよ」

「え……スロウ様。この前は、俺はシャーロット一筋だから女の子と二人きりなんて状じよう況きようは絶対にないとか格好つけてなかったですか？」

「……」

　以前、シャーロットと両想いだったことが嬉しくて色々喋しやべってしまった記き憶おくがある。

　まさに俺は君一筋だからとか、女の子と密室で二人っきりなんてありえないとか。

　もしかして余計なこと言っちゃったかも。

「あれ、俺の勘かん違ちがいだったかな？　……何だか眠ねむくなってきたぶひ」

「……」

　俺はシーツを頭から被かぶって、隠かくれるのであった。

　そんなシャーロットとの甘い時間は、控ひかえめに言っても最高と言ってよかった。










「ぬぁぶひー！」

　身だしなみを整えて寮りようを出る。

　少し肌はだ寒ざむいけれど、秋の日差しが身体を直ちよく撃げき。

　爽さわやかな秋晴れ、澄すんだ空気を思いっきり吸い込んだ。

「完全復活だぶひ」

　結局、一週間近く床とこに臥ふせることになった。

　これだけのお休みを取ったのは、久しく記憶にない。

　真っ黒豚公爵時代？　あれはあれで、気を張っていたからな。

「よーし。じゃあまずは腹が減ったから食堂に行くぶひ」

　ドスンドスン、足音を響ひびかせていたあの頃ころが懐なつかしいもんだ。

　あの頃よりもすっかりと瘦せてしまった俺は、歩く足取りも軽やかなもの。

　少し身体が鈍なまってしまった気もするけど、ゆっくり本調子に仕上げていけばいいだろう。

「……あの子は何をやってるんだ？」

　ふりふりのエプロンドレスを着たメイドさんが、食堂の入り口から外を窺うかがっているのだ。

　俺と目が合うと慌あわてて頭を下げられ、メイドさんはささっと頭を引っ込めた。

　もしや俺か？　俺なのか？

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになる。

　いや、でも俺はメイドさんから嫌きらわれるような事とは最近、とんと縁えんがない。

「むむ？　やけに人が少ないな」

　ちょっとした違い和わ感かんを覚える。

　いつもなら朝のこの時間は人でごった返しているのに、空席が目立っていた。

　俺が風か邪ぜで休んでる間に何があったのか。

「あ」

　そこで俺は見知った顔を発見するが、彼女の様子も変だった。

　早食いだ。

　もしゃもしゃと口を動かし、周りを観察している。

　まるで早くご飯を食べなければ、モンスターに襲おそわれるかといったように。

「ティナ。そんなに早く食べたら健康に悪いよ」

　そして、隣となりの席にゆっくりと腰こしを下ろす。

　魔ま法ほう学園の一年生、ティナは突とつ然ぜん声を掛かけられたことに驚おどろいたのか、びくっとする。

　その動きは小動物みたいで可愛かわいらしい。

　彼女は隣に座った不届き者が俺であることに気付くと、パアッと、顔を輝かがやかせた。

「せ、先せん輩ぱいが帰ってきたあああああ」

　がたんと立ち上がり、喜色満面。

　もしもティナにしっぽが生えていたら、ぶんぶんと振ふられていたことだろう。

「やっと先輩が帰ってきてくれた！　これであの人に太た刀ち打うちできる！」

「え？」

「本当にあの人の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞まいときたら！　温厚な私だって見ていられないってもんですよ！　先輩！」

「ちょっとティナ。落ち着いて事情を説明してくれ。あの人ってのは誰だれの事？」

「そんなの……大きな声で言えないけどネオン様に決まってるじゃないですか……」

「えっとそれはこの食堂が閑かん散さんとしていることに理由があったりするの？」

　だってさっきから食堂に入ってくる奴やつらもおかしいんだ。

　窓の外から中の様子を確認して、おっかなびっくり食堂に入ってくる生徒の姿。

　これじゃあまるで食堂にオークがいるかいないか確かめているようなものじゃないか。

「関係は──ありまくりですよッ！」







　まだ風邪が治ったばかりと言うことで、午前の授業はお休みだ。

　以前に作った俺のトレーニングスペース。

　すっかり土つち埃ぼこりに汚よごれた土管の上に腰こし掛かけながら、硬かたくなった身体をほぐしていく。

　鈍ってるなぁ俺の身体。

　今だったらオークの一体だって満足に相手出来ないかも。

　……。

　ごめん今の噓うそ。オークさんは余よ裕ゆうだ。朝飯前ってやつだ。

「……あの時。ネオン王子が自己紹介をした時は凄すごい立派な人に見えたんだけどなぁ。まさか留学先で問題を起こす問題児様だったとは」

　ドストル帝国からの留学生。

　挨あい拶さつの場では物凄い存在感を放っていたネオン王子。

　自己紹介の場では、威い風ふう堂どう々どうとして、ネオン王子と目があった瞬しゆん間かん。

　俺は食われるかのような錯さつ覚かくを味わったものだ。

「……人って見かけによらないものだなぁ」

　ティナが言うところによると、あのネオン王子は。

[image: ]

『凄い絡からんでくるんです。それもとっても自然に！　あの人ってあのドストル帝国の王子様じゃないですか！　私たちがどれだけ緊きん張ちようしてるかも知らないで！　だから食堂に寄ってくる生徒も減ったんです！　あの人、勝手に隣に座ってきたりするんですよ！』

　なんとまぁ。

　朝の食堂があれ程ほど閑散としていたのは、ネオン王子に絡まれるかららしい。

『しかも絡む相手が貴族の生徒様だけだったらまだ分かるんです！　只ただの平民の私にもしつこく話しかけてくるんですよ！　食堂のメイドさん達や清せい掃そう夫さんにもです！　ぶっちゃけ、先輩がリアルオークとか言われていた時よりも皆みなネオン王子のことを怖こわがってますよ！　失礼な振る舞いをして、急にたたっ切られたりしたら怖いじゃないですか！」

　ティナは食堂ですごい剣けん幕まくで俺に迫せまってきた。

　途と中ちゆうからは他のメイド達も一いつ緒しよになって、王子に関する苦情を俺に言ってくる。

　余りの剣幕に俺は何も言えなかった。途中から食事も摂とれなくなったし。

『だから、私達は先輩の帰りを待ってたんです！　もうこの学園には、先輩しかあのバカ王子に対たい抗こうできる人はいないんです！　あ！　もうこんな時間！　授業が始まるから私は行きますね！」




「ティナの奴……俺にどうしろって言うんだよ……」

　午前の散歩を終えて、男子寮に戻もどってくる。

　病み上がりだから、昼の食堂にはいかず戻ってきたのだ。

　しかしティナの話が正しいなら、お昼時も食堂は閑散としているのだろう。

　今、学園にとんでもない暴風を巻き起こしているらしいネオン王子。

　シャーロットの話でも性格に難有りって話だけど、これは俺の想像以上かもしれない。

　てか、真っ黒豚ぶた公こう爵しやくだった当時の俺よりも嫌われてるなんて相当だな。

「……腹減ったぶひ」

　簡単なものをシャーロットが用意してくれたと聞いていたから。

　風邪をひいていた時は豆のスープとかしか食べられなかったから、楽しみにしていた。

　階段を上り男子寮の四階に戻ると、扉とびらの前に誰かの姿。

　俺の部屋の前に、誰かが立っていた。

　清潔感のある短い茶ちや髪ぱつに、凪なぎの水面のように落ち着いた茶色の瞳ひとみ。

　特筆すべきは、男が羽織る紅くれないの外がい套とう、それは公爵家に属する人間の証あかしだ。

　一いつ瞬しゆん、誰か分からなかった。

「坊ぼつちゃん、どうも」

　口を真一文字に結んだ生き真ま面じ目めそうな男。

　クラウド、嘗かつての俺の騎き士しがそこにいた。








一章　ネオン王子









　思わず立ち止まった。

　俺の部屋の前にやけに姿勢の良い男が立っていたからだ。

「クラウド、どうしてここに」

　朴ぼく訥とつだった顔は、精せい悍かんでやけに大人びて見えた。

　清潔感のある短い茶髪には、所々に白髪しらがが交じっている。

　余りに懐かしい顔で、俺はそいつの名前もよく知っていた。

　嘗かつて俺の騎士だった男。

　融ゆう通ずうが利きかなくて、とことん真面目で。

　平民から騎士に取り上げたあのシルバとよく言い争いをしていた。

「シャーロットちゃんから、坊ちゃんの風邪が治ったと聞きましたので」

　食堂へ向かわず、部屋に戻って欲しいってのはシャーロットのサプライズだったってわけか。

　そういえばあのシューヤが、この前の全校集会で何かグダグダ言ってたっけ。

　俺の知り合いで、元騎士がどうのこうのって話。

　風邪をひいてすっかり頭の中から飛んでいた。

「坊ちゃん。シャーロットちゃんを責めないで下さい。俺が頼たのんだんです」

「責めるもんかよ。まぁクラウド、中に入ってくれ」




　机の上には二人分の食事が用意されていた。

　間ま違ちがいなく、俺とクラウドの分だろう。

　湯気を立てているスープとパン。挽ひき肉にくと香こう草そうが香かぐわしい。

　多分俺の身体を気き遣づかったのだろう身体に優しいメニューである。

　シャーロットの配はい慮りよを感じて、腹がぐぅぅと鳴った。

「……おっと」

　健康体になったからな。

　しかも今日は軽い散歩もしたし、腹が鳴るのは当然である。

　ただ、この何とも言えない緊きん張ちよう感かん。

　昔の仲間を前にして、今このタイミングだけはやめて欲しかった。

「……食うか」

「ええ、そうしましょう」

　こうして俺たちは食しよく卓たくを囲んだ。




　うん、美味うまい。

　味わい深い、丁てい寧ねいな仕上がり。

　しかし、俺たちの関係はどこか一線を引いている。

　当たり前だ、あの頃ころから長い時間がたったのだから。

　シルバは少年から大人になったが、こいつは大人からさらに年ねん齢れいを重ねた。

「クラウド、お前少し老けたか？」

「三十歳を越こえましたから。それに色々なことを経験しました。それより、坊ちゃん。体調のほうはもういいんですか」

「あれだけ休めば、な。もう大だい丈じよう夫ぶだ。しかし、まさかお前が学園の教師になるなんてな」

　そうなんだよ。

　公爵家の人間が学園の教師になるなんて聞いたこともないぞ。

　確かにうちのスパルタ方式は、実力向上に一役買うかもしれないが。

　この生ぬるいクルッシュ魔ま法ほう学園の生徒に、公爵家のやり方が受け入れられるとは到とう底てい思えなかった。

「でもまあ、公爵家の中ではお前が一番教師に適任のような気がするよ、クラウド。昔からお前は人に教えることが上手うまかったからな。それに公爵家に仕える騎士の中では人当たりも抜ばつ群ぐんだ。他の奴やつらだったら、この学園の生徒は逃にげ出すだろ」

　昔からそうだった。

　荒あらくれ者ばかりの公爵家にいるには、似合わない男だ。

　筋肉バカばかりの中で、何事もそつなくこなす。

「ただの器用貧びん乏ぼうです。俺はどこか突とつ出しゆつしたものがない男ですから」

「……相変わらず、自信がないな。まぁ何にせよ、クラウド。お前が元気でよかったよ。でもさ、風の噂うわさで聞いただけなんだけどな。お前、あの後は他の兄弟達から誘さそわれていたらしいじゃん。なのに誰だれの騎士にもならなかったんだな」

　あの後とは、俺がリアルオークになっていた頃の話だ。

　俺の呆あきれた姿を見て大勢の人間が俺のもとから去っていった。

「兄上様方や姉上様方、坊ちゃんの兄弟から求められたこともありましたが、俺は公爵家のために生きようと思いました。その結果、外の世界に出ることが出来ました。あてがわれた仕事は、誰もやりたがらない物ばかりでしたが」

「それってたらい回しにされたとも言わないか？」

「それは言わない約束でしょう」

「……それもそうか」

　詳くわしい話は知らないが、クラウドは随ずい分ぶんと便利に使われていたらしい。

　でも、公爵家の騎士という肩かた書がきを求める人間はどこにでもいる。

　貴族の世界や平民の世界、果ては他国に至るまで。

　大勢の人間に恩を売るために、クラウドは公爵家デニングに利用されてきたんだろう。

　語る言葉には苦労が滲にじみ出ていたが、余り後こう悔かいはなさそうだった。

「坊ちゃん。俺がこういう風に考えるようになったのは、全て坊ちゃんの騎士であった過去のお陰かげ。色々な苦労もありましたが、楽しいものですよ」

「でも、お前。今度は先生だなんて……便利に使われているみたいじゃないか」

　公爵家に深く関わった人間が、クルッシュ魔法学園の先生になるなど前例がないのだ。

　公爵家直系に生まれついた奴は大体が戦せん闘とうバカになるし、そんな奴の専属騎士に好き好んでなる奴は戦せん闘とう狂きようと相場が決まっている。

「実は、それ程ほどの話でもないんです。ここ数年は、要人の護衛を中心に。各国の貴族から騎士国家が誇ほこる公爵家の騎士を護衛に欲しいと言う声は今大きいんですよ。そこで爪つま弾はじき者の俺があてがわれたわけです」

「爪弾き者ってお前なあ……クラウド、正直に言え。本音では俺を恨うらんでいるな？」

「いえ、全く」

　清すが々すがしい笑顔だった。

　大勢の公爵家の人間から恨まれている俺の専属騎士であったクラウド。

　その過去のせいで、面めん倒どうな思いをすることも多々あっただろう。

「坊ぼつちゃん。俺は真面目でした。少々堅かた物ぶつと言っていいくらい、融通が利かない騎士だった。それが多くの回り道をしたことで、少しは人生の楽しみを知り、酒の美味うまさも知った。もう坊ちゃんに少しは自分で考えろなんて……馬ば鹿かにされることもないでしょう」

「そういえば俺たちの出会いは、巨きよ大だいな猪いのししに腰こしを抜ぬかしたお前を助けた事から始まったんだよな。あの時のお前は、猪の足元に小さな子供の猪を見つけて……右往左往していたな」

「そのようなこともありましたが。今では笑い話です」

「その割には顔が赤いが。それでクラウド。お前が学園に派は遣けんされた目的は？　まさか、俺のお目付役か？」

「坊ちゃんのお目付役ですか、それは随分と楽しそうでやりがいのありそうな仕事に思えますが、違ちがいます。一時期、この魔法学園に王室騎士ロイヤルナイトが来たことがあったでしょう。公こう爵しやく家も人材難の時代なんですよ、坊ちゃん」

「引き抜きか……」

「王室騎士団ロイヤルナイツが学生の青田買いを始めた。それを黙だまって見ている程、公爵家はお人ひと好よしではありません。既すでに情報を集めて何人かピックアップしておりますが……」

「お前の独断だろ？　相変わらず手が早いな」

「公爵家のため。ひいては、国のためです」

　少しくたびれた感じもあるが、人生を楽しんできた者の顔をしている。

　世界中を要人の護衛として旅してきたクラウドは、俺よりも余程世界のことを知っているだろう。




　それからしばらく談笑した後、ふと気になったことを尋たずねてみる。

「クラウド。聴ききたいことがあるんだが」

「何ですか？」

「ネオン王子のことだ。友達を作りにきたと言っていたが、あれは噓うそだな？」

　ネオン王子、その言葉を聞いてあいつの顔が僅わずかに顰しかめられた。

　クラウドの目から見ても、余り模も範はん的な生徒じゃないらしい。

「……でしょうね」

「ネオン王子の目的、お前。知ってるか？」

「分かりません。ただ、友達を作りにきたなんて、言葉通りの遊楽ではないでしょう」

「同意見だ。このご時世、あのドストル帝てい国こくの王子がそれだけの理由で南へやってくるなんてあり得ない」

　一国の王子。

　しかも帝国の王子様が何の目的でダリスに、クルッシュ魔法学園にやってくるんだ。

「クラウド。ネオン王子はお前の授業にも参加しているんだろう。お前の目から見て、どうだ？」

「……何も読めません。本当に噂通りの馬鹿王子なんじゃないかっていう考えもあります。学園では坊ちゃんの再来と言われているようですよ」

　そんな噂まで出ているのかよ、ひでーな。

　でも、クラウドの話を聞いて、結論が出た。

「まぁ、噂通りなら関わり合いにもなりたくないけどな」

　ティナの話を聞いて、生徒が寄り付かなくなった食堂も見た。

　ネオン王子がやってきて、たった一週間でこれなのだ。

　お近づきにはなりたくないと思っても仕方がないだろう。

「意外と坊ちゃんとは相性が合うかもしれませんよ」

「どういう意味だよ、おい……」

　そしてクラウドは午後から自分の授業があると言って足早に去ってしまった。

　あいつは一体何の授業してるのか聞いてみたら、戦い方を実じつ践せん形式で教えているらしい。

　騎き士しの流りゆう儀ぎやらを無視した喧けん嘩か殺法だが、結構人気があるみたいであいつ自身も驚おどろいているようだった。




　正直に言おう。

　俺は、学園に旋せん風ぷうを巻き起こしているネオン王子とは関わり合いになりたくなかった。

　俺はただシャーロットと二人、幸せな生活ができればそれだけで満足なんだよ。

　だから、面倒ごとに巻き込まれないよう頭を低くして、学園生活を過ごす。

　そう決めたのに、思い通りにはいかないものだ。

　俺は噂の王子様と、すぐに遭そう遇ぐうしてしまうことになるのであった。




「──皆みなさんは実際に燃えるような恐きよう怖ふを感じたことはありますか？　身を裂さくような恐怖はどうです！　人生は一寸先は闇やみ！　何が起きるかわからないものです！」

　ずっと寝ね込こんでいたからか、随分と久しぶりに思える授業風景。

　俺が最初の復帰に選んだのは、あの人の授業だ。

「学園長には私の経験を話す許可を頂きました。皆様の親おや御ご様の中には、私の考えを聞いて眉まゆを顰ひそめる方もいるでしょうが、備えることは重要です！」

　長い時、ノーフェイスに監かん禁きんされていたアルル先生の授業だ。

　俺が一年生の時に授業を受けていたのは先生に化けたノーフェイスだった。

　その事実は学園の生徒にもよく知られている。

「ノーフェイスによって監禁されていたあの頃を思い出すと、未いまだに身の毛がよだちます。白状しましょう。私は数ヶ月の間、レイスによって夢の世界に旅立っていました。私は終わることのない夢を見ていたのです」

　周りの反応を窺うかがってみる。

　俺以外の生徒は、また始まったって顔をしている。

　アリシアなんて教科書すら持ってきてもいないみたいだ。やる気ないな、あいつ。

「実体の無いレイスを人間が操るには触しよく媒ばいが必要です！　ノーフェイスは、私を監禁していた独どく房ぼうに暗黒の触媒を置いて──」

　レイス、人間を昏こん睡すいさせ、長い時間を掛かけて意思を乗っ取る脆ぜい弱じやくなモンスターである。

　そして身体も持たない、生物の残ざん滓しとも考えられているレイスが見せる夢。

　それは忘ぼう却きやくの世界に誘いざなう子守歌とも呼ばれている。アルル先生は、俺たちにレイスの危険性をひたすら伝えてくるが、生徒たちは先生の様子にドン引きの様子。

　しかし、俺はこれはこれでアリなんじゃないかと、楽しくアルル先生の話を聞いていた。

「あの経験があったからでしょうか、私は闇の魔法に目覚めました。目覚める前は闇の魔法なんて業ごうが深いと思っていましたが、モンスター相手には非常に有効です。さぁ、恐おそれなさい闇のモンスターを。奴らは皆さんのすぐ傍そばに潜ひそんでいるのです！」

「せ、せんせー……これはもう魔法学の授業じゃないと思うんですけど」

　さすがシューヤ。

　勇気を出したな。隣となりに座るアリシアなんてもう半分、居い眠ねむりしてるぞ。

「……ミスタ・ニュケルン。私の授業にケチをつけるっていうのですか？」

「え、別にそんなわけじゃないですけど」

「いいですか？　こうやって、私の経験を伝えることで、貴方あなた達に生き抜く術すべを授けているのです。構いませんよ、ミスタ・ニュケルン。もしも貴方が闇のモンスターに襲おそわれた際、私の授業内容を実践していれば良かったと後悔しても遅おそいのです」

「は……はい……そうですね。闇のモンスターに対する魔ま法ほうかぁ……」

　先生の勢いに押されて、シューヤが下がった。

　あいつは一応冒ぼう険けん者でもあるから、アルル先生の話は意外と有用だろうに。多分、俺以外の生徒はノーフェイスの方がまだまともに授業をしていたとか思っているんだろうな。

「さて、そろそろ授業の終わりのようですね。では来週の宿題です。人間とよく似た姿をされると言われる鬼おにについてレポートに纏まとめてもらいましょうか。ページ数は最低、十ページです」

「「「ええーっ!!」」」




　ぶつくさ言いながら部屋を出て行く皆。

　宿題なんて誰だれだって嫌きらう、それはいつの時代も変わらないようだ。

「はぁー。アルル先生も変わったよなぁ。前の方がずっと良かったって」

「何言ってるんだよ。前は本物の先生じゃないし、ノーフェイスは犯罪者だぞ」

「それはそうだけどさあ……」

　アルル先生の授業は魔法学園の爺じいさんらが行う授業に比べて熱があった。

　本当に俺達に伝えたい何かがある、そんな授業だったのに……残念な限り。

　レイスの夢を見たなんて、中々聞けない話なんだけどなあ。

「あら、スロウ。風か邪ぜ、治ったの？」

「アリシアか。おかげさまで治ったよ」

「ふぅん。前よりも健康そうに見えるから、どうせだったら後数日ぐらい寝込んでいたほうが良かったんじゃないの？」

「お前なあ……それがずっと寝込んでいた俺に言う台詞せりふかよ」

　アリシア・ブラ・ディア・サーキスタ。

　この学園に住まうもう一人の王族留学生。

　相変わらず嫌いやみな奴やつは、俺の手に突とつ然ぜん何かを握にぎらせる。

　それはオレンジ色の小さな飴あめだった。

「じゃ、じゃあね……別に私は何も心配なんてしてなかったんだから！」

　顔を少しだけ赤くして、あいつは教室を出て行った。

　不器用な優しさが、ちょっとだけ、胸に沁しみる。

　皆がぶつくさアルル先生の宿題に文句を言いながら、廊ろう下かに出て行ったのを見届けて、俺も立ち上がる。

　そのまま廊下に出ようとして。

「ちょっと待って下さい、ミスタ・デニング」

　服の裾すそを摑つかまれた。

　誰かと思えばアルル先生だ。

　さっきの授業があまりにも意外だったから、ちょっとだけ怖こわい。

「せ、先生。俺に何か用ですか？」

「ミスタ・デニング。貴方には、直接お礼を言いたいと思っていたんです。本当にありがとうございます。貴方のお陰かげで、こうして学園に復帰することが出来ました」

「いえ。俺は当たり前のことをしただけですから」

　特に休きゆう暇かもとってないだろうに、すぐに学園に戻もどってきた。

　見かけよりも遥はるかにタフな人。

　それにあの授業内容だ。

　きっと先生の中で傭よう兵へいとの出会いが何かを変えたのだろう。

「お礼がしたいの。何か欲しいものとか無いかしら。私に出来ることなら──」

「……じゃあ、宿題を免めん除じよしてくれるってのはどうですか？」

「うーん。他の生徒と差別するっていうのは、ちょっと……」

「えーっと──人間に近い姿を持つ鬼人オーガは大きく分けて四つ。屍鬼ゾンビ、鬼人オーガ、吸血鬼ヴアンパイア、魂鬼ジン。南方には現在、屍鬼ゾンビと吸血鬼ヴアンパイアしか確認されておらず、魂鬼ジンに至っては種の存続も疑問視されている。もっと詳くわしくって言われたら話しますけど、基本はこんな所ですよね？」

　アルル先生のメガネがきらりと光る。

　今のは先生の宿題内容、その核かく心しんを突つく答えだった。







　気分ルンルンで次の授業に向かう。

　アルル先生は先ほどの俺の言葉を聞いて、見事宿題を免除してくれたからだ。

「ぶひ」

　このままトントン拍びよう子しの人生が待っているのかもしれないなあ。

　王室騎士ロイヤルナイトがやってきて、俺のことをいきなり嫌いだとか言い始めたり、北方の魔ま女じよの心配をする必要もないからな。

「ぶぇっくしょん」

　まだ風邪が治ってないのかもしれない。

　それとも誰かが俺の噂うわさをしているのか。




「──おい！　今の言葉取り消せよ！」

　言い争いの声、誰かが廊下で喧嘩でもしてんのか？

　こんな真っ昼間から随ずい分ぶんと恥はずかしい奴らがいたもんだ。

「よくもアリシアのことをバカにしやがって！」

　……。

　とりあえず喧嘩の一方は非常に聞き覚えのある声だった。

　今のは、シューヤだ。

　また、あいつかよ。少しは精神的に成長したかと思えばこれだ。

　俺は、勿もち論ろん、関わらないよ。

　君子危あやうきに近寄らず、である。

「弱い犬ほどよく吠ほえると言うがお前の場合はまさにそれだな」

「何だと！　お前、もう一度、言ってみろ！」

　そのまま素通りしようと思ったけれど、立ち止まる。

　言い争いをしている相手の外見を見て、思うところがあったからだ。

　ネオン・ドストル。今では学園の超ちよう有名人こと、噂のバカ王子様だったからだ。




「シューヤ！　落ち着けって！」

　シューヤが今にもネオン王子に摑みかかるぐらいの勢いでカッカしている。

　そうだこれからはシューヤとの関係性も見直さないとな。

　だって、あいつトラブルメーカーだし。

「我われは事実を言っただけだ。あれは、豚ぶたの姫ひめなのだろう？」

「誰が豚の姫だよふざけんな！　お前、幾いくら王子だからって何でも許されると思うなよ！」

「事実であったのだろう？　我は何か間ま違ちがったことを言ったか？」

「間違ってはないけど、わざわざ本人に言わなくてもいいだろ！」

　聞いていると、内心ぞわぞわしてきた。

　だって、アリシアが豚の姫って……あいつらの諍いさかいの原因、俺じゃねーか！

　アリシアは相手にしてないようだったが、シューヤが今にも殴なぐりかかろうとしている状じよう況きようが問題だ。

　さすがにあれを見て見ぬ振ふりができなかった。

「……おい。さっきから聞いてたら、俺に文句でもあるのかよ」

「ん？」

　こっちは泣く子も黙だまる豚ぶた公こう爵しやくだ。

　今じゃぁ俺を真正面から豚公爵なんて言う奴はいない。.

　なんて言ったって俺は龍りゆう殺しの英えい雄ゆう様だからな。

「……おお！　お前はまさかッ！」

　その時、ネオン王子がようやく俺の存在に気付いたようだ。

　へえ、……成る程な。

　こうして見れば、皆みながネオン王子を嫌いやがる理由が俺にはよく分かった。

　王子には、近づくだけで自分自身が燃やし尽つくされそうな、熱がある。

　力強い瞳ひとみに見つめられると、自分の方が何か悪いことをしているんじゃないかと錯さつ覚かくさせる力、自信満々な態度も人としての差を思い知らされる。

　しかし、魔法学園の制服を着ていないからすごく浮ういている。

　どこかの民族衣装なのか、色つやが艶なまめかしい。これは……目立つな。

「噂の豚公爵、スロウ・デニング！　会いたかったぞ！」

　がしっと腕うでを摑まれた。

　馬ば鹿か王子さん、何でそんなに嬉うれしそうなんだよ。

「我が来た翌日から体調を崩くずしたと聞くぞ！　そろそろ我自らが見み舞まいにでも行ってやろうかと思っていたところなのだ！」

　食堂に閑かん古こ鳥どりが鳴いていた理由も、よく分かる。

　子供のように無む邪じや気きなネオン王子の姿に調子が崩れるというかなんというか。




　俺はドストル帝てい国こくを愛する、闇やみの大精せい霊れいの望みを真正面から打ち砕くだいたのだ。

　そして、ネオン王子はドストル帝国の第二王子。

　この人が学園に滞たい在ざい中、出来るだけ関わらないようにしようと思った理由。

　もしも王子が、帝国の出で鼻ばなを挫くじいた存在が俺であると知っていたら、好意的な反応を受けることが難しいと考えたからだ。

「噂では豚公爵は拾い食いが趣しゆ味みと聞いたぞ！　豚公爵、お前は騎士国家ダリスの中でも有数の貴族の生まれなのだろう！　そのようなみっともない真ま似ねは金こん輪りん際ざいするな！」

「だ、誰が拾い食いが趣味だ！　お前、馬鹿にしてるならぶっ飛ばすぞ！」

「くはは！　我をぶっ飛ばすか！　豚公爵、お前は面おも白しろい冗じよう談だんを言う奴だ！」

「……調子狂くるうなあ」

　しかし、こんなとびっきりの笑顔を向けられたら俺も悪い気はしない。

　豚公爵と連呼されるが、あの渾あだ名なが俺を褒ほめ称たたえているかのように聞こえてくるんだ。

「豚公爵！　我われはな、お前とはぜひ仲良くしたいと思っていたのだ！　改めてだが、握あく手しゆを交わしてはくれぬか？」

　差し出される手。

　なんだよこれ。言葉通り、俺と握手がしたいってか？

「うわ！」

　戸と惑まどっているとぎゅっと手を摑つかまれて、強引に握手。

　真しん紅くに色づく双そう眸ぼうが俺を見つめている。さっきまでこのネオン王子と喧けん嘩かをしていた筈はずのシューヤが王子の肩かた越ごしで呆あつ気けに取られている。

　俺だって、同じ気持ちだよ。

「狼狽うろたえるな、豚公爵。しかし、お前。我のような人間と会うのは初めてか？」

「俺のことをこれだけはっきりと豚公爵と呼ぶ奴は初めてですよ……」

「くはは！　そうかそうか！」

　本当に変人だ。

　何を考えてるか全くわからないし、精霊達もネオンに興味を示していない。

「我のことはネオンと呼べ。年ねん齢れいもさほど変わらん。異なるのは別の国に生まれたということぐらいか。では、また会おう！　そろそろ休きゆう憩けいも終わりの筈だからな！　スズ、次の授業はなんだ！」

　スズ、スズ！　どこに行った！　と喚わめきながら、ネオン王子はその場を去っていく。

　先ほどまであれだけ口論していたシューヤのことを、もうすっかり忘れているようだ。

　余りにも自由すぎる後ろ姿を見つめながら、スズって誰だれだよ……と俺は頭を捻ひねる。

　それが俺と奴やつの初めての邂かい逅こうであった。







「私！　あの王子様にデートに誘さそわれたんだけど！」

「止やめときなさいよ！　何人の子があの方に告白して泣かされたと思ってるの！　ああいう勘かん違ちがいさせる方、私、大だい嫌きらい！」

　ネオン王子の噂は学園生活をしているだけで嫌いやほど入ってくる。

　メイドに手を出したとか、教師に暴言を吐はいたとか。ネオン王子の姿を一日見かけなくても、あの男が今日は何をしていたか分かるんだから、その情報発信力は相当だ。

「でも、ネオン王子って凄すごい肩とか触さわってくるよね……」

「あ、聞いた？　食堂の厨ちゆう房ぼうに入って料理人にも話しかけてるんだって。後で正体を知った平民が驚おどろいて失神しかけたって」

　至るところで王子の噂を聞く。

　それはトイレの時間だったり、授業をサボって昼ひる寝ねをしている最中だったり、退たい屈くつな授業中だったり。その行動力は規格外。

　女の子の肩かたを気軽に触ったりするらしく、男子生徒からの印象は最悪らしい。

「でもネオン王子。すごくいい匂においがするよね、北の香こう水すいか何かかな、嗅かいだことがない匂いだよね」

「あ、でも、あの匂い。ニュケルンさんが臭くさいって言ってネオン王子と喧嘩になってたっけ。あの方は雲の上のお方なのに、そんなこと言えるなんて凄いよね。ニュケルンさん怖こわいものとかないのかな」

「シューヤさんは怖かった時のデニング様にも向かっていった人じゃない。頭のネジがどこか吹ふっ飛んでいるのよ」

　うお、さすがはアニメの主人公様。

　俺の知らない場所でもしっかりとネオン王子のような重要キャラとの関係を作り始めているみたいだ。

　まぁ王子様に向かって臭いとか、喧けん嘩か吹ふっかけてる以外の何物でもないけどな。

　本当に思ったことを口に出すというか、命知らず過ぎるだろ。

「あの馬鹿王子！　俺が最後まで残しておいた肉を横からかすめ取って行ったんだぜ！　あんな意い地じ汚きたない奴が王子なんて、ドストル帝国はどんな教育をしてるんだよ！」




　時間外れの食堂に行くと、ぎっちりと混んでいた。

　もうピークの時間は過ぎているのに、珍めずらしいこともあるもんだと思っていたら、ティナの言葉を思い出す。

　皆、ネオン王子と鉢はち合あわせにならないように食事の時間をずらしているって話だ。

「……よせって。あの王子様、俺たちが反はん抗こう的な態度取ったら逆に面おも白しろそうにするじゃん。相手にするだけ無む駄だだって」

「だからってこの俺の怒いかりはどこに持っていけばいいんだよっ！」

「シューヤみたいに王子様相手に喧嘩吹っかけるか？」

「いやそれはさすがに無理だ……ドストル帝国の王子と喧嘩したなんて……お母様が聞いたら卒そつ倒とうしちゃうよ……」

「おい！　あの馬鹿王子が次の授業に見学に来るっていう噂うわさを聞いたぞ！」

「サボろうぜ！　あの王子、授業前とかに質しつ問もん攻ぜめにしてくるんだよ！　どんだけ南の人間が、勉強不足かって笑うんだよなぁ」

　最初は興味本位で王子に近づこうとしていた奴らもいたらしいが、今では皆かい無む。

「ドストル帝国って、あんなふざけた奴らばっかなのかよ！　あいつを受け入れることにした学園長も今相当悩なやんでるって話だし、あんな奴に対たい抗こうできる人間なんてこの学園には、デニングしかいないだろ！」




　皆がそうだ、デニングだ。デニングしかいないとか、言う。

　異様な雰ふん囲い気きに恐おそれを感じ、見つからないように、俺は何も食べずに食堂を後にした。

　ちょうど食堂でお手伝いをしていたシャーロットに、夕飯は部屋に持ってきてほしいと頼たのんでおく。

　寮りように戻もどる道のりだって同じだ。

　今、学園の生徒に見つかったら、馬鹿王子を何とかしてくれってティナみたいに泣きつかれそうだから、俺はこそこそ隠かくれながら寮に戻るのであった。




「シャーロット、こ、こんなに食べれないよ！」

「ダメです！　風か邪ぜがやっと治ったんですから精力をつけないと！」

　食事の手配をしてくれたシャーロットだが、山盛りのご飯が俺を待っていた。

「体力をつけるって言ったって限界があるよ！　こんな量、俺が一番太ってた時で何とか食べられるくらいだって！」

「じゃあ、あの時みたいに太りましょうスロウ様！」

「いやいや何言ってるのさシャーロット！　俺を太らせようなんて、今度はシャーロットが熱を出しちゃったの!?」

「私は至って元気です！　さあ！　スロウ様、食べて下さい！」

「ぶひぃ！　もごもご、ぶひぃ！　あ、うまっ！」

　これは一体どういうことだろう。

　シャーロットが料理の数々を食べさせてくるんだ。

　しかも美味うまい。これまでは体調が悪かったから味の薄うすいご飯だったけど、う、美味い！　俺は元々、健康を害しそうな濃こい味付けが大好きなんだ！

「どうですかスロウ様！　美味おいしいでしょう！」

「ぶ、ぶひい」

「折角ティナちゃんに協力してもらって、新しん鮮せんなお肉を手配してもらったんですから！　普ふ段だん、ここで使われてる素材よりももっと高級で、料理長も腕が鳴るって言ってました！　王宮でも中々食しよく卓たくに並ばない、珍ちん味みもありますよ！」

　……ティナ。

　どうして君はそんな商会に伝つ手てがあるんだよ。

「ぶひ……」

　最後の一口を食べ終えると、腹が重すぎて椅い子すからひっくり返りそうになる。

　まるで、戦いだった。しかし、達成感があった。

「シャーロット、どうしてこんなことを」

　幸せだが、俺にこんなに食べさせるのは、明らかに公こう爵しやく家の方針に反している。

　太っちゃうからな。

「スロウ様は……私のことを好きだと言いました！　なので、食べて下さい！」

　え？　話がつながっていない。

　ていうか、そんなに大声で言われると恥はずかしい。

　あ、シャーロットも真っ赤だし。

「スロウ様は魅み力りよく的です。普ふ通つうにしていたら、すぐに女の子が集まってきます。だから、太って下さい。それはもうぶくぶくに！」

　暴論過ぎて、声も出なかった。

「シャーロット！　俺の健康管理も君の仕事のうちじゃなかったっけ！　毎週、公爵家に俺の食事内容、送ってるんじゃなかったっけ！」

「あんな報告書、幾いくらでも誤ご魔ま化かせますから！」

　公爵家すらどうでもいい発言だ。

　一体、シャーロットに何があったのか。

「そ、そうだ！　今、この学園にはクラウドがいるぞ！　俺が太ったら、あいつにばれちゃうから！」

「クラウドさんは大だい丈じよう夫ぶです！　元々、スロウ様の騎き士しだったんですから、今でもスロウ様に甘々です！　あ、スロウ様、デザートがありませんでしたね！　私、取ってきますから！」

「いや！　いい！　大丈夫だからシャーロット！」




　今までシャーロットは俺の体型やダイエットに関しては口くち酸すっぱく言っていた。

　やれ公爵家の人間は皆みなの見本になるべき人間だとか、適した体型を維い持じすることで俺が変わったということをみんなにアピールするんだとか。

　それが今やたくさん食べて下さい飲んでください太って下さいのオンパレードだ。

「……私。スロウ様の寝ね顔がお見ながら、ずっと考えていたんです。……私達が実はす、す、す好き同士だなんて、誰にも言えないじゃないですか……。だから、こんな風に人目を忍しのんで会ってるわけじゃないですか……」

「……う、うん、そうだね」

　なんて言ったって俺は公爵家の人間だし。

　貴族は醜しゆう聞ぶんが大好き。公爵家の俺が、従者であるシャーロットと付き合ってますなんて話が広がったら、風のように王都まで広まるだろう。

　だけど、どうしてシャーロットは俺のデブ化を望むのか。

　それは次の一言で判明したのであった。

「スロウ様が以前みたいなおでぶちゃんになったら、まさか私達が、す、好き同士なんて誰も思わないじゃないですかッ！」




　シャーロットが弾はじけた夜。

　あの時の言葉が世よ迷まい言ごとなんかじゃなかったことを、俺は翌日から痛い程ほど理解した。

　朝から出るわ出るわの食事の量。

　でも、それはシャーロットが俺との関係を真しん剣けんに考えている証あかしでもあって、実は嬉うれしかったりしたんだ。

「あの馬ば鹿か王子が、俺の彼女を見て化け粧しようしすぎだって笑ったんだ！　許せねえ！」

「おいおい、止やめろよ。あんなんでも、帝てい国こくの王子様なんだからさ。どうせすぐにいなくなる。今は好きなようにやらせとけよ」

　よくも悪くも今の魔ま法ほう学園は、あのバカ王子の話題一色。

　バカ王子は加減というものを知らないので、毎日何らかの騒さわぎを起こしていた。

　一部の生徒からは、王子を闇やみ討うちしようなんて動きがあるようだったり。

「ぶひぶひ」

　ネオン王子の悪行三ざん昧まいを聞きながら、俺は君達落ち着けよと言えるぐらいには、幸せだった。意外と生徒から慕したわれている様子のクラウドの授業を覗のぞいてみたり、独特なアルル先生の授業を受けたり。

　俺の生活は、満たされていたのであった。




「先せん輩ぱい！　自分だけそんな幸せそうな顔して！　あの王子様をこのまま放置してていいんですか！」

　シャーロットが用意してくれた特大お弁当を平らげていると、憤ふん慨がいした様子のティナに怒おこられた。周りにはティナの友人らしき女の子が何人も。

「ま、まぁ？　相手はドストル帝国の王子様だしさ。ぶひ。あんまりことを荒あら立だてても、仕方がないっていうかさ？　ネオン王子も気が済んだら国に帰るだろうし、敵対ムードを作っても仕方ないっていうかさ？」

「あの方があんなに自由なのは、私達がおどおどしているからだと思うんです！　要するに、私達は舐なめられているんですよ！　皆、先輩が立ち上がるのを待ってますよ！」

　そんなこと言われてもなぁ。

　これでも俺は公爵家の一人。つまり国を代表する貴族。

　立場のある人間が、他国の留学生、それではあの少し前までは戦争しようとしていたドストル帝国の王子様と敵対するわけにはいかない。

「って、いつまで食べてるんですか！」

　あ。取り上げられた。

「腑ふ抜ぬけた先輩！　あんな奴やつにビビるなんて、もう知りません！」

「……」




　俺がネオン王子にビビってるだって？

　でも、そう言ったティナの言葉は少しだけ的を射ているかもしれない。

　何な故ぜならこれまでと違ちがい、俺はネオン王子の情報を何も持っていないに等しいから。

　どんな魔法を使うのか、どんな弱点があるのか、性格だって何も知らない。

　アニメキャラだったらどんな風に対応すればいいか、知っているんだけどあの人は別。

「俺見ちゃったんだよ……あのネオン王子の従者が一人でぶつぶつ呟つぶやいていたの……」

「ネオン王子の従者って、可愛かわいいけど凄すごく無愛想なあの女の子のことか？」

「そうそう。あの子なんだけどさ……なあ、お前。話は変わるんだけど以前、学園を襲おそったモンスターの亡なき骸がらがどこで燃やされたか知ってるか？」

　俺が真っ白豚ぶた公こう爵しやくになってから、積極的に事態の沈ちん静せい化を図ってこられた理由。

　それは相手が俺のよく知る相手だったからだ。

　でもネオン王子はアニメキャラじゃない、これまでの相手と事情が全く異なっている。




　……というか、気になる話してるなあいつら。

　ちょっと寝ねたふりして、聞いてみるか。

「学園の隅に、でっかい建物と原っぱがあるだろ？　あの建物って実は火か葬そう場ばで、モンスターはあそこで一気に焼かれたって話だ。で、モンスターの死し骸がいを灰にして、周りの草むらに撒まいたんだと」

「……お前、気持ち悪い話を知ってるなあ」

「いいから聞けって。俺さ、この前深夜に寝られなくて、学園を散歩していたんだよ。そしたら、原っぱであの従者がぶつぶつ独り言を呟いているとこ、見ちゃって……」

「うわ……それでお前、あの子が何言ってるか聞こえたのか？」

「それがさぁ。まだダメとか、もう少し待っててとか。独り言をずっと話してたんだよ。いっつも無表情で何考えてるかわからないあの子がだぜ？」

「こっわ！　俺、そういうオカルト話大の苦手なんだよ！　ていうか、学園に火葬場とかあったのかよ、全然知らなかったって！」

　ほおー。

　俺も知らなかったぞ。

　確かにモンスター騒そう動どう時、大量のモンスターの死骸がこの学園には転がっていた。

　どこかで燃やしたのだろうとは思っていたが。




「あ、おい。あんな所にデニングの奴がいるぞ」

「聞こえるって……」

「聞こえない、聞こえない。あいつ、寝てるみたいだから。でもさ、がっかりだよなあ。ネオン王子に対等に物言えるのって、この学園じゃあいつぐらいなのにさ」

　夜空に星が輝かがやいている。通り過ぎる生徒らは、俺の事なんか見向きもせずに、ネオン王子に纏まつわる噂うわさを話し込んでいた。

「ほんと。デニングには失望したよな──」




　自室で遅おそい夕食をシャーロット監かん視しの下もと、ドカ食いし。

　食後の消化タイムで、本日名前も知らない奴らから投げかけられた言葉を思い出す。

「あいつら、勝手に失望するなっての」

　ま、元から俺の人望なんてこれぐらいのもんだろう。

「……何か飲むか」

　喉のどが渇かわき、ベッドから起き上がる。

　リビングに置いてある机の上に、水差しを置いていた筈はずだ。

　一いつ杯ぱいだけ飲んで、寝ようかと思っていた。

　だけど、リビングに、知らない女の子が座っていて、俺は思わず腰こしが抜ぬけた。

　冷たい顔つきとくすんだ銀ぎん髪ぱつ、ショートボブ。

　首元に首輪をつけ、ファーの付いた革のジャケットを羽織っている。

　どこの誰だれかも分からない女の子が、ごっくんと俺の水差しをそのまま飲んでいた。

「君……いつ、俺の部屋に入ってきた」

　シャーロットが出て行ってから、この部屋には誰も入ってきていない。

　それに俺は、部屋に侵しん入にゆうされても全く気付かないなんて間ま抜ぬけじゃない。

　しかし、その子はぼんやりとした瞳ひとみで俺を見つめるのみ。

　こちらの問いかけに答える気は全く無さそうだった。

「豚ぶたに聞きたいことがあるって……ついてきて……」

「良いい度胸してるな。初対面で俺を豚呼ばわりか。しかも俺の質問には答えず、自分の要求だけ通す気かよ！」







　夜中に自分の家に侵入されて、名前も名乗らない女の子について行くなんて自分でも頭がどうにかしていると思う。

　ただ、彼女からは俺をどうにかしようなんて意思は感じられなかった。

　それに突とつ然ぜんの来訪に心の底から驚おどろいて、すっかり眠ねむ気けは吹ふき飛んでいる。

「……」

　大半の生徒が既すでに眠ねむりに落ちているだろう夜の学園。

　道の先を歩くのはシャーロットによく似た、銀の糸のようにさらさらとした美しい髪かみの女の子だ。

　ただ、シャーロットよりも髪の長さはずっと短い。

　深い宝石を思わせる、紫むらさきの瞳。静かな雰ふん囲い気きで、ひたすら無口。

「あのー。君は、誰なのかな」

　俺がどれだけ話しかけても、返さない。

　ここまで徹てつ底ていされると、逆に面おも白しろくなってくる。

「俺をどこに連れていく気……？　まさか、どこかに連れ込まれちゃったり……」

「……」

　少女は振ふり返ると、親指を立て、クイッと道の先を促うながしてくる。

　俺は言われるがままついて行く。

　それ以外に、どうしようもない。

　既に何度か話しかけたけど、俺の問いに何も答える気はなさそうだ。

　なのに、時折立ち止まるものだからその足取りもすごく遅い。

　彼女は魔法学園の所々に咲さいている花か壇だんが気になるのか、綺き麗れいな花を見つけては座り込んでじーっと眺ながめている。

　そして、待ちぼうけを食らう俺。

　一体どういう状じよう況きようかわからないけれど、やっぱり楽しくなってくる。

「あっち……」

　やっと声を聞いたと思ったら。

　必要最低限しか喋しやべらない子に学園を案内されているという不思議な状況。

　すっかり夜もふけている。

　良い子ちゃんな俺なら、とっくに眠っている時間だけど、目は冴さえていた。

　人形のような彼女が何者なのか、若干の確信を持っていたこともそうだが、彼女が先導する先に誰が待っているのか心当たりがあったからだ。




　そして辿たどり着く先には、想像通りの男がいた。

　堂々と花壇の縁ふちに座り、手には何やら分厚い茶色の本。あれは……教科書か。

「──豚公爵！　こんな夜中にわざわざすまなかったな！」

　あっけらかんとした挨あい拶さつに毒気を抜かれる。

　立ち上がりもしなくて片手をあげるだけなんだから、絶対悪いとは思っていない。

　一いつ般ぱん市民が思う自分勝手な王族をそのまま人間にしたみたいな奴。

「……ネオン王子。あの子は誰ですか？」

　とりあえず挨拶は抜きにして俺をここまで連れてきたあの女の子が誰か気になった。

　今も地面に座り込んで花壇に咲く花を見ている。

　いや、大体は想像が付いているんだけどさ。一応は聞いておこう。

「スズか？　あいつは我われの従者だ」

「あの子が噂の……」

「なんだ。既に噂になっていたか。して、どのような噂だ？」

「えっとそれは……何ていうか……」

　非常に言いづらい。

　馬ば鹿か王子の傍そばにいる、存在感の薄うすい幽ゆう霊れいみたいな女の子だなんて。

　シャーロットによく似た髪を持つ女の子。

　身長はネオン王子の肩かたにも届かず、静か。時折、俺を見る目つきには、何の感情も浮うかんでいないようだった。

「よい、人形のような従者であろう？　スズは感情表現が疎おろそかでな。祖国でも人形と、そのように呼ばれていた、こちらに来たところで変わるわけはないだろう」

「……」

「くはは！　スズよ！　人形というのは我が言ったわけじゃないぞ！」

　普ふ通つうの留学生というものは猫ねこを被かぶるものだ。

　今では学園の狂きよう犬けんとして恐おそれられているアリシアも、元はおとなしく猫を被っていた。

　けれど猫被っているとあまりの人数に告白されるため、素すを出し始めた。

　だけどこのネオン王子にはそれがない。

「ネオン王子は、ドストル帝てい国こくでも学園に通われているのですか？」

「気になるか？」

　気にはならないと言ったら噓うそになる。

　ドストル帝国の事情は俺もよく知らないのだ。

　大陸北方を統すべる超ちよう大たい国こく。

　しかし南の国々は北と関わることをできるだけ避さけてきた歴史がある。

「いえ、気になりません。聞かなかったことにして下さい」

　帝国の内情を聞いて、面めん倒どうなことに巻き込まれるのはもう御ご免めんである。

「成る程。お前は、やはり思し慮りよ深いらしい。深くは聞いてこないか」

「ネオン王子にはネオン王子の事情があるのでしょう。この国が王子を受け入れたならば、俺はわざわざ聞こうとは思いません」

「ふむ。そこまで言い切られるとつまらんな。あの面倒な赤あか髪がみの男、シューヤ・ニュケルンなら是ぜが非ひでも我の事情を聴ききだそうとするだろうが」

「あいつはちょっと変わったやつなので、ネオン王子もあいつから何を言われても気にしなくていいと思いますよ」

　アニメの主人公様だからな。

　問題ごとに突つっ込む早さは超ちよう一いち流りゆうだ。

　謎なぞがあると調べずにはいられない、帝国の王子様相手なら大興奮してそうだ。

「ていうか、ネオン王子。用がないなら俺、部屋に戻もどっていいですか？」

「ああ、豚ぶた公こう爵しやく。下らない雑談に付き合わせて悪かったな」

「いえ。王子も慣れない環かん境きようの中大変かと思いますが、少しでも留学生活を楽しんでいただければと思います」

　この言葉の後に、できるだけ人に迷めい惑わくをかけずにね、続けたかったが。

　風の音と風ふ情ぜいを感じる虫の音。

　王子は退たい屈くつ凌しのぎに俺を呼んだだけ。

　別に俺に用がないなら、部屋に帰って早く寝ねるかと思っていたら。




「豚公爵。あの喧やかましい赤髪には、邪じや悪あくな存在がついているな」

　足が止まる。

　それは興味が惹ひかれる話題だったからだ。

　振り返る。

　片手に教科書。さっきまでの姿のまま、王子がいた。

　だけど、その瞳が真っ直すぐ俺を貫つらぬいていた。

「だ、誰のことを言っているんですか」

「シューヤ・ニュケルン、あの喧しい男だ。先日はお前が我とあいつの仲裁に入ったこと、もう忘れたか？」

「覚えていますけど、急にどうしたんですか……」

「古今東西、邪よこしまな存在に見み初そめられる人間というものは、数は少ないが確かに存在するものだ。我もそのような人間を祖国で何人も見てきたが、あの赤髪は別格だな」

「ネオン王子が口にされている意味がよく分かりませんが……」

「分からない？　お前は、分かっていると思っていたが」

　まずい。

　動どう揺ようが抑おさえられない。

　ネオン王子は気付いたのか。シューヤの中に眠る何かに。

「豚公爵、さっきから恐ろしい顔しているぞ。くははっ!!　その反応。我の言葉が真まことだと告げているようなものだぞ！」

「ネオン王子。どうして急にあいつに悪あく魔まがついているなんて言い出したのかは知りませんが、あいつには今度注意しときますよ。確かにあいつは昔から奇き妙みようなオカルト道具を漁あさったりするのが好きでしたから。そうだ、もしかしたらそれが原因かもしれませんね」

「安心しろ、豚公爵。我は奴やつについている存在が何であっても気にはせぬ。ただこのように穏おだやかで平和な国で、どうしてあのような者が生まれたのか、興味を持ったのはそこだけだ。北にも、あのような人間は多い。病や呪のろい、気の疲つかれ、要は深さだ。もっとも、このような平へい穏おんな世界。奴が何に取り憑つかれたか、興味はあるが。今回、お前を呼び出したのは、豚公爵。お前の反応が見たかったからだ！　くはは！」

　そして、遂ついに高笑いを始める。

　お腹なかを押さえて、ネオン王子は何が楽しくてそんなに笑えるのか理解できない。

　俺でさえ、初めて会う人種。

　確かにこれは学園の生徒の手に余る。

　食堂があんなに閑かん散さんとしていた理由も納得だった。




「ぶひぶひ」

　食堂で、朝飯を食べていた。

　頭の中はぐるぐると回り、今の俺は不ふ機き嫌げん極きわまりなかった。

　ネオン王子がやってくる時間に直ちよく撃げきしているらしく、生徒の姿は殆ほとんど見られない。

「ぶひ……」

　食事が進まない。

　全ては昨夜の出来事が原因だ。

　シューヤの心に潜ひそむ火の大精せい霊れいさん。

　あれを知っているのは。南方では、俺や迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターぐらいだ。ネオン王子がどこまで気付いているのか……もし、気付いたとして何をしようとしているのか。

「……まずいな」

「何がまずいんだ、デニング」

「え？」

　俺の席の前に巨きよ大だいな影かげ。

　そして、ズドンとロコモコ先生が座った。

「デニング。今から時間あるな？　ちょっと顔を貸せ」

「何で断定してるんですか。俺は食事を満まん喫きつ中ですよ」

　クルッシュ魔ま法ほう学園のご飯は絶品だ。

　シャーロットからたくさん食べてもいいですよと許可が出ていることもあって、食べる手が止まらないのだ。

「その割には手が止まってるみたいだったがな」

「見てわかりませんか、俺は今忙いそがしいんですよ。ちょっと考えごとをしていたんです」

「話に聞いたぞ。今日は余り食べてないみたいだが、またスロウ・デニングが従者に大量の食事を用意させて、食っちゃ寝生活を始めたってな」

「……何ですか。ロコモコ先生。用事なら手短にお願いします」

「爺じいがお前を呼んでいる。それ以外は俺も何も知らねえ」

　無言で、先生を見つめた。

　こういう時はいつもろくでもないパターンだ。




「はぁーあ。ロコモコ先生、これって拒きよ否ひ権ありますか？」

「どうするかはお前次第だ」

　たった一人。

　午前の授業をサボり、ロコモコ先生と階段を上る。

　今度は競争するように階段を上りはしなかった。

　シューヤが呼ばれず、俺だけが呼ばれた。

　その事実に少しだけ心が重くなる。

「スロウ・デニング。入ります」

　俺だけが呼ばれるなんて……あの時を超こえる面倒事に違ちがいないからだ。








二章　学園の英えい雄ゆう、再び









　ふうー。

　内心で誰だれにもバレないように息を吐ついた。

　あのネオン王子を筆頭に、無口な従者の彼女。

　それに学園長と、クラウド。

　ある意味、今の学年の重要人物が揃そろっている。

「じゃあ、爺。俺は言われた通り、こいつをここまで連れてきたから失礼するぞ。あーあー、俺は何も見ていないし何も聞いていないー、だから俺を巻き込むんじゃねーぞ。俺はこれから森の中で実じつ施しする、今度のテスト内容を考えないといけないからな」

　バタンと扉とびらが閉められた。

　ロコモコ先生が無表情で去っていった。

　その背中を啞あ然ぜんとして見つめながら理解する。

「……」

　ロコモコ先生、なんて非道なことをするんだ。

　ここまで来る途と中ちゆう、ロコモコ先生は何か意味深なことを言っていた。

　俺は関係ないとか、俺に雑用押し付けやがってとか。だけどまさか途中で帰るなんて。

　確かにそろそろロコモコ先生が受け持っている魔法演習学、中間テストの時期が近づいている。どんな授業にするか、どの生徒同士を組ませるか、ロコモコ先生は意外と凝こり性しようだから、今忙しいのだろう。

　しかしこの場で俺一人を置いていくなんて。

「成る程。そいつが我われを説得するために用意した駒こま、ということか」

　学園長の部屋にいたネオン王子が、俺を見て吐き捨てた。

　成る程、この場にいたから食堂に姿がなかったのか。

　しかし、何な故ぜか機嫌が悪そうだ。

「……何で、俺を見るんですか。俺は只ただの一いつ般ぱん生徒なんですけど」

　もしこの場にネオン王子がいると知っていれば、俺は絶対ロコモコ先生についてくることはなかったであろう。

　だって絶対、面めん倒どうごとだもん。

　ライオンが住まう檻おりの中に放り込まれた草食動物のように、俺が固まっていると、この場にいる面子メンツの一人。

　恐おそらくは、話のど真ん中にいるだろうネオン王子が喋しやべり出す。

「だが、翁おきな。我はどれほど説得されても、首を縦に振ふらんぞ。そもそも我は南の人間を信用しておらぬ、そんな人間に周りをうろちょろされても目め障ざわりなだけだ」

「説得ではありませんぞ王子。これはお願いですからのう」

「何を言われても我の心は変わらん。どれだけ高名な騎き士しであろうと、その男は不要だ」

「困ったのう……」

　そうして、彼らの視線が俺に向けられる。

　おいおいちょっと待ってくれ、俺は全く事態が把は握あく出来ていないんですけど。

「あ、いえいえ。俺は別に説明が欲しいとかいうわけじゃないです」

　完全に巻き込まれた。

　あぁ、嫌いやだ嫌だ帰りたい。

　前に主人公イベント来たぁぁと浮うかれていた自分をぶっとばしたい。

　学園長の部屋に呼ばれるっていうのは厄やつ介かいごとに巻き込まれるってことだ。

「学園長。直球で聞きます。俺、帰っていいですか？」

　本当に、直球で聞いてみた。

　あからさまに嫌な感じを出せば、もしかしたら退出の許可が出るかもと思ったのが。

　しかし、反応したのは学園長じゃなくて、あいつだった。

「くはは！　これは愉ゆ快かいだ！　こやつ、本当に何も知らされていないではないか！」

　学園を騒がす馬ば鹿か王子様。

　王子という身分でありながら誰だれ彼かれ問わず話しかけ、大勢の学園関係者を恐きよう怖ふに陥おとしいれるドストル帝てい国こくからの留学生。昨夜のこともあって、今後も出来るだけ関わらないようにと考えていたのに、こんな強制イベントが発生するなんて。

　これまで一体この場所でどんな話し合いが行われていたんだろう。

　第一、あのクラウドが、この場にいる理由もわからないし。

「坊ぼつちゃん──説明は俺から」

　手を挙げたのは俺の嘗かつての騎士。

　最近は学園の生徒から大人気の、クラウド先生であった。







　こうなってしまえば話をせずに帰ることは難しいだろう。

　それにあの気の利きくクラウドだったら、的確に俺の感情を読み取ってくれるに違いない。

　さあ頼たのむぞクラウド！

　俺を厄介ごとから遠ざけてくれよ！

「坊ちゃん。昨日、話した通り、俺はここ数年世界各国の要人の護衛をしていました」

「ちょっと待て！　クラウド、お前の過去の仕事が、この面子メンツにどう関係がある……」

　まずい。

　雲行きが怪あやしくなってきた。嫌な予感がするぞ。

「詳くわしく説明しますから少し聞いて下さい」

　えー、なんで俺が怒おこられたみたいになってるんだ。

「俺の対象は大商人から王族まで幅はば広ひろいものでした。中には世間を騒がす悪人の依い頼らいなんてものもありましたが、それも仕事です。命令に従うまま多くの要人を守り、今では裏社会で俺のことを守護者と呼ぶ人間もいます」

「……」

　護衛の仕事。それを俺達公こう爵しやく家の関係者が担になうことは、稀まれにある。

　大たい抵てい、護衛の仕事に回せる人間というものは、相そう互ごの力が求められる。

　なぜなら公爵家から派は遣けんされる人間だからだ。デニング公爵家が、ダリスで大貴族と言われている理由はそこにもあった。

「ドストル帝国の王子がクルッシュ魔法学園に──」

「もういい、話の流れは凡およそ理解出来た。つまり、クラウド。お前は学園の先生としてこの学園に招待されたわけじゃなく、本当の目的はネオン王子の護衛。そういうわけだな？」

「さすがです、坊ちゃん。理解が早い」

「で、俺がこの場に呼ばれた理由ってのは、さっきの感じからするとネオン王子は護衛なんて必要ないと言ってるわけか。それで俺は嘗てのクラウドの雇やとい主として、ネオン王子にクラウドの有用性を伝えてほしいと」

「さすがに理解が早いのスロウ君」

「俺としては自分の推測が間ま違ちがっていて欲しかったですが」

　あーまずかった。

　今の話は完全に聞いたらいけないやつだ。

　知ってしまったら戻もどれない。

　だって護衛ってさ……ネオン王子が誰かに狙ねらわれているってことだろ？

「……冗じよう談だんですよね？　ネオン王子が狙われているなんて」

　王子の評判は最悪だけど、この大陸でも一番でかいドストル帝国の王子なんだ。

　そんな奴やつが護衛を必要とする事態っていったら、かなりやばいだろ。

「豚ぶた公こう爵しやく。お前からもこの者共になんとか言ってやれ。我が狙われているなどと、そんな世よ迷まい言ごとを一体どこで耳にしたのだとな」

「そ、そうですよ学園長。ネオン王子はドストル帝国の王子です。そのような高貴な人間をわざわざ襲おそうような人間がこの学園にいるとは思いませんが」

「ドストル帝国の王族は殺し合いの歴史を紡つむいできた。ネオン王子、第二王子たる貴方あなたは近この衛え兵を一人も連れずに国を離はなれた。貴方を殺したいと考える者達にとっては、このような機会が滅めつ多たにあるとは思いませぬ」

「成る程。翁はよく我が祖国のことを知っておるようだ。確かに、我はこれまで生きてきた中で数えるも馬鹿らしい暗殺未み遂すいを受けてきた。ドストル帝国の王族は完全な弱肉強食の世界。お前達は闇やみの大精せい霊れいが矛ほこを収め、胸むねを撫なで下ろしているだろうが、その分次の国王の座を巡めぐる争いが活発になる。翁の言う通り、たった一人を供に連れての今回の旅、我を殺したい奴らにとってはさぞや貴重な機会であろう」

　おいおい、止やめてくれよネオン王子。

　俺はそんなきな臭くさい話聞きたくないぞ。耳を塞ふさいでもいいだろうか。

　それに俺はさ、知っているんだよ。アニメの中じゃ、北との戦争はまじで泥どろ沼ぬまだった。帝国の人間は本当に執しゆう念ねん深いんだ。

「だがな、翁おきな。先程も言ったが、既すでに我われには護衛がいるのだ。それに四六時中、その男が我の傍そばにいるなど、耐たえられるものではない」

「ネオン王子。クラウド・ムスタッドは貴方の在学中、教師としての肩かた書がきでこの学園に滞たい在ざいしております。貴方には特別に専門の講師として、傍にいる時間も最低限なものにいたしましょう。それでも嫌いやと申すか」

「くどいぞ、翁。我と同じように他国からの留学生がおるではないか。あ奴が学園に入学した際は護衛がいなかったと聞いているぞ」

「ネオン王子。アリシア殿でん下かと貴方では立場が違ちがいすぎますから」

「成る程、理解出来たぞ。その男は、我の監かん視し役も兼かねているということか」

　しかし、どうしてネオン王子はここまで自由なんだよ。

　幾いくら帝国との間に不戦協定が結ばれたとはいえ、この帝国と微び妙みような関係が続いているこの時期に、突とつ如じよやってきた帝国の王子様。

　平和の使者の役割を担になっているに違いないネオン王子。別に護衛の一人や二人、どうでもいいじゃないか。はあ、我わが儘ままを貫つらぬき通すなんて帝国側の人選は最悪だな。

　少しぐらいはこっちの事情を酌くんでくれてもいいのにな。

　ダリスは他国の王子に対して一人の護衛もつけなかった。事前にそういった襲しゆう撃げき者の情報があるとわかっていて何もしなかったら失態だ。

　珍めずらしく学園長が顔をしかめて、困りきっていた。

　学園長多分めちゃくちゃこいつに苦労してるんだろうなぁ。

　留学生派遣の裏側、密談を聞かされてイライラしていた俺は、ネオン王子を睨にらみつけてやった。すると、速そつ攻こうで睨み返された。おー、こわ。

「それにだな、我に護衛をつけると言うのなら、それ相応の実力がないと話にならぬ。我は、確かに幾いく度ども暗殺されかけたが、全て返り討ちにしている。我の護衛はこのスズだけで十分だ」

「ネオン様の言う通り……私がいれば、他の護衛なんていらない……強いから……」

　王子の傍で、今まで完全に存在感を消していた女の子。

　昨夜、俺を呼びに来たあの子。

　見た目には全然強そうに見えないが、王子がああまで言うんだ。

　相当な実力の持ち主なんだろう。

　だけどこのままじゃ話し合いは平行線。

　せっかく答えられたっていうのに俺は何の役にも立っていない。

　仕方ないか。ここは少し力ちから添ぞえをしてやるか。

「ネオン王子。何がそんなに気に入らないのですか」

「何度も言ってるだろう。護衛など不要と言っているのだ。それに我より弱い護衛など、笑わせる。守るべき対象よりも強いのは最低条件であろう」

「ネオン王子。貴方はクラウドが弱いと、そう言っているのですか」

「そこの男が我が護衛に推挙されるなど、国の質が知れると言うもの。これならば戦争をすれば、我が国の圧勝に違いない。今からでも闇の大精霊に進言してやろうか」

　空気が固まる。

　それは一国の王子としても、余りに軽率。

　今、こいつは聞き捨てならない言葉を発した。

　クラウドは一いつ瞬しゆん眉まゆ根ねを寄せ、学園長は大人の対応のまま動じない。

　だけど俺は、あれだけ努力した結果を。

　冗談であろうと無に帰そうとした男の言葉を聞き流すことができなかった。

「──おい。バカ王子」

　俺の言葉にまず反応したのは、王子本人じゃなくて、一歩下がっている彼女の方だった。

「取り消して……ネオン様を馬鹿にするのは……許さない」

「待て、スズ。何か言いたいことがあるようだ、聞いてやろう」

「言い直してやろうか、俺はバカ王子と言ったんだ」

　こいつは今、大勢の願いを馬鹿にした。

　俺が知るあの悲ひ惨さんなアニメの未来を、馬鹿にしたのだ。

　理由としては、十分だ。

「クラウド。従者の帽ぼう子しを切れ」

　言った。

　それだけで、影かげが動いた。

　俺の言葉を受けて、嘗ての騎き士しが剣けんを抜ぬく。

「──え」

　なんでバカ王子じゃなくてその子を選んだのかって？

　クラウドを、さっきからずっと見下していたからだ。

　彼女が被かぶっていた帽子に切れ込みが入り、はらりと落ちる。

「坊ぼつちゃん。切りましたが」

　無音。

　全ては刹せつ那なの瞬しゆん間かんに終わってしまった。

　クラウドが剣を鞘さやに納め、静せい寂じやくが場を支配する。

　ネオン王子が口笛を吹ふいた。

「大したものだ、まさか一いつ瞬しゆんで気持ちを切り替かえるとは」

「ネオン王子。クラウドは嘗かつて、俺の騎士でした。実力は俺が保証します」

　これがクラウドの良いところだ。

　絶対服従、主あるじの命令に疑問を挟はさまない。

　最も忠実な騎士。

　だから、俺はクラウドを自分の騎士として認めることにした。

「騎士クラウドよ、大した腕うでを持つではないか。スズの帽子を切るとは、我も久しく見ていなかった光景だ。しかし、何よりも素す晴ばらしいのは迷いがなかったことだ。翁おきな！　騎士の嘗ての主、豚公爵を呼んできたのは極上の判断であったな！」

　手を叩たたきながら、己おのれの従者に剣を突つきつけた男を褒ほめ称たたえるネオン王子。

　なんだこいつの圧あつ迫ぱく感かんは。

　王者の貫かん禄ろく、今しがた従者を殺されかけたというのに憤いきどおりの一つも見られない。

「スズよ、そう怒いかりに震ふるえるな。この騎士は達人の域に至っている。僅わずかでも侮あなどったお前が愚おろかだということだ」

「ネオン様……あの剣、何かおかしい……私、ちゃんと距きよ離りを……剣が、伸のびた……？」
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「スズ。あれしきのことで、動どう揺ようするな。我のお前に対する信しん頼らいが揺ゆらぐことはありえない。それでよいではないか」

「……分かった。でも、クラウド……二度目はないから」

　王子の後ろに立つあの子。

　あの子は落ちた帽子を握にぎりしめて、悔くやしさを我が慢まんしているようだ。

　ずっと無表情だから、あまり感情を出さない子なのかと思ったらそうでもないらしい。

「クラウド・ムスタッドと言ったか。今の一いち撃げきで確かにお前は我が護衛として、ふさわしい力の持ち主であることは認めよう」

　あれほど頑かたくなだったネオン王子の言葉に、学園長がほっと胸を撫でおろしていることが少しだけ可お笑かしかった。

　なごやかな雰ふん囲い気きになる。

　さて、これで俺のお仕事は終しゆう了りようになるだろう。

　後は先ほど逃とう亡ぼうしたロコモコ先生のように、俺もこの場から立ち去るだけ。

「それでは話を進めるとしましょうかの、ネオン王子。まずはあなたの住居ですが」

「学園長。これからの話は一生徒である坊ちゃんに聞かせるべきものではありません。坊ちゃんには退室を頂いてもよろしいですか」

「そ、そうだなクラウド。俺の役目も終わったようだし。これぐらいでお暇いとましようかな」

　さすがよクラウド。やっぱりお前は空気が読める凄すごい奴だ。

　俺はこれ幸いとこの場を後にしようとするが。

「まあ、待て翁。こいつにとっても乗り掛かかった船だ。途と中ちゆうで船を降りろと言うのは酷こくな話。それにお前達も勝手に話を進められると困る。我の話はまだ終わっていない」

　え、いえ。全然そんなことはないんですけど。

　興味がないと言えば噓うそになるが、聞いても面めん倒どうに巻き込まれるだけ。

　俺はもう厄やつ介かいごとに首を突っ込こむつもりはないんだよ。

　あ、王子の奴。笑ってやがる、絶対に確信犯だ。

　だけど今いま更さら、部屋を出られる雰囲気ではない。

「はて、ネオン王子。貴方は先ほどクラウドが護衛となることを了りよう承しようしたように聞こえましたが」

「確かに、その男に力があることは認めよう。それでも、我には既に護衛がいるのだ。それに我を狙ねらう敵は人間といったわかりやすい相手だけでもない。少なくとも、この国の人間に迷めい惑わくをかけるようなことはないであろう。それはドストル帝てい国こくへの敵対行動にも繫つながるからな」

　また我儘を言い出したというのに、先さき程ほどとは違う。

　こちらが強く言えないような王者の貫禄。

　この感じ、初めてあの王子を見たときと同じだ。

「しかし、だ。我も異い邦ほう人じんとしてこの魔ま法ほう学園に立っているという自覚はある。そなたらが我の行動を監視したいと思うのも自明。そこで、だ。我から一つ提案がある」

　だが、ネオン王子は悪戯いたずらっぽく笑って、クラウドを見た。

「騎士クラウド。我の雑用を担うというのであれば考えてやらんこともないぞ？」







「──随ずい分ぶんと美味うまそうなものを食べているじゃないか！　我にも一口くれないか！」

「え！　ちょ、ネオン様！　こんなものをネオン様に食べさせるわけには！」

「なあに、構わんぞ。ん？　くはは！　太っ腹だな！　我は一口でよいと言ったのが、全部くれるとは！　後で返せと言われても返さんぞ！」

　かつあげをしているネオン王子を遠目に眺ながめながら、俺はシャーロットを待っている。

　あのバカ王子。

　先程の護衛はいらないと拒きよ絶ぜつしていた顔からは、想像も出来ない馬ば鹿かっ面つらを晒さらしている。

　クラウドが雑用でも何でもすると告げてから随分と楽しそうだ。




　しかし雑用係、雑用係か。

　クラウドなんかは真ま面じ目めだから深刻に捉とらえていたけれど、護衛じゃなくて雑用係だったら傍そばにいることを許すなんて、ネオン王子も呆あきれた人だ。

　しかも、初仕事がシューヤ・ニュケルンがどのような人間か調べろなんて……。

　いったいどこまでシューヤのことを気にしてるんだよ。

　クラウドもクラウドだ。

　馬鹿正直に王子の要望に応えなくたっていいのに。絶対にあれ嫌いやがらせだろ。

「なぜ逃にげるのだ！　少しくらい、そっちのお菓か子しを分けてくれたっていいだろうに！　なぁ、スズお前もそうは思わないか！」

「……思う。私も……食べたかった……」

「そうかスズ、お前も食べたかったか。であれば買いに行くか。金は持っていないが、どうにでもなるであろう！」

　馬鹿王子の声が大きすぎて、ここまで届いてくる。

　逆に従者の声は、普ふ通つうも小さいくらいだから何も聞こえない。

　とゆうかやっぱりあの従者さんも只ただ者ものじゃないよな。

　あのバカ王子にずっとつき従っているんだから。

　俺だけじゃなく、大勢の生徒達がバカ王子に絡からまれないようそそくさと散らばっていく。

「うわ……馬鹿王子の声だ、絡まれる前に逃げようぜ」

「なんだかさー。昔を思い出すような。豚ぶた公こう爵しやくが暴れてた時をさ」

「すげえわかる……あ！　デニング様、こんなところにいらっしゃいましたか」

「……ぶひ」

「し、失礼しましたぁあ」

　だけど、馬鹿王子のあれは演技なのだろうか。

　少なくともさっきクラウドが従者を攻こう撃げきした後に見せた、あの雰ふん囲い気き。

　貫禄は本物だった。もし今の姿が演技であるというなら、一体何のためにあんなお馬鹿キャラクターを演じているのか分からない。

「スズ！　どこに行く！　それはただの風船だ！　帝国にもある！　戻もどってこい！」

　それに王子の過去の話も気になった。

　ドストル帝国の王位継けい承しよう権争いは確かに苛か烈れつだ。

　これまでも何度も暗殺未み遂すいを経験したが、全てあの無表情な従者が撃げき退たいしていると言っていたけど、彼女はそれだけ強いんだろうか。

　でも王子は、本当にあの子の力を信じているようだった。

　妙みようなところで、二人の絆きずなの強さを見せつけられた感じだ。

　俺とシャーロットの関係とは違ちがう、また別の関係性があの二人にもあるようだった。

「──スロウ様。お待たせしました！　じゃーん！　これを見て下さい！」

　シャーロットが見せてくれたのはテスト用紙。

　授業に参加してるのは、誰だれも取らない魔法の歴史。

「満点です！　やりました！」

　今や学園のペットと化している風の大精せい霊れいさんの存在やシャーロットの素性なんかをダリスの女王は探らないと告げた。

　陛下はシャーロットが望めば、いろいろと頑がん張ばって国の爵しやく位いを与あたえることも不可能じゃないと言ったんだけど、シャーロットが断った。

　今は安心して、勉学や魔法の勉強に励はげんでいる。




「スロウ様、私、今新しい魔法を特訓中なんです！　眠ねむらせちゃう魔法です！」

「眠りの魔法？　あれは難しいよ。なんでまた」

「私は思ったんです。これから自分の身に何かあったら、相手を眠らせてその隙すきに逃げちゃおうって！」

「うーん。でも、シャーロットには風の大精霊さんがついているから大だい丈じよう夫ぶ」

「……スロウ様。よーく思い出して下さい」

「え。何を」

「これまでアルトアンジュ様が役に立った事はありましたか？」

「……」

　その言葉を聞いて頭を抱かかえそうになった。

　あちゃー。ついにシャーロットも気づいてしまったか。風の大精霊さん、実はマジで役に立たない説。少なくとも俺はもうあいつに何の期待もしていない。

「アルトアンジュ様はすっかり堕だ落らくしてしまって、もうペットです。大精霊らしいところは何もありません。授業で学んだ大精霊様の凄すごい昔話とかと違いすぎて私本当に同じ存在なのかなってたまに思いますもん」

　ひどい言われようであるが事実なので何も言い返せない。

　そしてまた間の悪いことに、大精霊様が小さなネズミを追いかけている姿を目もく撃げきしてしまった。

「シャーロットの言う通りだと思うよ。歴史なんて俺らが都合よく解かい釈しやくしてるだけだから。だから自分の身は自分で守るっていうシャーロットの考えはすごくいいと思う」

　だけど俺はこうも思うんだ。

　大精霊さんの力を借りても、仕方がない。

　未来を切り拓ひらくのは自分の力。

　この世の主役は俺達なんだ。だから俺はあそこで風の大精霊さんがネズミを追いかけて遊んでいようと、腹が立たないのである。

「それよりもスロウ様。ほっぺたがちょっとだけぷにぷにしてきましたね」

　俺の顔をペタペタと触さわりながら、シャーロットはどこか嬉うれしそうだ。

「そりゃあまあ。あんだけ食わされていたらそうなるよ」

「ふふふ。私もいつか腕うでによりをかけて、スロウ様がもっとおいしいご飯が食べられるように頑張りますから！」

　嬉しいような悲しいような何とも言い難がたい感じだ。

　シャーロットは俺が瘦やせたままだと、他の女性に取られてしまうとか思ってるんだろうけど、そんな未来はありえない。

　俺はずっとシャーロット一筋だろうから。

「だからシャーロット。あまり心配しなくても……俺は君に一筋だから」

「──馬鹿王子！　決けつ闘とうだ！　アリシアを馬鹿にしたお前に決闘を申し込む！」

「スロウ様。いま、何を言いかけたんですか？」

「えーっと」

「勝負だ！　まさか逃げないよな!?」

　だめだ全然そんな気分になれない。

　それはまたバカなことを始めようとしているあいつらがいるからだ。

「シャーロット。ごめん、なんだか、バカなことをしている奴やつらがいるみたいだから」







　そこには大勢の人間が集まっていた。

　およそ学園に関わる生徒の半数近くが集まってるんじゃないかと思うほど。

　彼らの目的は一いつ致ちしている。

　あのバカ王子が、叩たたきのめされる姿を見たいこと。

「シューヤ！　頑張れよ！　ダリスの貴族が腰こし抜ぬけじゃないってところ、帝国の王子に教えてやれよ！」

「ダリスの貴族は女の子に話しかけることすら怖こわがる軟なん弱じやく者だなんて！　毎日バカにしてくるネオン王子に一ひと泡あわ吹ふかせてやれよ！」

　帝国からの留学生。

　大層な肩かた書がきとともにやってきたのは、とんでもない問題児。

　しかし超ちよう大たい国こくの王子様というもんだから、誰も手出しができず鬱うつ憤ぷんが溜たまっていた。

　そんな相手に挑いどむのは、最近実力が急きゆう上じよう昇しようしていると話題の赤あか髪がみのアニメ版主人公様。

「まさかこの学園で我われに挑んでこよう者が居るとはな。しかもそれが、お前かシューヤ・ニュケルン。無用な手加減はいらぬ！　全力でかかってこい！」

「いくら帝国の王子様だか知らないけどな！　みんなお前にイライラしてるんだよ！」

　シューヤの声に、大勢が頷うなずいている。

　本来は止めるべき立場の大人も、王子本人がノリノリなものだから、何も言えない。

　むしろ王子からは絶対に止めるななんて命令が出ているとか。

「両者！　位置について！　ですが、王子。いいのですか？」

「構わん。学園生活とはこういうものだろう？　時には喧けん嘩かをし、友情を深めるものだと本で読んだことがある。尤もつとも、シューヤ・ニュケルン。お前は我の相手をするには弱すぎると思うが」

「馬鹿王子！　ふざけやがって！」

　二人は距きよ離りをとって向かい合う。

　俺も目を細くして、王子様の一挙一動を見み逃のがさないようにする。

　実力も魔ま法ほうも全てが未知数な王子様。

　一体どれほどの実力者なのか気になるぜ。

「──はじめ！」

　風が鳴った。

　ただ、それだけだった。

「え」

　勝敗はあっという間についた。

　開始と同時にシューヤが倒たおれ込んだからだ。

「え？」

　俺だけじゃない。

　誰だれも彼かもが言葉を失っていた。

　王子は何もしていない。杖つえを抜ぬくことすら無かった。

　シューヤを地面に押し倒しているのはあの従者だった。

　常に王子に寄り添そっているふわふわとした女の子。

　彼女が一いつ瞬しゆんのうちに距離を詰つめ、シューヤを殴なぐり倒したのだ。

　それ以外に説明がつかなかった。

「……」

　誰がこの結末を予想していただろうか。

　少なくとも俺は王子様が勝つとは思っていた。

　けれどシューヤを相手にすることで、多少なりとも実力の程ほどが分かるものとかも思っていた。結果はまさかの第三者による、瞬しゆん殺さつだ。

　シューヤが何も出来なかったのは俺の想像通りなわけだけど。

「スズ……手を出すなと言ったであろう」

「ネオン様が相手をするまでもない……力の差も分からない虫けらみたいなやつ……」

「そんなふうに言ってやるな。我が身は王子なのだ。そいつも我われのような高貴な人間を相手に怪け我がをさせてはならぬと手加減をしていた可能性もある」

「え。ほんと？　ねえ。赤髪……」

　スズが問いかけるが、残念ながら君が足あし蹴げにしているそいつはもう気を失っている。

　だけどシューヤが手加減？

　いやそんなバカな。あいつは全力だった。

　全力で正々堂々と、あの威い風ふう堂どう々どうとした王子様と戦うつもりだったのだ。

　手加減できるほど器用でもない。

　俺を含ふくめてその場にいる誰も彼もが、声も出なかった。

「しかし、結果は無残なものだな。やはり、南方の国の力とはこの程度のものか。おい！　この赤髪以外に、我に向かってくる男はいないのか！」

　シーンとして、誰も反応しない。

　あれほど盛り上がっていたのに、ヤジを飛ばしていた奴らも一歩下がり腰こしが引けている。

　はあ、同じ国の人間として、情けないばかりだ。

　しかし、それほどまでにシューヤとスズの力量差は圧あつ倒とう的だった。

「やはり我が言う通り、騎き士し国家の男たちは情けないではないか！　たった一人が倒されたくらいで尻しり込ごみをするとはな。こいつの敵かたきをとってやろうと思うものはいないのか！　誰だれでも構わぬぞ！　このネオン！　たとえこの学園の教師であろうと、一瞬で片をつける自信がある！　スズ、今度はこやつには手出しはさせぬと約束しよう」

　好き放題している問題児が叫さけび。

　得体の知れない従者がとんでもない実力者に変わった瞬しゆん間かんであった。

　ただ俺は思ったんだ。

　最近は学園の中でもそこそこの実力者として注目され始めたシューヤ。

　あいつが倒されてしまったことで、ドストル帝てい国こくからの留学生にさらに俺の祖国が舐なめられてしまう。それにネオン王子が国に帰った後、騎士国家の学生は情けない弱虫ばかりだったと吹ふい聴ちようされても堪たまらない。

　だから──。

「えーと……それじゃあ、王子様。俺が」

　俺の出現に、ネオン王子が一瞬、目を瞬しばたたいた。

　そしてすぐに目を輝かがやかせる。

「くはは！　お前か、豚ぶた公こう爵しやく！」

　誰もシューヤの仇あだ討うちに俺が出てくるとは思わなかったのだろう。

　スロウ・デニングとシューヤ・ニュケルンの仲の悪さは学園中で知れ渡わたっている。

　迷宮都市ゼネラウスではそこそこ協力した俺達だけど、そんなこと学園の連中は知らないからな。

　一応はこれでも龍りゆう殺しのデニングさんとして、英えい雄ゆう扱あつかいを受けている。

　そんな俺が突とつ然ぜんの参加表明をしたことで、大だい歓かん声せいが俺の背中を押している。

「まさかお前が出てくるとは思わなんだぞ、豚公爵」

「舐められっぱなしってのは嫌いやなんだよな」

「くはは！　やはり奴を雑魚ざこ呼ばわりしたこと、根にもっていたか」

　勿もち論ろん、それだけじゃない。

　さっきの瞬間、シューヤは間ま違ちがいなく学園を背負っていた。

　あのまま、馬ば鹿かにされたままでは終われなかった。

　南の人間が弱い男と思われるのは俺だって癪しやくだから。

「ネオン王子、一つ約束を。勇ましい彼女にこれは男と男の勝負だと、伝えてもらっても」

「スズ。言葉通りだ、手を出すな」

　王子の言葉を受けて、彼女は少しだけ不満気だ。

　でも、これで言げん質ちが取れた。

　俺は王子に、杖を向ける。




「ネオン王子。騎士国家を侮あなどっている貴方あなたには、光の魔法でお相手しましょう」

「ふむ、先程よりは少しは楽しめそうだ」

「随ずい分ぶんと自信がありますね。では──光の一矢ホーミング」

　空中に放たれた光の一矢ホーミングはくるくると回り、一直線に王子へ照準を合わせる。

　空気を抉えぐるような唸うなりをあげる俺の魔法。

　しかし、ネオン王子は杖を持つことも無く、腕を組んだまま、微び動どうだにしない。

　ならば。

「──虹の百矢レインボウ」

　光の一矢ホーミングが、無数の矢へ分ぶん裂れつ。

　その数、百を超こえる虹の百矢レインボウ、それぞれ全属性の魔法属性を付ふ与よ。

　逃にげ場はない、虹の百矢レインボウが王子を狙ねらっている。

　観客がのけぞり、王子はひゅうと口笛を吹ふく。

　一度放たれれば、ネオン王子は剣けん山ざんへと様変わり。

　なのに、王子は一度視線を上げただけで、再び俺を見つめる。

　まるで、そこには本物がないと分かっているように。

「──射出シヨツト」

　王子に向かって降り注ぐ虹の百矢レインボウを、観衆は固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　しかし俺が放った魔法は王子の周りに突つき刺ささり、無数の穴が地面に空いている。

　王子は弓矢の弾だん幕まくから逃げることはない。

　まさか……脅おどしだと、見み抜ぬかれていたか。

「あれだけの数の魔法を見せれば、少しは驚おどろいてくれると思ったんですが」

「豚公爵。お前は骨がある男だと思ったのだが、我の見込み違ちがいだったか。やはり、我を傷つけることが怖いか？」

「俺がそんな甘い奴やつに見えますか？　──反転リバース」

　今度はこっちの番だった。

　奴の足元に、地面に刻まれた魔ま法ほう陣じんが小さな輝きを起こす。

「……ネオン様！　そこから離はなれて！」

　王子の従者が声を上げるがもう遅おそい。




　地面に向かって放たれた、虹の百矢レインボウ。

　あれは、敢あえて王子を外して放ったものだ。

　地面に突き刺さった虹の百矢レインボウが、魔法陣に反転する。

　虹の百矢レインボウを使って、地面に刻んだ魔法は爆ばく破はの魔法。

　この至近距離で地面が爆発すれば、奴も無事では済まない。

「成る程。豚公爵、面おも白しろいことを考えるものだ」

　固唾を吞んで見守る者が大勢いる中。

　ネオン王子は地面に手を触ふれながら、ふぅと息を吐はき出した。

　王子を囲む魔法陣は、虹の百矢レインボウが地面に刺さった時点で完成している。

　つまり、王子は俺が構築した魔法陣の上にいるってわけ。

「しかし、お前はどれだけの力をこの魔法に込めたのだ」

「始めたのは貴方だ、ネオン王子。敗北を認めるか、否いなか。この場で答えてもらいますよ」

「豚公爵。己おのが魔法の異変に気づかぬお前ではあるまい」

「……」

　ああ……気付いていたさ。

　さっき。ネオン王子が俺の魔法陣に触れた途と端たん、魔ま法ほう現象が沈ちん黙もくしたことぐらい。

「負け惜おしみだ！」

「デニングがやったぞ、王子に一ひと泡あわ吹ふかしたぞ！」

　しかし、それに気付いているのは俺だけだ。

　だから、皆みなはあれだけ騒さわいでいるのだ。

　皆の目には、王子を俺は打ち負かしたように見えているのだろう。

「先程の言葉は訂てい正せいさせてもらう。騎士国家を侮ったこと、撤てつ回かいしよう」

　それだけ言い残して、その場を去るネオン王子。

　人ひと垣がきが割れ、王子の後にあの女の子が慌あわててついていく。

「豚公爵！　あいつ、いっつもダリスの男は軟なん弱じやくだってバカにしてくるんだ！」

「やっぱりあの馬鹿王子と対等に戦えるのは、お前だけだったよ！　デニング様！」

　もみくちゃにされて、龍殺しの後と同じくらいの歓かん迎げいぶりを受けたのだった。

　そして、その日、俺は再び学園のヒーローになった。







「──スロウ様。ちょっとこちらに来て下さい！」

　そんな風にちやほやされていた俺を待っていたのは、頰ほおを膨ふくらませたシャーロット。

　すぐに道の脇わきに連れ込まれ、他の皆は目を丸くするが俺がシャーロットに𠮟しかられている光景は割と学園でありがちだ。

　また何か俺が従者に𠮟られるようなことをしたのだろうと思われてるに違ちがいない。

「え。シャーロット、どうして怒おこっているの？」

「もう！　私がこの前喋しやべったこと忘れたんですか！」

　ずいと顔を近づけてくる。

　近い、近いよシャーロット。

　俺の手を握にぎった体温が温かい。どうやら俺はこれから怒られるようだが、シャーロットとの距きよ離りの近さに幸せを感じてしまう。

「──スロウ様。いいですか、よく聞いて下さい……」

「う、うん」

　耳打ちをされ、ぞわぞわとしてしまう俺。

「私は！　この前、スロウ様にこれ以上人気者にならないで下さいって言ったんです！　なのにもう！　あのネオン様に歯向かったら、スロウ様の人気が上がるの決まってるじゃないですか！」

　真っ黒豚公爵から真っ白豚公爵になるときは、どうやったら俺が人気者になれるかを真しん剣けんに考えていた。

　だけど、今は。俺の人気が上がったら、他の女の子に取られちゃうかもって。

　そんなの、可愛かわいすぎじゃないだろうか。

　ああまずい。今の俺は頰が緩ゆるみっぱなしに違いない。

「何へらへらしてるんですか、スロウ様」

「いやだってあれはさぁシャーロット。不可抗力と言うかさ、ネオン王子に学園がバカにされたままだったら嫌いやじゃないか」

「だからってやり方があるじゃないですか！　あんなやり方じゃスロウ様のことをかっこいいと思う女の子が増えるかもしれないじゃないですか！　最前列にいた女の子達、スロウ様のことを……きゃーきゃー言ってたじゃないですか……」

　赤くなりながらシャーロットは俺の脇わき腹ばらをツンツンする。

　くすぐったくて悶もん絶ぜつしそうになる。やばい、幸せだ。

「……俺としてはかっこよく思われるのは全然アリなんだけどなあ」

「私は無し！　スロウ様はぶひぶひ言ってる私だけのおデブちゃんでいて下さい……」

　シャーロットは俺が人気者になることが不満の様子。

　ああ、やばい。顔が自然に、にやけてしまう。

　俺、愛されてるなあなんて思ってしまう。

　やっぱりシャーロットのことを思って無様に負けた方が良かっただろうか。

「あ、先せん輩ぱい！　こんなところにいた！　何で隠かくれてるんですか！」

「……ティナ？」

　すぐさまティナがやってくる。

　友達を何人も引き連れて。

　あ。友達の女の子達。シャーロットの言う通り目が少し輝かがやいて見えた。

「やっぱりあのバカ王子と張り合えるのは、この学園じゃ先輩しかいなかったんですね！」

「私！　デニング様がバカ王子をやりこめたの見て、スカッとしました！　あの人には皆みな、手を焼いているんですから！」

「私なんてこの前肩かた触さわられました！　メイドやってる女の子達なんて、仕事中にナンパされたって言ってましたよ！」

「私も！　私も！」

　彼女達は俺がネオン王子をやり込めたことですっかり気分良くなってるみたいだ。

　だけど俺は気が気じゃなかった。

「あのバカ王子に張り合っている姿見たら、やっぱりデニング様はダリスの大貴族！　他の男の子達とは違うんだなーってことが私、よくわかりました！」

「……」

　俺の後ろでシャーロットが、ほれみたことかと、不ふ機き嫌げんになっていたからだ。







　ドストル帝てい国こくでは幾いく度ども暗殺されかけた経験を持つというネオン王子だが、このクルッシュ魔法学園ではその余りの平和っぷりにすっかり毒気を抜ぬかれているようだった。

「あのバカ王子！　またまた俺の彼女の肩かたに触さわりやがった！」

「まあまあ落ち着けよ。あのバカ王子だってどうせすぐにいなくなるって。というか、お前彼女いたのかよ！」

　クラウドをネオン王子の護衛につかせるため、学園長らに利用された。

　しかしあれで俺の仕事はもう終わりなのである。テストに向けて大おお忙いそがしのロコモコ先生のように、俺も面めん倒どうに巻き込まれないために、可能な限りネオン王子との接せつ触しよくは避さける。

　これが俺の処世術である。

「公こう爵しやく家から新しくやってきたあの先生。教え方が的確で凄すごいよな」

「やっぱり戦いを生なり業わいにしている大貴族デニングの騎き士しだけあるって……」

　そしてクラウドも順調に学園に溶とけ込んでいるようだった。

　ていうか、もう俺よりも溶け込んでいるんじゃなかろうか。

　あいつの周りに生徒が集まっている姿を毎日何度も見る。

　コミュ力が高いと言うか、好かれやすい奴なのだ。

　ネオン王子の雑用係をこなしながらも、学園の教師という職務を全うしているらしい。




「……げふ」

　そして俺はと言うと。

　自室で山盛りに積まれた昼ご飯に手をつけていた。

　机の反対側に座るシャーロットは、メガネをかけて教科書を熟読中。

　だけど俺のご飯を食べる手が止まると。

「あ～もう！　ご飯残ってるじゃないですか、スロウ様はもっと太って下さい！」

　そして傍かたわらで、シャーロットの願いを受け入れ、食べ続ける。

　ご飯を食べた直後はお腹なかが一いつ杯ぱいすぎて、動けない、なんてこともザラだった。

「この前、貴族の女の子達が最近のスロウ様はかっこいいって言ってるのこっそり聞いちゃったんですから！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって。俺はシャーロット一筋だから」

「そんなことを言いながら私を一回もデートに連れてってくれないじゃないですか……」

「いやそれはほら……俺達の関係って秘密だから……」

「そんなの分かってますけど……」

　自分で言うのはあれだが、俺は大貴族のやんごとなき生まれである。

　最近は龍りゆう殺しなんかを行い、学園を救った英えい雄ゆうでもある。

　俺が誰だれかを好きなんて情報が出回れば、それこそもうゴシップが大好きな学園生徒の餌え食じきになることは目に見えていた。

　だけど、今のところは大丈夫。シャーロットと人目のある所でイチャイチャすることは滅めつ多たにないし、学園の皆も俺とシャーロットが仲がいいことはよく分かっているからだ。

「……そう言えばシャーロット。君は俺がモテるモテるって言うけど、シャーロットの方はどうなのさ」

「何ですか急に。あ、ご飯を食べる手が止まってますよ」

「ぶひ……。ぶひ、前にシャーロット、ラブレターをもらってたじゃん。俺はしっかり覚えているんだからね」

　ジト目で、途端に慌てふためくシャーロットを見つめる。

「……べ、別に何にもないですから！」

「ほんとう？」

「本当ですから！　ラブレターをくれた人にも私、ちゃんと言ったんですから！　私に用事があるなら……す、……スロウ様を通して下さいって！　ほら、食べて下さい！」

　こちらを見つめるシャーロットの方が赤くなり、恥はずかしそうだ。

　俺を通してくれっていうのは一体どういう意味だろう。

　シャーロットが俺専属の従者だから？

　それとも……俺たちが好き合ってる者同士……だから？

　考え込んでいると急に恥ずかしくなって、なぜか沈黙してしまった。

　シャーロットも本を熟読中のようだし……あれ。本が反対のような……。

　むしゃむしゃと昼食を再開。

　こんな時間のように、俺達は以前よりも一いつ緒しよに過ごす時間が長くなっていた。

　昼休みは大たい抵てい、俺の部屋に帰ってきて、シャーロットが用意してくれたお弁当を一緒に食べるんだ。

「じゃ、じゃあ。スロウ様、私は授業に行ってきます」

「ぶ、ぶひ。行ってらっしゃい」

「……あ。そういえばスロウ様。この前、クラウドさんがスロウ様に相談したいことがあるって言ってました」







　クラウドがネオン王子の雑用係となって以来、ちょこちょこと俺の部屋を訪ねるようになった。

　それは自分が授業やってるなんてことへの愚ぐ痴ちだったり、懐なつかしい昔話なんてところだ。

「クラウド。この前、俺が歯向かったこと。あの馬鹿王子は怒っていたか？」

　最近はネオン王子の動向をこっそりとクラウドから教えてもらっていた。

「むしろ逆です。直接、自分に歯向かってくるものがいる、帝国ではあり得ない状じよう況きようを心から楽しんでいるようです」

　まぁ、そうだよな。

　帝国の王子に喧けん嘩かを売るなんてシューヤの奴やつ、どんな根性してんだよ。

　クラウドが教えてくれたところによると、ドストル帝国では王子に意見するだけで抹まつ殺さつの対象になるらしい。

　さすがにひどすぎると思ったが、国が違ちがえば考え方も変わるものだ。

「坊ぼつちゃん。そういえば学園をモンスターが襲おそった件、王子も知っている様子でしたよ。あの黒こく龍りゆうが今どこにいるか気にしていましたね」

「金になる部分は全て王都に持っていって、後は全部燃やしたんだろ？」

「そう聞いています。一部をこの学園内部で燃やしたことを伝えたら、なぜか笑い出しまして。何を考えていたのか分かりませんが、とても納得されていた様子でした」

「ネオン王子は変なことに興味を持つんだな。あ、でも前に誰かがあの女の子の従者が深夜に、火か葬そう場ばの方で独り言をつぶやいている姿を見たって言ってたな」

「やはり従者共々、変わり者ですね」

「間ま違ちがいない」

　しかし、俺の龍殺しの件は向こうにまで届いていたのか。

　さすが世界一の情報収集力を持つドストル帝てい国こく。

　南方の国々は、あのドストル帝国と比べれば平和ボケし過ぎている気もしてきたぞ。

「そういえばクラウド。お前はお前で、教師生活を楽しんでいそうだな。お前に直接、相談したいって生徒が沢たく山さんいるって聞いたぞ」

「まさかこれほど公爵家のやり方が受け入れられるとは思いませんでした」

　公爵家の人間に学園の先生なんてこれまでにいなかった。

　先生になるための教育なんか全く受けていない。

　クラウドは悪あく戦せん苦く闘とうしながら、頑がん張ばっているようだ。

　特に、もう少しで中間テストが始まる。

　学期末の成績を決めるための、大事な要素。中にはモンスターとの実技試験だってある。彼らがクラウドに相談を持ち込む理由はなんとなく分かる。

　俺だって彼らの立場だったら、クラウドに是ぜが非ひでも指導をお願いするだろう。

「恐おそらく、坊ちゃんがいるからでしょう。俺の授業を取るような奴らは、大体みんな坊ちゃんに憧あこがれています。貴方あなたみたいになりたいと思っている。しかし学園の生徒は圧あつ倒とう的に実じつ践せんが足りていないですね。それに痛みにも弱い」

「俺みたいにって……それ、ほんとか？　そんな奴見たことないけど……あー、今思い出したけど、シルバに貴族としての礼れい儀ぎ作法を教え込んだのもそういえばお前だったな」

　シルバ、平民から俺が騎士に取り上げた男。

　貴族の生き方なんてまっぴらごめんだと俺もほとほと手を焼いていたんだが、クラウドの言葉は素直に聞いていた。昔は野の良ら猫ねこのような性格をしていたシルバを懐かい柔じゆうするんだから、学園の生徒なんてお手の物なのだろう。

「坊ちゃん、やはり貴方は公爵家としての生き方が相変わらず嫌きらいなんですね」

「あぁ。戦うしか能のない人間を生み出し続けるなんて愚ぐの骨頂。少なくとも俺はもっと人生を楽しみたい」

　だからか、俺はクラウドが公爵家から離はなれて、世界各国の要人の護衛をしていたと聞いて少し嬉うれしかったもんだ。

　自分で選んだ人生を、クラウドなりに謳おう歌かしているみたいだし。

「なぁ、クラウド。そもそもの話なんだが、ネオン王子の暗殺者って本当にいるのか？」

「暗殺者ですか？　……正直、影かげすらありません」

　頭がぐらついた。

　そんな気はしていたんだが、やっぱりか。

「でも、坊ちゃん。ネオン王子が今回、国外、それも南への遠出にたった一人の従者だけを連れるなんて……あの行動は異常です」

「そこまでか？」

「そこまでです。俺は南で王子があの子と心中する気じゃないのか、ぐらいに思っています。たとえこのクルッシュ魔ま法ほう学園滞たい在ざい中に暗殺の手が掛かからなくても、ドストル帝国への帰り道で何があるか分かりませんから」

　クラウドがそこまで言うんだからそれほどのことなんだろう。

「それよりもクラウド。ネオン王子から受けた雑用、シューヤの行動把は握あくだっけか。あっちの方はどうなってる」

　途と端たんに顔が険しくなるクラウド。

　ネオン王子は自分の傍そばにクラウドがいても文句を言わない代わりに、シューヤの行動を詳しよう細さいに調査するよう命じていた。

　シューヤの行動を把握して、ネオン王子は一体何が知りたいのか。

「相当調べましたよ。これまでの経歴から、友人からの評価まで。そしてあの子が持つマジックアイテム。特に王子はかつて彼がやっていた占うらないに興味を持ったみたいです」

　占いって……まさに火の大精せい霊れいさんの力のことじゃないか。

　俺がシャーロットとイチャイチャしてる間に王子は随ずい分ぶんとシューヤのことを理解していたようだ。ネオン王子が火の大精霊という存在に辿たどり着くことはないと思うが、まずいな。

「坊ちゃん。シューヤ・ニュケルンという生徒に対して、ネオン王子があれほど興味を抱いだく理由は何なのでしょう。調べると王室騎士ロイヤルナイトらからも高い評価を受けていたらしいですが、それだけです。彼の行動にこれといって不ふ審しんな点も見られない」

「その点に関しては俺もさっぱりだ。王子から直接聞き出すことは、クラウド、お前でも出来そうにないか」

「こちらを信用はしていますが、信しん頼らいはゼロ。全く近付けません。特にあの従者が厄やつ介かいですね。無表情で何を考えてるか分かりません」

「スズ、か」

　とてもあの王子の従者とは思えないふわふわした女の子。

　しかし、クラウドが言うところによるとあの女の子は王子のどんなお願いでも聞くと言う。

「実際、大した魔ま法ほう使つかいですよ、王子の周囲を常に警けい戒かいして、休まる暇ひまもないんじゃないですか。まさに常時戦場の気が染しみ付いているのでしょう」

　彼女からはたまに殺気の込められた視線を感じていた。

　首元にピリピリとした、特とく徴ちようのある殺気だ。

　首を狙ねらう辺りがガチっぽさを感じて、凄すごい嫌いやらしい。

　恐らく、クラウドに斬きらせたこと、怒おこってるんだろうなぁ。

「──それで、クラウド。俺にお願いってなんだ？」

　単なる愚痴で終わる男じゃない。

　俺を呼ぶからには相応の理由があるはずだ。

「シューヤ・ニュケルンが長期の休きゆう暇かを取りました。王子がこっそりと付いていくそうなのですが」

「ほー。シューヤが行く場所はどこだ」

「二つ山を越こえた先にある、迷宮ダンジヨンです」

「ほ…………ほー？」

　波乱の予感がした。








三章　迷宮ダンジヨンとレイス









「ネオン様……迷宮ダンジヨン内部の隠かくし部屋に陣じん取どっていたモンスター、深き淵の魔導師オールド・オーマンは排はい除じよした……暫しばらくはモンスターも立ち入らない筈はず……」

　誰だれしもが、直感というものを持っている。

　それは危険な人間を見分けたり、嫌な気配を察知したりと、何かと役立つ第六感だ。

　俺も勘かんは信じる方だけどさ、ネオン王子がシューヤに感じた直感とは何なのだろう。

「スズ。お前は荷に解ほどきを行った後、迷宮ダンジヨン内部を調査、いや待て……外でシューヤ・ニュケルンのパーティ構成を調べよ」

「行ってきます……」

　俺が確認した限りでは、ネオン王子はとある授業でシューヤと一いつ緒しよになった日から、あいつに並々ならぬ関心を抱いたらしい。

　直後、何人かの生徒や先生にシューヤという男はどういう人間なのか聞き込みをしているぐらいだし、クラウドが王子の雑用係になってからは簡単な経歴や一日の行動調査までも探らせてもいたらしい。

　……やりすぎだろ。

「豚ぶた公こう爵しやく。その浮うかない顔は何だ。我われの迷宮ダンジヨン探たん索さくについて行くと言い出したのはお前だぞ」

「……それはその」

　クラウドからは、ネオン王子の奇き行こうも聞いていた。

　何が目的なのかわからないが、学園中を隅すみから隅まで動き回ったり、誰かれ構わず話しかけ、学園の全容を解き明かそうとしているかのようだとクラウドは言っていた。

　しかし、シューヤ以外に興味を抱かせる生徒はいなかったらしい。

　シューヤに興味を持つ理由を聞けば、自分の目的の障害になり得うるとの一点張り。

　火の大精霊さんに気づいたってわけじゃなさそうだけど、王子がシューヤの何かに気づいたのは間違いない。

　──あいつが潜もぐる予定の迷宮ダンジヨンに先回りする程度に、だ。

「……ネオン王子。俺は貴方あなたの人使いの荒あらさと、シューヤへの執しゆう着ちやくにドン引いています。まさか先に向かったシューヤよりも早く迷宮ダンジヨンに辿り着くなんて……どうしてそこまであいつに興味を持つんですか……」

「あいつの存在が、我の目的の邪じや魔まになる可能性があるからだ」

「……目的？」

「そうだ。我の目的、だ」

　そう。俺たちは今、とある迷宮ダンジヨンにきていたのだ。




　　　　●




　迷宮ダンジヨンはいつどこでどのように発生するのか、そのメカニズムは完全に解明されていない。

　ただ、俺たちが到とう着ちやくした村は、二つ山を越こえた先にあった。

　これ程ほど早く迷宮ダンジヨンが見つかったのは、山の先にあるクルッシュ魔法学園が以前、モンスターに襲おそわれたということで、日夜付近を捜そう索さくし迷宮ダンジヨンの存在を確認していたかららしい。

　村には既すでに十人近くの冒ぼう険けん者が滞在していた。

　誰も彼もが迷宮ダンジヨン攻こう略りやくの実績を求めてやってきた初心者から一人前程度の実力を持つ冒険者ばかり。普ふ通つうであれば冒険者同士、チームを組んで迷宮ダンジヨンに向かう。

　だけど俺達は冒険者じゃないから、酒場で情報交こう換かんをすることもなく、村に到着後、速そつ攻こうで迷宮ダンジヨンに向かった。それもかなりの大荷物を抱かかえて、だ。




「重いなぁ。ネオン王子、なんで人を雇やとわなかったんですか」

　通常迷宮ダンジヨンには、一人荷物持ちを雇うもんだ。

　生活の糧かてにする食料や物資、または迷宮ダンジヨンで取れる多種多用なマジックアイテムを持ち帰るための人手としてだ。

「愚ぐ痴ちを言うな豚公爵。付いてくると言い出したのはお前だ」

「これぐらいの荷物で息が上がるなんてどんな鍛きたえ方しているの……」

　そんなことを言うのは彼の従者。

　俺よりもはるかに多い量の荷物を持ちながらも息の一つも上がらない。

　小こ柄がらな身体なのにとんでもない力持ちで、本当に何者だよこの子。

　暗くら闇やみの中、ごつごつした岩場をずんずんと先に進んでいく。夜目ナイトアイの魔法を使っている気配も無い。素すで、見えているのか。

　クラウドが雑用係として王子の傍そばにいるようになってすぐに、あの子を化け物だと言っていたがその理由もだんだんわかってきた。

「……豚公爵。スズが気になるか？」

「だって、見かけは普通の女の子じゃないですか。どんな鍛え方をすればあれ程の怪かい力りき」

「お前の国にいる、大精霊の加護を受けた守護騎士ガーデイアン。あれと似たようなものだ」

「あの子が守護騎士ガーデイアンのようなって。さすがに無理がありますよ」

　王子の何でも係となってから、クラウドは、事あるごとにスズのことを化け物だと呼んでいた。俺からすればあいつも十分異質だが、理由を聞いて納得した。

　スズはクラウドでも投げ出す雑用を、何の疑問も持たずやりきるのだという。

　多分きっとこの子にとっては王子の突とつ飛ぴな行動は日常のことなのだろう。

　見上げた忠誠心だと思わずにはいられない。

「私を見て、何……」

「いや、何でもない」

「……あ、何かヘマをしてネオン様に迷めい惑わくを掛かけたら許さないから……」

　無表情の怪力ガール。

　俺に対してきつい反応、チリチリと首筋に殺気を感じるそれ。

　なるほど、ここのところ学園で感じていた殺気は彼女のものだったのか。

「あのそれやめてくれないかな。生きた心ここ地ちがしないんだけど」

「それは行動次第」

「……」

「スズ。この先に空気の淀よどみがある。おそらく我が目的とする場所にモンスターがいる。先行して部屋の主あるじを殺してこい」

「了りよう解かい……」

　スズは暗闇の先を進んでいく。凄いスピードだ。俺もこっそりと魔ま法ほうで、夜目を使っているが、それでもこの暗闇を完全に見通すことは難しい。

「ネオン王子、彼女一人に行かせていいんですか」

「豚公爵。騎士クラウドはスズについて何か言っていなかったか」

「……取っ組み合いで三度叩たたき伏ふせられたと」

「そうだ。スズはこのネオン・ドストルの忠実な下しも部べ。力も相応。少なくとも、これしきの名も無い迷宮ダンジヨンで後おくれをとるはずもない。我々はゆっくりと行けばよいのだ」

　時折、スズがいないかと思うと、すぐに何かの叫さけび声が聞こえて静かになる。

　死神タナトスと呼ばれる王子の護衛を務める彼女なら、あの程度のモンスターは朝飯前らしい。




　そんな彼女に先導されるがまま、その部屋に辿たどり着いたのだ。

　隅すみには綺き麗れいな泉が湧わいていて、俺はどさりと荷物を下ろした。

　中身は一週間は生きられる水と食料だ。

「スズ。この部屋には何がいた」

「迷宮ダンジヨン特有の種。ユニークモンスター、深き淵の魔導師オールド・オーマン」

「ふむ。世捨て人がモンスターとなったか。スズ。この場所は覚えたな？　次は最深部へ向かい、地形を把は握あくせよ。豚公爵。この地を我等らのベースキャンプとする。ここからは長いぞ。しばらく日の光は浴びれないものと思え」

　そう言うと、王子はその場にどっしりと座り込んだ。

「王子はその間、何をするんですか？」

「何もしない」

　片かた膝ひざを立て、目をつぶる。

　時折、モンスターの叫び声が聞こえる以外は静せい寂じやくが支配する。

　そして本当にあの子が帰ってくるまでは一言も言葉を発しなかった。

　え。俺？　俺は地面がひんやりとして気持ちよかったので、後は荷物持ちが思いのほか疲つかれたのでぐっすりと眠ねむってしまった。




　そして。

　ここからが本当の地じ獄ごくの始まりだったのだ。
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　一日目──というか、俺たちが迷宮ダンジヨンに潜った日。




　目を覚ますと、スズが王子に状じよう況きよう報告をしていた。




　どうやら俺が軽く眠っていた間。

　あの子は律りち儀ぎに王子の命令を守り、迷宮ダンジヨン内部を探索していたらしい。

　しかも、それだけじゃなく、外に出てシューヤらの状況も探っていたようだ。

「ネオン様……あの赤い髪かみの男が組んでいるパーティは剣けん士し二人に盗とう賊ぞく一人……」

「冒険者としての力量は」

「酷ひどく未熟……あのチームのままだったら……迷宮ダンジヨン攻略は他のパーティに取られる……」

「迷宮主ダンジヨンマスターについて、情報は得られたか」

「ネオン様の考え的中、迷宮核ダンジヨンコアは手付かず……この迷宮ダンジヨンに迷宮主ダンジヨンマスターはまだ現れていない……もし現れたとしても多分、この部屋に陣取っていた深き淵の魔導師オールド・オーマンのほうが強い。だから、とっても頑がん張ばればあの赤い髪でも攻略は可能」

「そうか、やはり迷宮主ダンジヨンマスターがいないか。しかし、迷宮核ダンジヨンコアを他の冒険者に先取りされるのは困る。我はあのシューヤ・ニュケルンが困難に直面した時に、どう行動するかが知りたいのだ。スズ、他の冒険者にはお引き取り願うとしよう。やり方はお前に任せる」

「行ってきます……」

　俺は寝ねぼけた頭のまま、スズの言葉を聞いていた。

　あの子、見た目はぼけ～っとしてそうな感じなのに、随ずい分ぶんと仕事が速い。

　俺の部屋に勝手に入っていたこともそうだけど……ネオン王子の従者兼けん護衛、スズは並みのやり手じゃないようだ。うん、同行者が頼たよりになるってのはいいもんだ。

　お陰かげで俺は楽、出来るからさ。

　そして──俺は、二度目のお昼ひる寝ねを敢かん行こうした。




　首筋にチリチリと殺気を感じ、目を覚ます。

　いつの間にか、彼女が穴あな蔵ぐらに戻もどってきていて、ネオン王子に報告をしていた。

　欠伸あくびをすると目つきの鋭するどくなったスズから殺気が送られるが、寝ね起おきには悪くない刺し激げきだった。しかし、腹の減り具合から考えても、時間はそれ程経たっていない筈はずだぞ？

　なのに彼女は、着々とネオン王子の命令を実行しているようだ。

「ネオン様……先行してた冒険者にはモンスターをけしかけて、全員迷宮ダンジヨンから追い出した」

「良くやった。それでスズ。お前なら何日で攻略出来る？」

「半日で十分……ネオン様、これであの赤髪の本性が分かるの……？」

　俺はぼけ～と寝ぼけ眼まなこでパンを齧かじりながら、二人の会話を聞いていた。

「スズ。迷宮ダンジヨン攻略において、モンスターとの戦せん闘とう方法など興味はない。我が知りたいのは、シューヤ・ニュケルンの根本、在り方だ。お前には嫌いやな仕事をしてもらうぞ」




　二日目──シューヤが迷宮ダンジヨンに潜もぐったらしい。




　スズからの報告を聞いていれば、なんとあいつはリーダーをやっているようだ。

　シューヤが冒険者のリーダーをやっているチームなんて俺は絶対入りたくないが、魔ま法ほう使つかいという存在は貴重である。

　そして、前日に王子が口にした嫌な仕事、中身はすぐに分かった。

「スズ。他の冒険者が迷宮ダンジヨンに入って来られないよう、迷宮ダンジヨンの中でもとびきり凶きよう悪あくなモンスターを入り口周辺に配置しろ。シューヤ・ニュケルンのパーティには、適性能力を超こえたモンスターをぶつけ、反応を見ろ」

「了解……」

　王子はスズに命令をし、他の冒ぼう険けん者達をかき乱したりしているらしい。

　非常に悪質だ。

　冒険者として、最悪の行こう為いである。

　だが、王子は自分は冒険者でないから、冒険者の常識は自分には関係ないとのこと。

　俺は今回の迷宮ダンジヨン同行に当たり邪じや魔まをしないと約束していたから、強くも言えなかった。

　その後のスズの報告では、強力なモンスターの登場にシューヤは苦戦しているらしい。

　今回、あいつは冒険者集団のリーダーをやっている。的確な指示を出せなければ、すぐに仲間からの不信感が出るだろう。

「あのー、ネオン王子。シューヤのことが知りたいなら、俺があいつの後をこっそり付いていくとか」

「豚ぶた……私の仕事を取らないで……」

　うぉ。

　これまでにないくらい、首筋に殺気が当てられる。

　じりじりと視線だけで俺を殺そうとしているかのようだ。

　いたんですか、スズさん。

　彼女は恐おそろしいぐらい、闇やみに溶とけ込んでいた。

「スズ。死なない程度にモンスターをけしかけ、反応を見ろ。奴やつらが迷宮ダンジヨンに潜ったことを後こう悔かいするぐらいにな」

　それだけ言い終えると、ネオン王子は横になる。

　何かを考えているように見えるが、やはり王子は以前の言葉通り、この穴蔵から動かなかった。スズが戻って来れば、王子にシューヤの様子を報告して、再び穴蔵を出る。

　それの繰くり返しだ。

「豚ぶた公こう爵しやく。お前はこの環かん境きようでも大だい丈じよう夫ぶか」

「……大丈夫だぶひ」

　元々、俺は真っ黒豚公爵である。

　食っちゃ寝は俺の生活の最たるものだ。

　あの日々があったから今の俺があると言っても過言ではない。

　それに最近はちょっと頑張りすぎていた。

「ぶひぃ」

「……そうか、それならいいが」

　これ以上に快適な環境っていうのはないのかもしれない。

　ネオン王子は、ただ目を瞑つぶり、微び動どうだにしていなかった。

「豚公爵。その様子では、耐たえられぬぞ」

「ネオン王子。その言葉、そのままお返ししますぶひい」




　三日目──シューヤ、窮きゆう地ちに陥おちいる。




　迷宮ダンジヨンに潜ったシューヤの指示は失態続き。

　結果、シューヤのリーダーとしての行動に疑問を持つ人間が現れたらしい。

「……ネオン王子。あの子は悪あく魔まか何かですか？」

　シューヤのミス、それが全て王子の指令を受けたスズの仕し業わざだというのだから恐ろしい。

「くはは。強しいてあげるなら、悪魔ではなく、鬼おにだな」

「笑い事じゃないですが……」

　迷宮ダンジヨン内部でリーダーが仲間からの信しん頼らいを失うというのは最悪の状況だ。

　無能なリーダーは存在が邪魔、迷宮ダンジヨン内部の不ふ慮りよの事故なんて有り触ふれている。

　俺は居ても立っても居られなくなり、横になっていた身体を起き上がらすと、立ちくらみを起こした。

「動どう揺ようするな、豚公爵。いざという時はスズに奴らを助けるよう言っている。お前が考えるような最悪の事態は起きない」

　その言葉に安心したわけじゃないけれど、俺は再び地面に横になる。

「……ぶひぃ」

　だけど王子の言うことは間ま違ちがっている。

　恥はずかしい話であるが、俺はぐーたら生活をし続けたせいで、立ち上がろうとしてこけてしまったのである。




　四日目──シューヤ、耐え忍しのぶ。




　スズからの報告を聞く限り、パーティの中ではシューヤが一番年下だ。

　冒険者仲間というものは、学園の生徒のようにお行ぎよう儀ぎのいい相手ばかりじゃない。

　その辺の事情を考こう慮りよすると、シューヤはリーダーとしてよくやっているように思えた。




「うーん。ちょっと身体が鈍なまってきたなあ。ちょっとお散歩でも行ってこようかなあ」

「豚公爵。お前、奴を助けるつもりだな」

　退たい屈くつしのぎに迷宮ダンジヨンの中を歩き回って、モンスター退治と行きたかったが、拒きよ否ひされた。

　理由を聞けば、この迷宮ダンジヨンへ俺という魔法使いを放り込んだら、コントロールしきれなくなるかららしい。

　ネオン王子、ストレス解散とばかりに、俺が暴れまわることも予期していたのだろうか。

「退屈しているのであれば、お前から見たシューヤ・ニュケルンを教えてくれないか」

　俺はネオン王子の興味がなくなるように。

　シューヤがどれだけ迷めい惑わくで、トラブル体質な奴であるかを伝えたのだった。




　五日目──シューヤ、危機を乗り越こえる。




　冒険者の集団に劇的な変化が起きた。

　シューヤが身を挺ていして、強力なモンスターから仲間を守ったらしい。

　しかし、その強力なモンスターは当然、スズがけしかけた奴である。

　だけど、変化はそれだけじゃなかった。

　シューヤ達が小しよう休きゆう憩けいを取っている際に、それは現れたのだという。

「ほう、レイスが現れたか」

「仲間の一人がレイスに囚とらわれて……混乱。迷宮ダンジヨンから撤てつ退たいした方が良いって意見が出たり、一触即発の状況だった。それを救ったのがあいつ……」

「浄火レイドか、厄やつ介かいな魔法に目覚めたものだ」

　浄火レイド、それはレイスが嫌きらう火の魔法。

　ヒールと等しいが、より闇を祓はらうに適している。王子はシューヤが浄火レイドに目覚めたことで難しい顔で考え込んでいたが、俺は妙みように冷静だった。

　だって、こういうところなんだよ。

　ピンチに陥ったら必ずシューヤが新しい魔法に目覚めて、仲間を救い窮地を脱する。

「豚公爵。シューヤはやけに仲間思いのようだな。浄火レイドは仲間を救うための魔法。あやつは随分なお人ひと好よしのようだな」

　再びシューヤらを苛いじめるべくスズが消えると、きまってネオン王子は石の壁かべに寄りかかり目を閉じる。

　本人曰いわく、瞑めい想そうとのことだが、俺には寝ているようにしか思えなかった。

　ネオン王子から暇ひまつぶしになるものを持ってこいと言われていたので、家からモンスター大全を持ち込んでいたが、我が慢まんの限界だった。

　暗すぎて何も見えないっての。

「ネオン王子。こうして彼女にシューヤの様子を観察させるなら、俺たちが迷宮ダンジヨンに潜る必要、無かったのでは」

「万が一、スズの身に何かがあれば、どうするのだ」

「この程度の迷宮ダンジヨンで出てくるモンスターなど、あの子の足元にも及およばないでしょう」

　俺でも十分に分かった。

　スズは十分に極きわめて優ゆう秀しゆうな従者だ。

「我われの護衛なのだから。この程度のモンスターで苦戦するようでは困る」

「あれなら護衛としてクラウドを必要ないと言えるわけです。光の大精霊レクトライクルから直接加護を授かった守護騎き士しのような存在、王子がそう言った理由、今なら分かるかもです」

「そうだ。スズにとって、肉体強化はお手の物だ」

　……俺には見えてしまう。

　ネオン王子は今、噓うそをついてる。

　俺の目には人には見えぬ精霊が映っている。

　スズには光の精霊が手を貸している様子が見えない。




　でも、それを王子に問い詰つめる気はなかった。

　人には人の事情がある。

　それに魔ま法ほう使つかいでなくても、魔法が使えるマジックアイテムは幾いくつもある。

「……ネオン王子。今いま更さらですけど、シューヤの何が気になるんですか」

「奴は、混ざり者だ。であろう？　豚公爵」

「……」

「ふ。質問に答えないのはお前も同じではないか。ま、いいがな、これは独り言だ。豚公爵。我はな、奴の身を案じておるのだ」




　六日目──シューヤ、順調に迷宮ダンジヨンを攻こう略りやく。俺、唐とう突とつに限界を感じる。




　スズの報告はいつも通りだ。

「ネオン様……赤あか髪がみは出だしに躓つまずいたみたいだけど……その後は順調……」

「スズ。監かん視しを継けい続ぞく。奴に俺の予想と異なる行動が見られた場合は報告を欠かすな」

「了りよう解かい……」

　いい加減にこの環境に文句の一つも出そうだが、ネオン王子は非常にリラックスしている。

　暗い。明るさが一つもないのだ。

　この人、本当にこれまでどんな生活してきたんだよ。

　俺ですら、自分の限界を感じているのに……。

「……あれは」

　目をこする。

　俺の見み間ま違ちがいか？　いや、違う。

　そいつはそこにいる。暗くら闇やみの隅すみに白いもやもやとした何かが蠢うごめいている。

　俺たちは迷宮ダンジヨン内部にいるんだ、それが出ることもあると思っていたが。

「動くな、豚ぶた公こう爵しやく。ただのレイスだ、そろそろこちらにも来るかと思ったが、思ったよりも時間がかかったな」

　そこら中にいて、目に見えないもの。

　死者の残ざん滓し。それはエネルギーそのもの。

　無念や大きな後悔をもって亡くなった生き物の残滓が、特別な条件下で現れたもの。

　人間や動物の身体を求めて、移動する。

　目にするのは、初めてだった。

「……ネオン王子。場所を変えませんか」

「何だ豚公爵。お前、レイスが怖こわいのか」

「……べ、別にそんなことはないですが。レイスが出る迷宮ダンジヨン。余り気持ちの良いものではありませんよ」

　そういえばアルル先生もあれに取り込まれて、夢の世界に長い間監禁されていたと言っていた。

　怖くないと言ったらうそになる。

　奴やつらには意識がなく、妄念の塊かたまりだ。あれに長く触れていると、意識がまどろむ。

「う」

　レイスが俺の身体を通り過ぎていく。

　寒気がした。

　自分の命がどこかへ持っていかれるような不思議な感覚だ。この場にいたくない。

「豚公爵。迷宮ダンジヨンで、レイスが出てくるのは当たり前のことだ。ただ、このような生まれたての迷宮ダンジヨンであれば珍めずらしいがな。気にするな、気を強く持てばレイスは無害だ。ただ、我らの身体が欲しい妄もう執しゆうにすぎん」

「……頭ではわかっていますけど」




　一日目、二日目、三日目と。

　ネオン王子はただ、スズから上がってくる報告にのみ耳を貸していた。

　だけどこの辺から俺はもう限界が近づいていて、食っちゃ寝ね生活もできなくなっていた。

　ネオン王子に積極的に自分から話しかけ、孤こ独どくを解消していた。

　恐きよう怖ふから逃にげるためだ。少しもレイスを気にしないようにするためだ。




　七日目──シューヤのことが頭の中から消えていた。




　俺はレイスを追い払はらうことを諦あきらめ、受け入れた。

　代わりに、ネオン王子と様々な話をした。

　自分でもどんな心境の変化か説明が付かないが、俺たちは暗闇の中で雑談を交わしていた。魔法学園での生活、公こう爵しやく家の在り方や騎士国家という国について。南方の人間が考える、遠いドストル帝てい国こくの噂うわさ。俺の取り留めのない話に、ネオン王子は耳を傾かたむけていた。

「豚公爵。お前はあの従者と仲がよいのか」

「シャーロットとは、ずっと一いつ緒しよにいたからか、一緒にいて当たり前って感じです」

「そうか。我とスズの関係にお前たちは似ているな。尤もつとも、スズは我の護衛だが」

　特にネオン王子はシャーロットについて、聞いてきた。

　シャーロットのことを話していると、寂さびしさを感じた。

　何な故ぜ、俺はこんな迷宮ダンジヨンの中に潜ひそんでいるんだろう。

　ネオン王子からシャーロットのことを聞かれ、俺はもう久しく会っていない彼女へ思いを馳はせた。

　シャーロットに、会いたい。




　八日目──とっくに時間間かん隔かくは狂くるっていた。




　限界は意外とすぐに来た。

「……理解出来ません！　一体、シューヤの何がネオン王子をそこまで駆かり立てるんですか！　もう十分でしょう！」

　もしかして、ここは地じ獄ごくなんじゃないか。

　そう思うほどに、感覚もマヒしていた。

　限界を超こえたのは、従者からの報告でシューヤが中層を突とつ破ぱしたときだった。

「ネオン王子！　貴方あなたはシューヤに執しゆう着ちやくする理由も話してくれませんし、学園にやってきた理由だって分からない！　友達を作りにきたなんて、冗じよう談だんにも程ほどがある」

「落ち着け、豚公爵。今のお前は錯さく乱らんしている。栄養素が偏かたよっているせいであろう。お前はまずいと言って、薬草を食べぬからな」

「論点をすり替かえないで下さい。俺は、こんなことに何の意味があるのかと言っているだけです！　毎日毎日、湿しめった暗闇の中でレイスが隣となりを漂ただよっている！」

　彼女の報告では、あと数日で迷宮ダンジヨンを踏とう破は出来るとのことだった。

　ネオン王子の意向を受けたスズの嫌いやがらせ。それらを見事突破して、かなりのチームワークが生まれているらしい。

　スズの報告から受けるシューヤの印象は、迷宮ダンジヨンに潜もぐり始めた頃ころから大きく変わっている。

「豚公爵。お前には騎士クラウド共々、世話になっているが、これだけは言えぬ。繰くり返させるな」

　だけど、俺にだって言い分がある。

「ネオン王子──俺はこれ以上、貴方の酔すい狂きように付き合う気はない。シューヤに拘こだわる理由は何ですか」

「豚公爵。お前に夢はあるか」

「は？」

「もし、お前に夢があり、あと少しで夢が摑つかめる場所に来た。本当に、お前の夢がすぐそこにあるのだ。そのような時は、どのような苦難も甘美に感じられるだろう」

　意味が分からない。

　それと今の状じよう況きようがどう重なっているのか。

　王子が杖つえをもって、たった一言。

「豚公爵、お前は少し──眠ねむった方がいいな」




　　　　●




　不思議な夢を見た。

　きっとレイスの影えい響きようだろう。

　自分の在り方すら忘ぼう却きやくしたレイス。

　彼らは死者の残した形の無い記き憶おくであり、時折誰だれかの記憶を伝染させる。

　ぐねぐねした視界、目が慣れてくると、狭せまくて、ボロい小屋であることが分かった。

　窓の外には遠くに小さな城が見え、小屋の中には藁わら束たばが積まれている。




「そこにいるのは誰だ。ここは俺の隠かくれ家がだぞ」

　その言葉は、俺の口から漏もれていた。

　藁束の中から、顔だけ出している子供に向かって、言っているようだ。

「……お前このまま死ぬのか」

　しかし、だ。

　今にも死にかけの子供を目の前に、あまりにも落ち着いた声だと思った。

　男の子とも女の子とも区別がつかぬ、薄うす汚よごれた小さな子供が藁束の中に身体を突つっ込んでいる。声を掛かけても、反応はなかった。

「お前も俺と同じか。裏切られた口か」

　どうして俺がそんなことを言うのか分からない。

　けれど、その口ぶりからは人間に対する絶望のようなものが感じられた。

　倒たおれた子は動かない。

　代わりにぐぅぅと、腹が鳴る音。

「何だお前。腹が減っていたのか。そういうことなら、早く言え」

　そう言うと俺は持っていたパンを倒れた子の口元に近づける。

　今夜は夕飯無しが決定したわけだけど、今は空腹よりも興味が勝った。

「じゃあこれをやろう。お前はモンスターだから、毒なんて気にしないだろ？」




　　　　●




　意識が朦もう朧ろうとしていた。

　なんだか不思議な夢を見ていたような感覚だけが残されている。

「──豚公爵。目が覚めたか」

「王子、俺は……」

「レイスの夢だ。悪くはないだろう？　あれを見た後は、生き返るような心ここ地ちを感じる者も少なくない。特に今のお前のように、極度のストレスを感じていた者はな」

　必死に記憶を辿たどる。

　ああ、そうか。

　俺はこの環かん境きように耐たえられなくなって、王子にもう帰ろうと言ったのだ。

　そこでレイスが現れて。

「今のがレイスの夢、ですか……なるほど、あれに縋すがる者が多い理由がわかりました」

　あの夢を見るまでは感じていた倦けん怠たい感がすっかりなくなっている。

　レイスの夢に逃げる連中が多いわけだ。

　話では、知っていた。

　レイスは記憶を惑まどわせ、心地よい夢を生物に与あたえるのだ。

　そしてゆっくりと身体を奪うばっていく。

　しかし、あれ程鬱うつ陶とうしかったレイスは消えていた。

「ネオン王子。レイスはどこに？」

「奴やつらなら、スズが光の魔ま法ほうで祓はらった。今いま頃ごろはまた、どこかを、漂ただよっているのだろう」

「レイスが俺達みたいな無防備な人間、特に魔ま法ほう使つかいを見てどこか行くなんて、珍めずらしいですね。あ、そういえば、シューヤはどうなりました？　あの子が最後の嫌がらせに行くとか言ってましたが」

「嫌がらせではない。あれはシューヤ・ニュケルンにとっても試練になる」

　ネオン王子が、立ち上がる。

　座りっぱなしの筈はずなのに、堂々とした立ち居振ふる舞まいだった。

「安心しろ。奴は我われの邪じや魔まにならぬことを、よく理解した。あれは、随ずい分ぶんなお人ひと好よしだな豚ぶた公こう爵しやく」

「……え？」

「想定よりも大分早いが、歩いて帰るぞ、豚公爵」

　にやりと、ネオン王子は嫌いやな笑えみを浮うかべた。







　帰りは歩く。

　そう言われて、非常に嫌な予感がした。

　迷宮ダンジヨンにくるまではシューヤよりも先に到とう着ちやくする必要があったため、高い金を払い馬車を雇やとった。だけど、帰りは、まさかの徒歩。

「……ネオン王子！　かなりの数に囲まれていますが──！」

　森の中。

　俺達はクルッシュ魔法学園に帰るため、山やま越ごえの真っ最中であった。

　堂々と草木をかき分けて、歩いていく。

　久しぶりの外。空気も澄すんでいて、最高だ。

　ただ、早くクルッシュ魔法学園に帰りたいと思う俺は絶対に間ま違ちがっていないだろう。

　しかも今は何頭もの野犬に追い立てられていた。

「スズ、いい加減飽あいた。薙なぎ払はらえ」

　だが、彼女がその場に立ちふさがる。

　俺や王子よりも彼女のほうを獲え物ものとみたのか、狼おおかみたちは彼女に狙ねらいを集中させる。

「力の差も分からないなんて……とっても哀あわれ……」

　そう言って、彼女は野犬の相手をするためにその場に残る。

　俺達はそんな彼女を残しながら、山を下っていく。

「何だ、豚公爵。お前、スズの心配はせんのか」

「もう嫌って程知っていますから。迷宮ダンジヨンの中であれだけ冒ぼう険けん者たちに嫌がらせが出来るなんてたいした実力者だ。でも、王子。シューヤをあのまま置いていって良かったんですか」

「何だ豚公爵。あれ程、迷宮ダンジヨンから出せと喚わめいていたのに、今度はまた戻もどりたいとぬかすか」

「そんなわけじゃないですが。二度とあそこには帰りたくないんですけど、てっきり、俺はネオン王子がシューヤが迷宮ダンジヨンを攻こう略りやくする最後まで、あの場に留とどまっているのかと思っていましたから」

「迷宮ダンジヨンの中の行動で、あの男が仲間思いで度が過ぎたお人好しであることを理解した。それだけ知れれば、十分だ」

　何にせよ、王子がシューヤを見てビビッと感じたのは間違いない。

　俺としてはこれでネオン王子がシューヤに余計な詮せん索さくをやめてくれるようだから、有あり難がたい。

　肩かたの荷が下りた感じだ。

「王子。まさか本当に歩いてクルッシュ魔法学園まで向かうつもりなんですね」

「健康的だろう？」

「健康的過ぎますって！　一体、何日かかると思っているんですか……」

「ネオン様の言うことは絶対だから」

　いつのまにか、野犬を払い、彼女が戻ってくる。

　相変わらずの存在感の無さにはビックリだ。







　ネオン王子の我わが儘ままに付き合ってかなりの日数が経過したが、分かったことがある。

　この人は馬ば鹿かだ。大馬鹿だ。

　俺もかなり無茶をしてきた。ヒュージャック横断とか、迷宮都市ゼネラウスとか。

　でも、この王子は次元が違ちがう。意味のない苦労を楽しめる人なのだ。

「げっそりしているな、豚公爵」

　いつのまにか時刻は夜になった。

　大空が広がっているが、かなり肌はだ寒ざむい。俺たちは魔法で薪たきぎに火を起こして、暖をとっていた。

「そりゃあ、まぁ……ずっと迷宮ダンジヨンでじっとしていたんです……外に出られたのは嬉うれしいですけど、足あし腰こしが」

「豚公爵。お前は我の予想よりは持った方だ。胸を張れ。常人はあのような環境にいれば二日で壊こわれる」

「全然誇ほこれませんよ」

　もう俺はこのネオン王子、いいや変人と迷宮ダンジヨンに潜もぐらない。絶対にだ。

　どこからかモンスターの叫さけび声が聞こえるが、彼らは先程王子が言った通り、俺たちに近づいてくる気配もなかった。スズが迷宮ダンジヨンの冒険者にやったように、きっとろくでもない方法でこの地に生きるモンスターを脅おどしたんだろうな。

「豚公爵。お前は魔法使いとしては卓たく越えつしているようだが、あのような環境に放り込まれればレイス如ごときに恐きよう怖ふを感じるのだ。迷宮ダンジヨンは人間の本質を浮かび上がらせる、我の言葉もあながち間違いではないとわかっただろう？」

「……貴重な経験でしたよ」

「極限状態でのみ、人は真実を見せるものだ。だからこそシューヤ・ニュケルンを徹てつ底てい的にいじめ抜ぬいた。豚公爵、奴には内ない緒しよだぞ？」

「あいつをストーカーしてたなんて、口が裂さけても本人には言えませんよ」

「なら、いい。だが、豚公爵そんなお前でもあの極限状態でリラックスした瞬しゆん間かんがあった。自分では気付いていないようだが、我にはよく分かる。そこで、だ豚公爵。お前に聞きたいことがあるのだが、お前はあの従者と付き合っているのか？　レイスに囚とらわれている間、うわ言のように、お前は彼女の名前を呼んでいたぞ」

「へ？」

　初めは、言葉の意味が理解出来なかった。

　だが、ニタニタと笑うネオン王子の顔を見て、余りにも恥はずかしい醜しゆう態たいを演じていた事実を知る。

　うわ言で、シャーロットの名前を呼んでいた？

　顔から熱が吹ふき出すのを実感する。

「くはは。顔が真っ赤だぞ、豚公爵」

「な、ななななな！　王子。何を──！」

「否定するな、偽いつわるな。迷宮ダンジヨンの中、あれだけ張り詰つめていたお前が、彼女の話をするときだけ、穏おだやかな顔を見せたのだ。我は恋れん愛あいには疎うといがな、そんな我でさえ分かるぞ。で、どうなのだ？　お前達は付き合っているのか？」

「ちょ、ちょっと待って下さいネオン王子！」

　付き合っているのかだって？

　誰だれと誰がだよ。俺と、シャーロットが？

　ネオン王子が何を言いたいか、理解したとき、顔から火を吹いた。

　あ、ああ。付き合っているさ。

　俺とシャーロットは、告白して、お互たがいの気持ちを確かめたばっかりだ。

　でも、その気持ちを誰かに言うことは出来ない。だって俺には立場があるから。

「べ、べ、別に俺は」

「豚公爵。今、我は一人の人間として、お前に問うているのだ。我らはあの暗い穴あな蔵ぐらで過ごした仲なのだ。隠かくし事などよせ」

「私も聞きたい……スロウ、どうなの？」

　これまで我関せずを貫つらぬいて、どこかで捕つかまえた動物の肉を齧かじっていたスズまで俺に近づいてくる。

「くはは、豚公爵。二対一だぞ」

「……教えて？」

　まさか、スズが話に乗ってくるなんて思ってもいなかった。

　迷宮ダンジヨンの中では情けないところばっかり見せていたから、完全に見下されていた。

　スズの俺に対する興味なんて、ゼロだった。

　それが今や、俺とシャーロットの関係に興味を持って、顔を近づけてくる。

「スロウとあの女の子は……私と王子みたいにずっと一いつ緒しよにいた。なのに、そんなことがあるの……？　ねえ、答えて……」

「くはは。観念しろ、豚公爵」

「ねえ。どうしてだまってるの？」

　しかもまあ、えらく饒じよう舌ぜつなこと。

　それに学園にやってきてから、こんなふうに好こう奇き心しん旺おう盛せいに。

　目をキラキラとさせた彼女なんて想像もできなかった。

　彼女の年ねん齢れいなんて気にしたこともなかったが、今の顔を見ているともしかしたら俺よりも年下なんじゃないか。

「ねぇ、教えてよ……」

　ネオン王子が、学園の生徒なら絶対に言わなかっただろう。

　ただ、空があまりにも綺き麗れいだったし、まだ帰りの道のりはずっと続くのだ。

　スズの反応を見ていたら、これから先。教えて教えてと纏まとわり付かれるように思えたし、ネオン王子の追つい及きゆうを残りの日々、躱かわせる気もしなかった。

　だから、俺は観念して両手をあげる。

「何ですか、悪いですか。俺とシャーロットがどんな関係でも、いいじゃないですか。そうですよ、俺たちは好き同士ですよ。だったら何だっていうんですか、ほっといて下さい」

「くはは。スズ、こやつあっさりと認めおったぞ」

「……どっちから？　ねえ、どっちから？」

　ネオン王子の押しの強さを受け継ついでいるのか、グイグイくる彼女。

　そんなこんなであっさり、俺は二人の押しに負けたのだった。




「好きを伝えたのは……シャーロットのほうが先だけど……」

　ネオン王子の追及から始まった暴ばく露ろ大会。

　内容は俺とシャーロットの関係について。

　それは真っ黒豚ぶた公こう爵しやくとして恐おそれられていた俺が語るにはあまりにも甘あま酸ずっぱい日々のやりとり。

　そんな甘い話を聞きたがったのは、どちらかといえばスズのほうだった。

「え。告白って普ふ通つうは男からじゃないの……？」

「俺とシャーロットの関係は普通なんて言葉に表せないんだ──」

「くわしく」

　話してるうちに俺もなんだか気分が良くなってきて、随ずい分ぶんと心に秘めていた彼女への想いを喋しやべってしまった気がするが。

　もうやけだった。

　ネオン王子がこれ以上はもう満腹だと言うまで、シャーロットとのラブラブエピソードを伝え続けた。

　ネオン王子は途と中ちゆうからもう聞き飽きたという反応をしていたが、スズはどこまでも俺達の話を聞きたがった。

　それは、クルッシュ魔ま法ほう学園に戻る道のり、ずっと続いたのだった。




　　　　●




　森の中を歩き続け数日後、俺たちは魔法学園に戻もどってきた。

　学園には事前にかなりの休みになるかもしれないと伝えていたので、ネオン王子の姿が消えたことに関しては大事にはならなかった。

　むしろ王子がいなかったことで、みんな平和の時間が堪たん能のうできただろう。

　ただシャーロットだけは、俺の姿を見て絶句した。

「スロウ様！　一体何があったんですか！」

「え。シャーロット、俺。そんなに変？　水浴びは欠かさなかったんだけど」

「違います！　なんだかすっきりされてるじゃないですか！　あんなに食べてやっと太ってきたのに！」

　シャーロットの第一声がそれだった。

　かなりの期間、学園を空けていたから俺のことを心配してるかと思ったら、俺がまた瘦やせてしまったことがショックらしい。

　嘆なげく彼女を見ていると、やっと学園に帰ってこられたことを実感する。

　思えば、最近。これだけシャーロットと離はなれていたことはなかったかもしれない。

「……」

　そんな俺とシャーロットのやりとりを、スズがじっと見つめていた。







　翌日、腹を下した。

　森の中で拾い食いしたきのこがやばかったらしい。

　おかしいなあ。ネオン王子やスズは俺よりもっとヤバそうな見た目の植物を食べていたのに、どうして俺だけ。

　シャーロットの看病を受けながら、拾い食いをしたことへの説教を受け続けた。

「昔のスロウ様ならまだしも、今のスロウ様が野良キノコを食べるなんて……どこに行っていたんですか」

「それは……ネオン王子から秘密にしろって言われているから」

「こんなに長引くなんて、よっぽど変なものを食べたんだと思いますけど」

「はあ。どうして俺だけがこんな目に遭あうんだ。ネオン王子やスズも俺と同じ食べ物食べていたのに」

「ネオン様のような高貴な方が拾い食いなんてするわけないじゃないですか！　それにスロウ様。いつの間にかネオン王子の従者さんのこと、スズって呼び捨てするようになったんですね。どうやって仲良くなったんですか？」

「それは、ま、まぁね。いろいろあったから」

　ネオン王子と行った迷宮ダンジヨンストーカーの日々を俺は生しよう涯がい、忘れないだろう。

　あれは、自分を見失うぐらいの地じ獄ごくの旅だった。

「そう言えば、スロウ様がさっき飲んだ薬、スズさんが私にくれたんです」

「あいつ……いいところあるじゃないか」

　迷宮ダンジヨンに向かう前では、信じられないことだった。

　あの女の子が俺に薬を届けるなんて。

「スロウ様、どうしたんですか？」

「いやあ、幸せだって思ってさ」

　彼女と親しくなれた理由、それはやはり迷宮ダンジヨンからの帰り道のことだろうな。

　年とし頃ごろの女の子みたいに、俺とシャーロットの隠れたイチャイチャを楽しそうに聞いているんだ。

　あのネオン王子が辟へき易えきするぐらいの惚のろ気けをスズは楽しそうに聞いていた。

　王子でさえ、あんなスズは見たことがないと言うぐらいだった。

　まぁ二人には全部秘密だから、学園に着いたら絶対忘れてくれって念押しした。

「あ、そう言えばこんなこともありました。この前私が食堂でお手伝いをしている時、スズさんが一人でご飯を食べに来て、私に向かって頑がん張ばってって言ったんです。応おう援えんしてるから、とも言われたんですけど、あれって何の意味だったんでしょう？」

「い、いや、分からないなぁ。あ、多分。シャーロットが魔法に目覚めて、最近魔法の練習をがんばっているって話をあの子にしたから、そのことじゃないかなぁ」

　危ない、危ない。

　スズの奴やつ、俺とシャーロットの関係は絶対に秘密だって言ったのにきわどい真ま似ねをしやがって。

　シャーロットがお間ま抜ぬけさんじゃなかったら俺が関係を喋ったこと気づいてしまうかもしれないだろ。これは今度、改めてあの子に釘くぎを刺さしておく必要があるな。

「それよりシャーロット。俺がいなかった間、学園で変わったことはあった？」

「そんなのネオン様以外にありませんよ！　ネオン様、変わりすぎです！」

　俺たちが迷宮ダンジヨンに向かった前後で大きな変化が起きた。

　それはずっと学園にいるシャーロットからすれば大きな違ちがいらしい。

　迷宮ダンジヨンから帰ってきたネオン王子が、まるで別人のように変わってしまったと言うのだ。

「皆みな、ネオン様に驚おどろいています！　急に人が変わったように静かになりましたから！」

　学園にやってきてから見境なく大勢に絡からんでいたネオン王子。

　だけど、今は急に大人しくなったらしい。

「スロウ様とネオン様が急に消えてしまったから、スロウ様が何かしたんじゃないかって皆みなさん噂うわさされてますよ」

　見けん当とう違ちがいの発想だ。

　どっちかと言えば、何かされたのはシューヤで、悪あく影えい響きようを受けたのは俺のほう。

　しかし、ネオン王子の振ふる舞まいが百八十度変わって、本物の礼れい儀ぎ正ただしい王子のように振る舞っているなんて。

　……。

　……やめよう。

　あの王子が何を考えてるのか、俺のような凡ぼん人じんに分かるはずがない。

「他には、そうですね。スロウ様の身近なとこで言うと授業を取られてるアルル先生が体調を崩くずされたとか……あ、あ！　あれがありました！　シューヤさんです！」

　シャーロットが急に俺の手を握にぎって言った。

　彼女の体温を直接感じ、ぼわっと頭に熱がこもる。

　良かった、体調崩して寝ね込こんでいて。

　シャーロットは俺のうぶな反応を、熱のせいだと思ってくれるだろう。

「今学園じゃシューヤさんが迷宮ダンジヨンを攻こう略りやくしてきたって話で大盛り上がりですよ！」







　俺達が学園に戻った二日後のことだ。

　シューヤが学園に帰き還かんした。

　元々、あいつはバカ王子に挑いどんだ勇気ある生徒として、ちょっとした有名人だった。

　それがふらっと学園からいなくなったと思ったら冒ぼう険けん者として迷宮ダンジヨンを潰つぶした、ときたもんだ。

　俺も体調が復活して外に出た時は、人だかりに囲まれたあいつの姿を見て驚いたもんだ。

「シューヤ！　迷宮主ダンジヨンマスターを倒たおしたって本当なのかよ！　お前やるじゃん！」

「凄すごいデス！」

　お、人ひと垣がきの中にはロレーヌちゃんの姿もある。

　あの子がいるってことは、シューヤの学園での評価も上がったってことだ。

「なあに鼻の下を伸のばしてるのよシューヤ！　迷宮ダンジヨンを潰したんだったら、たっぷりとお金をもらってきたわよね！　ほら私に借金がいくらあると思ってるのよ全部出しなさい！」

「うわ、アリシア！　お前にだけは見つかりたくなかったのに」

「はあ！　何よその言い方！　ほら一体いくら儲もうかったの！」

　迷宮ダンジヨンを潰した冒険者には、冒険者ギルドが褒ほう賞しようを出す。

　確かシューヤの冒険者の仲間はあいつを合わせて五人だった。等分したとしても、かなりの額をもらっている筈はずだ。
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「はぁ！　どういうことよ！　冒険者って儲かるんじゃないの！　話にならないからあんたの部屋に行くわね！　どうせ返したくないんでしょう！」

　あいつらの夫婦漫まん才ざいを見ているのも悪くないが、俺はまだ病み上がりだ。今日は軽い散歩だけにして、さっさと部屋に戻ってくる。

　今日も昔の真っ黒豚ぶた公こう爵しやくみたいに自じ堕だ落らくに寝るかぁと思っていると、突とつ然ぜんの来訪者。

　もう俺はパジャマに着き替がえているっていうのになんてタイミングの悪い奴だ。




「で、何の用だよ。迷宮ダンジヨン討とう伐ばつ者様、ええ？　可愛かわいい女の子達にちやほやされていいご身分じゃねえか」

「お前に言われても嫌いやみにしか思えないって」

「それより何だよ。俺に話があるって」

　俺の部屋にシューヤが訪ねて来たんだ。

　俺の記き憶おくにある限り、シューヤが俺の部屋を訪ねてくるなんて一度もない。

　確かに顔を合わせればまた喧けん嘩かばかり。犬けん猿えんの仲だった真っ黒豚ぶた公こう爵しやく時代に比べれば、多少は俺達の関係性も改善したと思うけどさ。

「えーと、あのさ。デニング……お前に聞いてみたいことがあったんだけど……」

　しかも、こんなに下手に出て気持ち悪いこと、この上ない。

　一体何が狙ねらいなんだろう。

「早く言えよ。俺も暇ひまじゃないんだよ。まだ昼ご飯全然食べられてないんだから」

「なぁ。ちょっと気になっていたんだけどデニング、お前そこにある料理まさか全部食うのか？」

「あれは、今日の昼飯の残りだ。全部食べないと、シャーロットが怒おこるから、ってシューヤ。お前にそんなこと話す義理はないよ」

　今、俺の部屋で圧あつ倒とう的な存在感を放つ料理の数々。

　書き置きだけ残して、学園を去ったことでシャーロットの機き嫌げんが悪い。しかも俺が旅を通じて、少しシャープになったこともダメらしい。

　全く、困った従者さんである。

　でも俺が完食したらシャーロットが喜ぶから、あの嬉うれしそうな表情を見たくて俺は全力で大食いに挑ちよう戦せんするんだ。

「なんかデニング。お前も大変なんだな」

「顔を腫はらしたお前ほどじゃないけどな」

　アリシアに張り手を食らったんだろう、赤く腫れた頰ほおが痛々しい。

　どーせ、お金を返せないからふざけんなって叩たたかれたんだろ。

「……デニング。お前って確か去年、薬草学の授業選せん択たくしてたよな」

「何だよシューヤ。あ、まさかお前。テストが近づいてきたからって去年の問題でも教えてほしいとか言うのか？　そういうのは、カンニングと一いつ緒しよなんだよ」

「はぁ!?　ええと、そういうわけじゃないって！　ていうか、別にお前から聞かなくたって平均点ぐらいなら取れるから！」

　よく言うぜ。

　こいつがテストのたびに、アリシアに泣きついている事。俺はよく知っているんだ。

「じゃあ何だよ。あ、まさかロコモコ先生が森の中に潜もぐってモンスターを探しているって噂か？　悪いけど俺は、なかなか森の中でモンスターが見つからなくて先生が困ってるって話以外何も知らないからな」

「意外とデニング。お前ってテストに向けて情報収集してるんだな……」

「まぁ去年のお前みたいに、何も知らないでテスト受けて最低点なんか取りたくないからな」

「嫌いやなことを思い出させるなよ……」

　昨年度、ロコモコ先生は魔ま法ほう演習のテスト内容を事前に発表していた。

　だけど、シューヤは自分の本当の力で点数を摑つかみ取るとか言って、事前情報を何も聞かないようにしていたんだ。

　その結果、先生も驚くマイナス百点。伝説である。

「だ、だけど！　今回は違うからな!!　俺は浄火レイドを覚えたから、あの時みたいな状じよう況きようになってもひっくり返せる！」

「浄火レイド？　お前が？」

　あえて知らないふりをする。

　火の魔法は見み栄ばえが命。浄火レイドは、闇やみのモンスターに効くが水のヒール程ほどの効果は出ないため、火の魔ま法ほう使つかいで習得するものは少ない地味な魔法だ。

　ていうか、アニメでは習得しなかったからな。

「噓うそだろ。お前が浄火レイドってイメージに合わなすぎるだろ、シューヤ」

「噓じゃないから！　俺は迷宮ダンジヨンで──」

　そしてこいつは語りだす。

　迷宮ダンジヨンでレイスに出会い、仲間を助けるために浄火レイドに目覚めたって話。

　自分の武勇伝を克こく明めいに喋しやべり続けるあいつ。

　あーはいはい、悪いけどその話知ってるんだよな。

　暗い穴あな蔵ぐらで彼女が毎日報告していたから。

　まぁ、こいつは知らないだろう。

　シューヤが攻略をしているその迷宮ダンジヨンに、俺やネオン王子が潜っていた事実。

「デニング！　これが、闇を滅ほろぼす、浄火レイドだ！」

　あいつは杖つえを取り出すと振った。

　聖なる炎ほのおが、シューヤの手のひらでメラメラと燃えていた。

「……」

　そうだ。俺はこいつのせいで、あんな地じ獄ごくな経験をしたんだ。

　嫌な記憶を掘ほり起こされてムカムカしたから、俺はシューヤを部屋から叩き出した。

　結局、シューヤが何のために俺の部屋にやってきたのかは、分からずじまいだった。







　シューヤが俺の部屋にやってきた数日後。

「なぁクラウド。以前、お前が王子の雑用係になった時、ストレスでもっと白髪しらがが増えそうだって話をしていたけど、俺はお前の苦労が分かったよ。俺はもう二度とネオン王子と一緒に旅なんてしない」

　ここのところ俺はクラウドと校舎の空き教室で話し合うことが増えていた。

　もちろん扉とびらは閉め切り、誰だれにも話し声を聞かれないように意識している。

　話の内容はネオン王子と行った地獄の旅が中心。

　あの旅の苦労を話せるのがクラウドだけだからだ。

　俺はこいつと顔を突つき合わせるたびに、どれだけ王子との旅が苦痛だったかを語って聞かせた。もちろん俺があの穴蔵から出たいと喚わめいた事は内ない緒しよにしているぞ。

　かっこ悪いからな。

「でも坊ぼつちゃん。ネオン王子の話をしている時は楽しそうですね」

「は、はあ!?　お前一体どういう神経してるんだよ！　何度も伝えただろ!?」

「その話を何度もするってことはそれだけ坊ちゃんにとって思い出深い体験だったということです」

「だからそれはぁ！　楽しかったとかとは真逆の話だから！」

「わかりました。わかりましたから」

　しかしクラウドは何かわかりきった顔で俺の話を聞いているのだ。

　あの辛つらかった旅のどこに楽しい要素があるっていうんだ。

　俺がクラウドに向かって改めて、旅の辛さを克こく明めいに説明しようとしたら、廊ろう下かから誰かの話し声が飛び込んでくる。

「馬ば鹿かシューヤ！　一体、あんた毎日何やってるのよ！」

「うるさいなあ！　アリシア！　俺が何しようがお前に関係ないだろ！」

「あんたね！　噂うわさされてるわよ！　今にも吐はきそうな顔で医務棟とうに駆かけ込んでいた姿を見たって！　もしかしてヤバい薬使ってるんじゃないの！　こら待ちなさいよ！　逃にげるなシューヤ！」

　相変わらずのやかましい二人だが、その関係性が少しだけ羨うらやましい。

　何も考えずに、ありのままの姿でシャーロットと二人、道みち端ばたを歩ければどれだけ幸せだろうか。

　今ではコソコソと自室に隠かくれ、二人だけの時間を過ごしている俺たち。

　他国からの留学生であるネオン王子にしか俺たちの関係を打ち明けることが出来ていない。

「……坊ちゃん。どうしたんですか？」

「ああいや、何でもないよクラウド。それで？　ネオン王子は相変わらず真ま面じ目めちゃんなのか？」

「以前とは別人。本当に坊ちゃんと迷宮ダンジヨンに潜って変わりました、何があったんですか？」

「変わった理由に関しては俺も見当がつかないな。それでクラウド、話ってなんだ？」

「坊ちゃんが先ほど見つめていた、シューヤ・ニュケルンに関し……これまでとは少し気色が違ちがうというか」

「おい。ネオン王子はもうシューヤには興味が無くなったって言ってたぞ？」

「興味が無くなったのは事実なんですが、今度は心配しているというか、シューヤ・ニュケルンを怪け我がさせたくないのなら、暫しばらくの間、医務棟に監かん禁きんするのはどうだ、なんて」

「……は？　シューヤを監禁？」

　ネオン王子は迷宮ダンジヨンから戻もどってきてから、シューヤに関する興味を格段に失っていた。

　一体、迷宮ダンジヨン内で一歩も動かなかった癖くせにシューヤの何が分かったのか。




　しかし、その日から。

　俺はシューヤにまつわる噂うわさを数多く耳にした。

「二年生の中に怪あやしい薬に手を出してる奴やつがいるって噂聞いたか？」

「あれだろ？　最近よく授業をサボり始めたあいつ。名前忘れたけど、あの髪かみの赤い──」




　連日、医務棟のお世話になっているとか、変な薬に手を出したとか。

　たまに二日酔よいのように朝ふらふらしていることがあるとか。




　だけどこの時、俺はまだ──シューヤだけが事態の核かく心しんに近づいていることを知らなかったのだ。








間章　シューヤの冒ぼう険けん









「シューヤ！　まさかお前が迷宮ダンジヨンを攻こう略りやくするなんてさ！　どうせお遊びで冒険者やってるんだと思ってたよ！」

「迷宮ダンジヨンに潜った時の話、もう一度聞かせてくれよ！」

　迷宮ダンジヨンを攻略し、学園に戻ってきたシューヤ・ニュケルンは一いち躍やく、学園中の時の人となった。

　授業の休み時間や、放課後には彼のもとに学友が集まり、栄光を称たたえられる。

　冒険者登録をしている生徒はそれなりに存在するが、見事に両立してみせる生徒の数は少ない。

「迷宮主ダンジヨンマスターはどんなモンスターだったんだよ！」

「一人で潜ったわけじゃないんだろ！　パーティ構成を教えてくれよ！　女冒険者とのラブロマンスはあったか!?　おい、俺達の仲だろ、秘密は無しで行こうぜ！」

　しかし、シューヤが浮うかない顔をするのは、彼が経験した冒険は皆みなが夢想するような格好いいものではなかったからだ。

　むしろ、真逆。

　薄うす暗ぐらい地下へと続く奈な落らくの底。

　泥どろ臭くさく、汗あせと苦難にまみれた冒険であった。

　そもそも迷宮ダンジヨンは生まれたばかりで、迷宮主ダンジヨンマスターは存在せず。最深部に到とう着ちやくしただけで、シューヤは迷宮ダンジヨン攻略者になることが出来たのだ。

「何浮かない顔してるんだよ！　勿もつ体たいぶってないで冒険の話、聞かせてくれよ！」

「はぁ……分かったよ。だけど、別に面おも白しろいもんでもないから期待すんなよ」

　冒険は過か酷こくだ。

　それは体力面だけでなく、精神面においても当てはまる。

　長年連れ従った仲間と迷宮ダンジヨンに潜もぐるならまだしも、共に迷宮ダンジヨンへ潜った仲間達は信しん頼らい関係なんて欠片かけらも無かった。

　ただ、迷宮ダンジヨンを誰よりも早く攻略するために纏まとまった、打算的な冒険者集団。

　即そく席せきパーティは信頼関係に欠ける。

　そこで重要なのが、リーダーの存在だ。

「一番苦労したのはあれだ。レイスが出て、大変だったんだよ。仲間の中には誰も光の魔ま法ほうの使い手がいなかったから。レイスに肉体はないから、俺達が逃げるしかなかったんだ──」

　だからシューヤは最も苦労した経験、リーダーとして冒険者を纏めることがどれだけ難しいか、皆みなに語って聞かせたのであった。







「はぁ、俺なんかが迷宮ダンジヨン攻略者扱あつかいされて本当にいいのかなぁ……」

　男子寮りよう二階。

　そこがシューヤの部屋だ。

　一階に住む平民達のように相部屋じゃないけれど、広さは最小限。シューヤは自分のベッドで横になりながら、思いを馳はせる。

「迷宮ダンジヨン攻略って言ったって今思えば、他の冒険者達の姿も全然見なかったし、何かおかしかったんだよなぁ。皆は運も実力のうちだって言ってくれたけど」

　初めて冒険者チームでリーダーを務めた。

　進む道を決めるであったり、休きゆう憩けいするタイミングの決定だったり、食料の配分だったり。

　メンバー間で不和が起きないように、一人一人の体調にも気を配った。これまではやりたいようにやってきた冒険とは一線を画す、過酷な旅だった。

「もしも浄火レイドを使えるようにならなかったら、今いま頃ごろ俺死んでたのかな……」

　仲間は迷宮ダンジヨン冒険者としての、実績が浅いメンバーばかりであった。

　だから、仲間の一人がレイスに取り込まれて、目覚めなかった時は焦あせったものだ。

　一度、レイスに囚とらわれてしまったら、光の魔法で祓はらうか、事前に薬を飲んで耐たい性せいを高めるしかない。

　だから、あの場で浄火レイドに成功したのは奇き跡せきとしか言いようがなかった。




『光の魔法は確かに闇やみのモンスターに有効です。ただ、光の魔法使いは希少で荒あら事ごとには向きません。しかし、気を落とすことはありません！　水や火の魔法使いでも、闇のモンスターに対たい抗こうする手段は幾いくらでもあるのですから！』




「……俺があの魔法を使えるようになったのって全部、あの授業のお陰かげだよな」

　ネオン王子と共に、学園に二人の教師がやってきた。

　二人ともある意味で有名人。

　一人はあの公こう爵しやく家お抱かかえの騎き士し。公爵家デニングの人間が魔法学園の先生なんて前代未聞の事らしく、一体目的は何なんだろうと誰だれもが考えた。今では有望な生徒を軍人にスカウトするための、調査をしているんじゃないかという結論に落ち着いた。

　授業は戦い方の一点集中。

　あの公爵家の騎士であることから、最初はどれだけ厳しい人間なんだと皆から恐おそれられていたが、実際は面めん倒どう見みのいいお兄さ、いや、おじさんだ。




　そして学園にやってきたもう一人が、シューヤの命を間接的に助けたのだ。

『私の言うことを真面目に受け取らない者が多いのは承知しています！　ただ、私は困難が皆みな様さまの身へ突とつ然ぜん訪れた時、生き残るためのヒントを与あたえているのです！」

　シューヤに浄火レイドという起死回生の導きをくれたアルル先生である。

　彼女が光の魔法以外で闇の眷けん属ぞくを祓う方法を、シューヤであれば火の魔法、浄火レイドが役に立つと授業で教えてくれたから、こっそり練習していたことが役に立ったのだ。




　最近、アルル先生は体調を崩くずして、医務棟に入院しているらしい。

　職員の付つき添そいに従いながら、扉とびらの前に立った。

　シューヤ・ニュケルンという生徒は、アルル先生に反はん抗こうしていた生徒の一人。そんな彼の来訪にアルル先生は驚おどろいていたが、すぐに快く受け入れてくれた。

「俺、誤解していました……先生の授業が無かったら今頃俺は死んでいたかもしれません」

　噓うそじゃなかった。

　浄火レイドを覚えるきっかけになったのは彼女の授業。

　アルル先生は口を酸すっぱくして、闇の魔法に対抗するためにヒールや浄火レイドを覚えるよう言っていた。

「ミスタ・ニュケルン。私の教えが役に立ったこと、とても嬉うれしいですよ。闇のモンスター相手であれば、誰もが光の魔法を試します。しかし、光の魔法以外にも彼らを祓う方法はあるのです」

　シューヤにとっての命の恩人は授業中とは打って変わって、穏おだやかな笑えみを崩さない。

　雰ふん囲い気きの違いに驚くが、迷宮ダンジヨン攻略で長らく学園を留守にしていたシューヤは、どうしてアルル先生が入院していたのか分からなかった。

「あの。アルル先生は、どうして、体調を崩されたんですか？」

「……恥はずかしい話だけど、ちょっと頑がん張ばり過ぎたのかも。私って元々は静かで大人しくて、授業で見せていたような性格とは正反対。神様はきっと、私に少し落ち着いたらどうだって言いたいのでしょうね」

　恥ずかしそうに微笑ほほえむ姿を見て、シューヤの心に浮かぶ一つの気持ち。

　やけに暗い話題が中心で、授業後には沢たく山さんの宿題を出し、生徒から煙けむたがられているアルル先生の魔法学。

　あの姿はきっとアルル先生にとって、生徒に伝えたい熱い思いがあるからだ。

　先生の言葉によって救われたシューヤは、今になってあの授業がいざという時にどれだけ役立つかを理解した。

　だから、こんな言葉が出るのも当たり前のこと。

「俺、何か先生の役に立ちたいです」

「……え？」

　この人の役に立ちたい、少しでも感謝の気持ちを伝えたい。

　思い立ったら即そく行動のシューヤらしい素す直なおな気持ちに、ベッドで横になっていたアルル先生はパチパチと目を瞬しばたたいて。

「あの……でしたら、お願いしたいことがあるんですが」

　いつもの授業とは打って変わって、控ひかえめな様子で喋しやべり出したのであった。




　　　　●




「ミスタ・ニュケルン。あの……これから私が話す内容に疑問を持たず、そして誰にも喋らないって誓ちかってくれますか？」

　アルルは今回、魔法学園に復学するに当たり、覚かく悟ごを決めて実行したことがある。

　彼らに今、何が必要なのか。

　全ては学びの途と上じようにある生徒らに、自分が与えられる最高の授業をするためだ。

「え……アルル先生。誰にも言っちゃだめって……俺、何かやばいこと、させられるんですか？」

「あ！　いえいえ、そういうわけじゃないんですよ。ただ、私がそんなことを考えているなんて誰にも知られたくなくて……」

「アルル先生！　俺は誰にも何も言いませんから信じて下さい！」

　そして、アルルは気付いた。

　学生達はモンスター襲しゆう撃げきを経て、未いまだ心に深い傷を負っている。

　生徒達にはモンスターへの理解が必要だ。

　だからアルルは授業の中にモンスターへの対処法を随ずい所しよに盛り込むことを、学園長に直じき訴そしたのだ。

「ありがとうございます……うっ」

「アルル先生、やっぱり体調が悪いんですか!?」

「大だい丈じよう夫ぶです……ただここ数日、以前にも増して体調が悪くなってしまって……」

　そして、アルルの授業は実を結んだ。

　冒ぼう険けん者の顔も持つシューヤ・ニュケルンが、自分の授業を受けたおかげで、闇のモンスターに対処出来たというのだから。

「何か原因があるんですか？　身体に悪いものを食べたとか」

「そんな。デニングさんみたいなことはしませんよ。ふふ」

「そ、そうですよね！　あいつとは違ちがいますよね！」

　いつもは自分の授業に反発する彼に対して、弟子のような気持ちさえ持てたのだ。

　不思議な生徒。自分の意見をはっきり打ち出し、嫌いやな感じもしない。

　だから、彼女は彼にだけは打ち明けることにしたのだった。

「ミスタ・ニュケルン。貴方あなたも知っている通り、私は長い間、レイスに囚われて、意識を失っていました。だから、何となく分かるんです。今この学園に、レイスが集まっているのではないかと」




　　　　●




「アルル先生。やっぱりまだ疲つかれているんだろうな。学園がレイスを呼び寄せているかもしれないって、ここは迷宮ダンジヨンじゃないんだし……」

　アルル先生からの頼たのまれごと。

　それは好こう奇き心しん旺おう盛せいなシューヤからしても、常じよう軌きを逸いつしていると言わざるを得なかった。

　学園ではシューヤは変わり者だと思われているが、生徒から思われている程ほどに彼は単純な生徒ではない。

　様々な経験を経て思し慮りよ深くなっていたし、あの王室騎士ロイヤルナイトに才能を認められたこともある。

　最近は迷宮ダンジヨンの攻こう略りやくをも達成し、その実力にも磨みがきがかかってきた。

　そんなシューヤをしても、アルル先生のお願いは驚きよう愕がくと言うほかなかった。

『ミスタ・ニュケルン。私も闇やみ雲くもに探してほしいと言ってるわけじゃないんです。この学園内に幾つかレイスが寄り付きそうな場所の心当たりがありますから、その場所に行けば浄火レイドが使える貴方なら分かる筈はずです……』

　学園にレイスが寄り付いているかもしれないから、自分の代わりに確かめて欲しい。

　そんな素すつ頓とん狂きようなお願いとともに、アルル先生から実際に現地の確認をお願いされたのは三箇か所しよ。

　違い法ほうな薬物が廃はい棄きされたと噂うわさされる池。魔法学園再建時に取り壊こわされた、違法な研究を行っていたらしい校舎の跡あと地ち。そして、最近学園を襲撃したモンスターの墓場。

　だけど、その場所へ向かう前にシューヤにはやるべきことがあった。




「学園に、レイスが入り込んでる可能性があるらしい。お前の力を借りたいんだ」

　男子寮りようの二階、シューヤの部屋はガラクタで溢あふれている。

　彼は迷いなく、棚たなの中に仕し舞まい込んでいた小箱を自ら開け、それを取り出した。

　布に包くるまれた透とう明めいな水すい晶しよう玉だま。

『久しぶりじゃがシューヤ、この力は使わないのではなかったのか』

「……俺もそのつもりだったけどな。ちょっとだけお前の力に頼たよろうと思うんだ」

　水晶を取り出すと、頭の中に響ひびく老練な声。

　確かに、絶対におかしい。

　どうして今まで疑問に思わなかったんだろう。

　この水晶は意志を持っているかのように、シューヤの頭の中に直接声を届けてくるのだ。

　迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターからは、二度と使わないほうが身のためだと忠告を受けた。

　過ぎたる力は身を滅ほろぼす。

　迷宮都市ゼネラウスで必要以上の力を得たシューヤは、いつしか気を失っていた。ギルドマスターが言うには、自分はこの水晶に操られていたような状態であったらしい。

『ほう、レイスか。あんな価値無き生き物に興味を持つとは、可お笑かしな奴やつだ』

「煩うるさい。お前、宝探し、昔から得意だったろ？」

『レイスは存在感が薄うすい。よほど近づかねば、儂わしとて気付けんぞ』

「大丈夫。場所の当てはあるんだ」

　水晶を摑つかんで部屋を出る。

　ギルドマスターには忠告を受けたが、シューヤには自信があった。

　自らの力を王室騎士ロイヤルナイトにも認められたし、迷宮ダンジヨンを潰つぶすこともできた。

　今ならこの水晶に宿る力を使いこなせるんじゃないか、そんな自信だ。

　それに昔から探し物をする時は、いつもこの水晶を頼っていた。

　一種のジンクスのようなものだった。










　有毒ガスが発生していたとされる池。過去に違法な研究が行われていたらしい更さら地ちは旧校舎跡地と聞いた。

　それらは全て学園の暗い歴史の産物らしい。

　今は更地となった場所に足を運び、言われた通りに浄火レイドを試したが何の痕こん跡せきも感じなかった。

『その人間の言葉は信じるに足るのか』

「さあな。だから、確かめるんだよ」

『……相変わらず、お人ひと好よしなことだなシューヤ』

　当たりだったら、レイスが消しよう滅めつする際にはっきりとその姿が見える筈。

　レイス。

　彼らは本当の意味で死ぬ際きわにのみ、その姿を現す特とく殊しゆな生き物。

　身体の形は動物だったり人間だったりモンスターだったりと様々で、生前の姿が薄うつすらと浮うかび上がる。




　元々、アルル先生の考えをシューヤは完全に信じていたわけではない。

　むしろ、可能性としてあり得ないと考えていた。

　幾いくらアルル先生がレイスに敏びん感かんな感覚を得ていたとしても、だ。

「先生は間ま違ちがっていない。先生の言葉が俺を救ってくれたんだから」

　ぶつぶつぶつと、呟つぶやきながら深夜の学園を徘はい徊かいするシューヤ。

　だが、今の彼の頭の中、大半を占しめているのはアルル先生への恩義のみ。

　ノーフェイスが呼び寄せたレイスによって数ヶ月、眠ねむり続けたアルル先生。

　少しでも不安を感じているなら、その元を取り除いてやりたかった。

　シューヤはアルル先生の言葉を思い出す。

　次なる目的地は、確か──。




『ミスタ・ニュケルン。学園を大量のモンスターが襲おそった事件、デニングさんが倒たおした黒こく龍りゆうも全て火か葬そう場ばで焼かれた、と』

『でも、アルル先生。俺。焼かれたモンスターは事前に光の魔法で浄化されたって聞きましたけど』

『それは一いつ般ぱん的なモンスターであればの話ですよ。長い時を生きた存在の後こう悔かいや怨おん念ねんはそう簡単に取りきれるものではありません。だからこそ、私はあの場所がレイスを引き寄せている可能性が高いと考えるのです』




　石造りの巨きよ大だいな火葬場。

　周りは背せ丈たけの低い雑草に覆おおわれていて、目当ての建物に近づいて目を凝こらせば、雑草の上に何か白い粉が降りかかっているようだった。

　ここにあの日、学園を襲ったモンスターが眠っている。

　今でも夢に見る黒龍の圧あつ倒とう的な恐きよう怖ふ。

　あれに一いつ瞬しゆん立ち向かうことが出来た勇気を、シューヤは誇ほこりに思っていた。

　そして、地面に落ちる真っ白な灰に手をやれば。

「噓うそだろ？　なんで灰が温かいんだよ……」

　まるで昨日、何かを焼いて、この地に撒まいたかのように。

　ここで何かを焼いたとすれば、それは一体何なのだろう。

『いるぞ。シューヤ。大量のレイスがな』

　間違いない。

　水晶の声に、シューヤは心の中で同意する。

　迷宮ダンジヨンの中で、レイスがやってきた際に覚えた感覚。

　仲間たちを狂くるわせた言葉に出来ないこの……心をかきむしられるような気持ちを、シューヤが忘れるわけはなかった。

　目には見えないが、レイスがいる。

　勝手に右手が腰こしの杖つえを探り、迷宮ダンジヨンの中で開花した魔法を放つ。

「浄火レイド！」

　杖の先から白い閃せん光こうが迸ほとばしり、レイスの確かな姿が幾つも浮かび上がった。







「はぁ、はあ」

　目の前が真っ白になり、いつの間にか膝ひざをついていた。

　まだレイスの気配を感じるが、確実にその数を減らせたはずだ。

　浄火レイドは魔まを滅めつする火の魔法だ。

　効果は光の魔法や、ヒールには及およばないため、火の魔法の中では使用者の少ない魔法だ。

「……まだまだ存在は感じるけど今日はこんなところか」

　後は朝から晩まで何回か繰くり返して、アルル先生にレイスはいなかったと報告すればいい。先生に余計な心配は掛かけたくなかった。

「ふう」

　今日は部屋でぐっすりと眠れそうだと、快かい眠みんの予感に頰ほおを緩ゆるませたその時だった。

「お前……！」

　突とつ然ぜん背後から重たい衝しよう撃げきを浴び、草むらに倒れ込んだ。

　痛みを感じるよりも先に、地面から放たれる匂においに頭がくらくらとした。そして背中に感じるじんじんとした痛みに、ようやく頭が誰だれかに蹴けられたのだという事実を理解する。

「だ、誰だ！」

「……許さないっ！」

　女の子の声だ。

　シューヤが判断できたのはたったそれだけ。

　直後、シューヤの身体が宙を舞まった。

　想像だにしない衝撃を受け、数メートルは身体が吹ふっ飛ぶ。

「がは」

　シューヤはむせかえりながら口元に手をやると、血の痕あとがこびりついている。

　それでも何とか顔を上げるとそこにいたのは最近すっかり大人しくなったと噂される、あのバカ王子の従者だった。

　存在だけは知っていたが、いつも王子の後ろに隠かくれるようにしていたのでその声も聞いたことがなかった。

「……おい、お前はあいつの従者だろ！　まさかここにレイスがいたことを知っていたのか」

「邪じや魔ま……しないで！　迷めい惑わく……掛けてないでしょっ！」

　思えばシューヤが彼女と関わりを持つのは初めてのことにもかかわらず彼女は感情をむき出しにして、シューヤを威い嚇かくする。

　彼女が腕うでを振ふり上げると、シューヤは腰を抜ぬかした。

「ひっ」

　説明もつかない恐怖を味わったからだ。

　首の根っこを摑まれたような。彼女がその手を振り下ろしたら自分が死ぬ。

　確信があった。

　数秒の沈ちん黙もくの後彼女はそのまま、モンスターの怨念が染しみ込んだ草むらを後にしていく。

　別れ際に見せた泣きそうな顔がなぜか印象的で。

　一方的に暴力を受けたにもかかわらず、シューヤは後味の悪さを感じていた。







「……はぁ。意味がわからねえ」

　翌日ベッドの中でシューヤは頭を悩なやませていた。

　今日も昨夜と同じようにあの場所へ行って浄火レイドを使ったが、今夜はあの子は現れなかった。

　ネオン王子の従者があの場にいた理由が全くわからない。

　レイスに惹ひかれたとでも言うのか。

「……アルル先生には何も無かったって言っちゃったけど、あれでよかったんだよな」

　アルル先生には、火葬場も含ふくめて何も異常がなかったことを伝えておいた。

　先生のすごくほっとした顔を見ると、あの場で起きていた異常を報告する気にはなれなかった。

「でも、レイス対策に、あれを買ったのは結果的に良かったな」

　迷宮ダンジヨン攻こう略りやくしたことで纏まとまったお金を手に入れた。

　冒ぼう険けん者の仲間には馬ば鹿かにされたが、シューヤが購こう入にゆうしたのは、一時的に異常耐たい性せいを高める薬だ。冒険者のなかでは、数日は死んだような気分が続くと名高い薬。

「……」

　気は進まないが、机に置かれた粉薬の一つを手に取った。

　確信は無いけれど、あれだけの濃のう密みつなレイスの気配。

　しかも、アルル先生は既すでに学園がレイスに囚とらわれているかもしれないと言っていた。

　もしも自分自身が既にレイスの力に囚われているならば、この薬を飲めばレイスの夢から覚めることができるに違ちがいない。

「明日、授業休むことになるかもな……ああでも、テストが近いし……今サボったら大変なことになる……」

　レイスの力が毒であるというのなら、この薬はレイスの力を上回る猛もう毒どくのようなもの。

　猛毒の効果、広く知られている副作用は翌日以降にやってくる。

　身体の痺しびれから吐はき気け、明日は朝から医務棟とうに駆かけ込むこと間違いなしだ。

「でも、何も問題がなければ。全ては勘かん違ちがいだって可能性もある。いやいやむしろそっちの方が高いだろ。だったらこの薬の効果に苦しむのも明日だけ、よし」

　シューヤは意を決して、飲み込んだ。







　その夜、シューヤは不思議な夢を見ていた。

　それはクルッシュ魔法学園を歩きまわる夢であった。

　見慣れた光景なのに不思議とワクワクが止まらなかった。そういえばこの気持ち、学園入学後は毎日味わっていたかもしれないと懐なつかしい気持ちを思い出す。

　だけどこれは夢だとすぐに分かった。

　自分の隣となりにネオン王子がいたからだ。

　しかも、ネオン王子の横顔を見て、嬉うれしいと思うなんてありえない。

「ネオン様……レイスの力を解放……皆みな、寝ねてる」

「よくやった。ふむ、空を見ろ。奴やつらも待ちくたびれていたようだ」

　じっくりと視線が上を向いていく。

　明るい夜空しか見えないと思っていたこの場所を、上空にいる何かがじっとこちらを見つめていた。

　鳥ではない、あれは人型。

　初めは翼つばさの生えた人間かと思ったが。

「やっと見つけたぞ、ネオン王子」

　──噓だろ。

　冒険者であるシューヤにとっては、書物の中で何度も目にした覚えがある。

「戦いの地にこの場所を選ぶとは殊しゆ勝しような心こころ掛がけだ。しかし、お前を殺さねば、我われ々われが殺されるのだ。恨うらむなよ」

　赤い両目を持つモンスタ──吸血鬼ヴアンパイアだ。

　ざわと、鳥とり肌はだが立った。

　闇やみのモンスター筆頭格。狡こう猾かつで、残ざん忍にん。

　そんな吸血鬼ヴアンパイアが数十体近くも空に佇たたずんでいる。その中の一体が空から、自分の首めがけて落ちてきて──そこでシューヤは夢から目覚めた。







「はぁっ、はあ。なんだ、今の夢はもしかして薬を飲んだからか？　副作用はまだ出ない筈はずだけど……水、飲もう」

　さっきの夢を見たせいか、寝ね汗あせがひどい。

　汗を拭ぬぐいながら、水を飲もうとすると、暗闇の中に見なれぬ誰かが立っていることに気づいた。驚おどろいて、声も出なかった。

　一度、目を擦こするが、間ま違ちがいない。

　そこにいたのは、最近は大人しくなったと話題の人物。

「よくぞ真実に辿たどり着いた。見事だと言いたいが、これは我の戦いなのだ」

　シューヤより遥はるかに高貴な存在だが、衝しよう突とつした回数は数えきれない。

「今見たことを全て忘れ、我らの邪魔をしないでくれないか」

　その姿は、初めて見た時と同じように高貴さに溢あふれていた。

　初めて見る王族としての姿に、変な汗が出てくる。

「シューヤ・ニュケルン──この通りだ」

　あの……ネオン・ドストルが自分に頭を下げている。

　そこから、シューヤの葛かつ藤とうの日々が始まったのであった。








四章　学園の異変









　シューヤがおかしくなった。

　そんな噂うわさが耳に入ったのは、あいつがちょっとしたヒーローになってから数日後。

　シューヤがおかしくなるのは、いつものことだ。この前だって急に冒険者として迷宮ダンジヨンに旅立つし、あいつの突とつ拍ぴよう子しもない行動には慣れている俺だけど。

「あいつが医務棟で暴れたって……？　懲こりないなあ、また誰かと喧けん嘩かでもしたのか」

　シューヤがここ数日、医務棟に担ぎ込まれているらしいのだ。

　確かに寝ね不ぶ足そくで授業中に怒おこられるシューヤの姿はよく見た。

　だけど、医務棟に連日出入りする姿を見られているって、あいつ一体何をしたんだ？




「──で。アリシア、お前はシューヤの馬鹿な行動を止めるよう、何とかしてほしいってことか。俺は何でも屋じゃないんだけどな」

「そうよ……あいつがおかしな行動をするのはいつものことなんだけど、今はほら……ドストル帝てい国こくの馬鹿王子もいるじゃない。この前の喧嘩は大事にならなかったけど、馬鹿王子に迷めい惑わくを掛かけたら大変なことになるかもしれないでしょう？」

　さもありなん。

　アリシアはシューヤがまたおかしな事件に首を突つっ込んでいるんじゃないのかって心配しているようだ。でも、迷宮ダンジヨンから戻もどってきてからネオン王子は誰だれに迷惑を掛けることなく、学園生活を過ごしているとのことだ。

　シューヤとは真逆である。

「アリシア。シューヤが医務棟のお世話になってるって話はどういうことだよ」

「私だって知らないわよ。ただ、あいつ。朝はふらふらしていることが多くて、夜中にどこか出歩いているんじゃないかしら」

「出歩くってどこにだよ」

「そんなの知らないわよ。だから、あの馬鹿シューヤが何をしているか貴方あなたに調べて欲しいって言ってるの！」

　アリシアはシューヤの馬鹿さ加減をよく知っている。

　何か面めん倒どうごとに巻き込まれているんじゃないのかと思っているんだろう。

　何で俺が、と思わないでもないが、俺もシューヤの行動には興味があった。

　少なくとも、ネオン王子が学園を去るまでは問題を起こしてくれるなよ。

「それより、スロウ。貴方も貴方よ。暫しばらくどこに行ってたの？」

「ネオン王子とちょっと旅行にな。どこに行ったか知りたいか？」

「やめて。面倒ごとに巻き込まれるのは勘かん弁べんだから」

「……ご立派なことだ」

「触さわらぬ神に祟たたりなし。スロウが戻ってきて数日寝込んでたのは知ってるから。あの馬鹿王子に連れ回されたんでしょ。私は絶対にごめんだわ」

　アリシアは明確に拒きよ絶ぜつした。

　こいつはあの馬鹿王子には完全に我関せずの立場を貫つらぬいている。

　シューヤと行ったヒュージャック横断や、迷宮都市ゼネラウスでのこと。苦い思い出なんだろう。

「じゃあ豚ぶたのスロウ。シューヤのこと、頼たのむからね」

　とか言いながらさ。

　シューヤの心配をする辺り、アリシアは今後も苦労し続けるんだろうな。




「さて、シューヤがいそうな場所といったら」

　授業をサボり、あいつを捜さがす。

　午後はロコモコ先生の授業が中止になったからちょうどよかった。

　もう少ししたらテストがあるけど、あの人は実技を重要視するから、俺は授業に出なくても良い成績が取れるだろう。テストでは森の中で何かをやるみたいだけど、急に森の中からモンスターがいなくなったらしく、遠出して探さないとってこの前ぼやいていた。

　俺にテストの内容を明かしてもいいのかよって思ったけど、ロコモコ先生らしい。




　さて、問題はシューヤだよ、あの馬鹿だ。

　医務棟に連日連れ込まれるって、中々ないことだぞ。

　迷宮ダンジヨンでは王子らの妨ぼう害がいがあって相当苦労しただろうに、今度は何に首を突っ込んでるんだよ。本当にトラブル体質というか、なんていうか……。

　テストが近いからか、いつもより閑かん散さんとした午後の学園を歩く。

　授業の無い皆は図書館にでも籠こもって勉強しているんだろう。

「おい、シューヤ。何やってるんだよ」

　だから、周りを気にしながらこそこそとしているシューヤの姿はよく目立った。

「シューヤ！　おい、見えてるんだよ！　無視するなって……ん？」

　声をかけようとして、途と中ちゆうでストップ。

　こそこそと隠かくれるようにして、辺りを見み渡わたすシューヤの姿。

　フリーズした。顎あごが外れそうになった。だって、あいつは──。

「は！　何で！」

　なんであの野や郎ろう、あの水すい晶しようを持ってるんだよ！

　火の大精せい霊れいとの意い思し疎そ通つうに必要な極きわめて危険なマジックアイテム。

　迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターに言われて、封ふう印いんしたんじゃなかったのかよ。

　あんなものを持ち出して、この魔ま法ほう学園で一体何を始めようっていうんだ。

「シューヤ！　おいシューヤ!?　ちょっと待て！」

「……え、デニング！　なんでお前がここにいるんだよ！　ロコモコ先生の授業はどうしたんだよ！」

「先生の授業は中止になったんだよ！　それよりシューヤ、ちょっと来い！」

　俺は奴の首根っこを摑つかんで物もの陰かげへと連れ込んでいった。

　誰かが豚ぶた公こう爵しやくがカツアゲを再開だーとか言ってたけど気にするもんか。




　路地に連れ込んで、思わずこいつを壁かべに押し付ける。

「な、何だよ！　デニング！　お前、今はロコモコ先生の授業中だぞ！　授業サボっててもいいのかよ！」

「それよりお前が持ってるそれはどういうことだよ！」

「急に何だよ……放せって！」

　シューヤは俺の言葉が水晶を指していることに気づき、バツが悪そうな顔をした。

「お前。それは危険なマジックアイテムだからもう使うなって迷宮都市ゼネラウスのギルドマスターにも釘くぎを刺さされたんだろ。それは人間を迷わす呪のろいのマジックアイテムだぞ」

「それは……」

「あの時、お前自分がどうなったかもう忘れたのかよ！」

　火の大精霊エルドレツドが眠ねむる水晶だ。

　迷宮都市ゼネラウスではシューヤに過か剰じような力を与あたえた。だが、この世界で今のところこの中に火の大精霊エルドレツドが眠っていることに気づいているのは俺とギルドマスターの二人だけ。

「分かってるけど……俺はこいつとずっと一いつ緒しよにやってきたんだよ。今までに何度も救われたことだってある」

　実際、この水晶は非常に危険なマジックアイテムなのだ。

　このまま使い続ければ、シューヤの精神汚お染せんが広まってしまう。

　それだけは避さけないといけない。

　しかし今のシューヤはこの中に、おかしな存在がいることに気づいているっていうのに。

「デニング。お前の言うことはもっともだと思うよ。俺も少し前まではもう二度とこの力に頼たよらないと思っていたし……」

　歯切れの悪い言葉だ。

　いつものシューヤらしくないと言えばらしくない。

「でもな……俺は気づいたんだよ。大いなる危機の前には、多少の毒は飲み込む必要があるってことに。だから、この手を放せよデニング」

　今度は俺が睨にらみ付けられ。

　その迫はく力りよくを感じると同時に、手が払はらいのけられた。

「はあ？　大いなる危機？　何だよ。もしかしてお前まだ頭の中が冒ぼう険けん気分なのか？　そりゃあ確かにお前が迷宮ダンジヨンを攻こう略りやくしたのは凄すごいと思うけど……今、この学園にはネオン王子がいるんだ。変なことに首を突っ込むのは勝手だけどな、王子に迷めい惑わくをかけるようなことだけはやめてくれ」

「あの馬ば鹿か王子か……」

　するとシューヤは突とつ然ぜん沈ちん黙もくした。

　おいおい何だよ、まさか王子に関係があるってのか。

　正直、俺はあの迷宮ダンジヨンでの経験がトラウマになっている。

　だから、出来るだけ関わりたくはなかった。

　数秒間の沈ちん黙もくの後、シューヤは顔を上げた。

　鋭するどい視線で俺を見つめる。

「……デニング。学園長に俺達二人が呼ばれた、あの日を覚えてるか？」

「覚えているけど、あれがどう今のお前と関係があるんだよ」

　あの頃ころは確か……俺が真っ黒豚公爵から真っ白豚公爵になろうとして、シャーロットと一緒に友達大作戦とかいろいろ考えていた時期だ。

　食堂でご飯を食べていたら学園長の部屋に呼ばれて……。

　シューヤと一緒に学園に潜ひそむ闇やみについて、聞かされたんだ。

　遂ついに主人公イベントきたああああああって嬉うれしかったのを覚えている。

「あの時はさ、デニング。お前がノーフェイスを見つけたんだよな。俺はロコモコ先生が張った結界の外にいてさ、何も出来なかった。あの時の無力感、今でもはっきりと覚えているんだ。アリシアが連れていかれそうになって、俺は何も気づけなかった」

「……そうだったな」

　ノーフェイスがアリシアを連れていって、アリシアは俺にだけ分かる言葉で話しかけてくれた。あれが無ければ、俺はノーフェイスを逃にがしていただろう。

　そして、ドストル帝国に情報が渡わたっていた。

「──で？　もう一度言うが、あの時のことが今のお前と何の関係があるんだよ」

「今回はあの時と違ちがう。デニング、それだけはお前に伝えておこうと思って」

「気づいた？　何をだよ」

「デニング。今回は、俺が何とかする。お前の出番はないぞ」

　シューヤはぎゅっと水晶を握にぎりなおす。

　いやいや何だよ。

　そういう意味深なセリフは、フラグとしか思えないから本当にやめて欲しい。

　俺はシューヤが持つ水晶をこいつから奪うばい取りたい衝しよう動どうにかられた。

「ギルドマスターは、確かにこのマジックアイテムは使うなと言った。でもな、デニング。道具は扱あつかう者次第とも言っていたんだ。俺は今、こいつの力が必要な時だと思っている。だから、一つ忠告をしておく。デニング、あの馬鹿王子に気をつけろ」

　大人びた表情。

　今のシューヤに、実力者達が目をかける理由も何となく分かる気がするのであった。







　呆あつ気けにとられる俺を置いて、シューヤは行ってしまった。

「何なんだよあいつ……」

　それ以外の言葉が出ない。

　でも、確かにあんな様子じゃシューヤがおかしくなったなんて噂うわさが立つのも分かるってもんだ。

　今のシューヤにはどことなく人を寄せ付けない雰ふん囲い気きというものが漂ただよっている。

　全く、俺が迷宮ダンジヨンでのトラウマを癒いやしている間に一体何があったのか。

「ネオン王子に気をつけろだって？　そんなのあいつに言われるまでもないって」

　ネオン・ドストル。

　クラウドが護衛に付くぐらいの大人物だ。ドストル帝てい国こくでは暗殺未み遂すいが日常らしい超ちよう大物。アニメでは出てこなかったが、奴やつが何かを隠していることは明確。

　特に、この学園にやってきた目的とか。あれだけシューヤを気にしていた理由とか。

「……はあ、面めん倒どうだ。あいつが動き出すってことは、何かが起こる前兆なんだよなあ」

　シューヤがこそこそ嗅かぎまわり始めた。そこには、何かしら意味がある。

　あいつには主人公補正みたいなものがついているからさ。

「ネオン王子に、何か聞いてみるか？　いや、はぐらかされるだろうから……攻せめるべきは彼女だな」

　常に共にいる従者。彼女はそそっかしい所がある。口を滑すべらすならスズだ。

「あれは……シャーロット？」

　しかし、俺は珍めずらしいものを見た。

　シャーロットがいた。しかも珍しいことにその傍かたわらにはあの従者、スズ。

　学園にやってきた当初は誰だれかれ構わず絡からみに行っていたネオン王子と違って、スズが学園の関係者と話し込んでいる姿は初めてだった。

　二人して、食堂に入っていく。

「食堂？　もう時間は終わってるはずなのに、なんでまたあの二人が……」







　しかし、あの怪かい力りき従者さんがシャーロットと二人、食堂で何をやってたのか。

　それはその日の夜にすぐ判明することになるのであった。

「食べて……」

　自分の部屋でまったりと過ごしていると、ノックの音。

　規則正しく三回、それは扉とびらの前にいる人がシャーロットである証あかし。

　最近はシャーロットとの夜の語らいが俺の癒しとなっていた。

　ぶひぶひと扉を開けるとシャーロットの後にもう一人。

　ネオン王子の従者さん。迷宮ダンジヨンではシューヤを陰かげから苦しめた女の子。

　あの従者が俺に食べてとご飯を持ってくるなんて誰が想像しただろうか。

「沢たく山さん作ったから……食べて」

「ちょっと待て、説明を求める」

「あ。ごめんなさい。スロウ様、確かにちょっと急すぎましたよね。でも、折角スズさんが作ってくれたから、ちょっと準備しちゃいますね。ほら、スズさん。こっち来て」

「わかった……」

「スロウ様はちょっと待ってて下さい。準備が出来たら呼びますから！」




　そして数分後、部屋に入ることを許された俺を待っていたのは湯気を立てる料理の数々。

　彩いろどり豊かなサラダや、食しよく欲よくをそそる匂においを発する魚ぎよ介かい類るいに見み栄ばえ良く盛り付けられたソーセージ。

「これ。シャーロットが作ったわけじゃないよね」

「私」

　そう言ってスズは自分を指差した。

「……私だから」

　控ひかえめなどや顔だ。

「スズさん。すごいんですよ。あの頑がん固こな料理長がこの子には筋があるって褒ほめてましたから！　料理長は滅めつ多たに人を褒めない人なんです！」

「言われた通りにやれば誰でも……出来る……」

　あのスズが恥はずかしがっている。

　くそ、めちゃくちゃ可愛かわいいじゃないか。ネオン王子も隅すみに置けないなあ。

「でもどうして俺に？」

「ネオン様に出す前の毒味……」

　それを言うなら味見だろと思ったが、野や暮ぼな事は言わずにいただくことにした。

　味は、そうだな。

　シャーロットが作る料理よりも百倍おいしかったと言っておこう。




　自分が作る料理の出来に満足したのか、あの子は食器を片付けてすぐに帰ってしまった。
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　てきぱきと要領が良く、働く子だ。

「シャーロット。いつの間にあの子と仲良くなったの？」

「スロウ様が帰ってきてからです。たまに話すようになって、今日はスズさんが私に料理を教えて欲しいって言ってきたんです！」

　そういえば。

　ネオン王子が野宿の際に、この魔ま法ほう学園で食べる料理はおいしいって言っていたな。

　祖国では常に毒が仕込まれていたから、安心して食べること自体が稀まれなのだと。

「でも、スズさん。なんだか印象が変わりましたよね。最初はすごいとっつきにくかったのに、スロウ様には心を開いているような気がします」

「俺に心を開いている？　冗じよう談だん言わないでよシャーロット。あの子は前と変わらず、ネオン王子以外にはガチガチに硬かたいさ」

「そんなことないですよ。一いつ緒しよに料理をしている間、スロウ様の話を沢山してましたから」

「えっ」

「スロウ様は頑がん張ばったとか、見直したとか。スズさんだったら絶対に耐たえられないような凄すごいことをスロウ様は達成したと言ってましたよ？」

「あの馬ば鹿か王子……」

　迷宮ダンジヨンの中で過ごした何の意味もない一週間。

　何があれくらい、スズなら何の問題もなくやり遂とげる、だ。

　あの子から見ても、あの毎日はとてつもない苦行だったみたいじゃないか！

「そういえば、スズさん。私とスロウ様の関係が羨うらやましいって言ってました。でも、スズさんとネオン王子も仲良さそうに見えますよね」

「そういえばシャーロット。迷宮ダンジヨンからの帰り道の話なんだけど、俺たちの関係……王子にバレちゃった」

　ガチャーンと食器の割れる音がした。

「えええ！　どうするんですかスロウ様！　大問題じゃないですか！　も、もしかしてスズさん、私達の関係、知ってたんでしょうか」

「た、たぶん……」

「ええええええええええ」




　俺達の関係は秘密である。

　それこそ公然とイチャイチャするなんてもってのほか。

　元豚ぶた公こう爵しやくである俺との醜しゆう聞ぶんだ。

　シャーロットは真っ赤になった頰ほおを押さえて、落ち着くまでに相当な時間がかかった。

「スロウ様の馬鹿！　なんでもっと早くに教えてくれなかったんですか……」

「ご、ごめん……」

　だけど、幸せである。

　そうだよ、俺はこういう日常を待ち望んでいたんだ。

　シャーロットと二人で笑いながら過ごす毎日。

　それは争い事や厄やつ介かい事とは無む縁えんで、ただひたすらに心が穏おだやかになる時間。

　心の中でこれからはもっと、シャーロットと二人で過ごす時間を増やそうと決意した。

「そういえば、なんですけど……スズさんから、スロウさんに伝えてくれって言われたことがあって……あの二人、そろそろ学園を出ていくからって」

　初耳だった。

　突とつ然ぜん風のようにこの魔法学園に現れたネオン王子とその従者。

　王子は戦争寸前だったドストル帝国の王子という立場を感じさせない自由奔ほん放ぽうさで、学園中を引っ搔かき回した。

　そんな二人はもうすぐこの学園を出て行くのだという。

　誰にも言わないで。

「それで、ネオン王子が直接、これまでの感謝を伝えたいって……」







　招待状に記き載さいされていたネオン王子の住居が記された地図。

　俺はそれに記載された通りの道順に沿って歩いていく。

「……ほんとにここで合ってるのか？」

　あの用よう意い周しゆう到とうなネオン王子が間ま違ちがえるとは思えないが。

　授業を終えて校舎を出て行く皆みなとは逆方向。階段を上り、最上階を目指す。

　そして本来は鍵かぎがかかっているであろう錆さび付いた金属製の扉に手を掛かけ、力を入れて押してみる。

　すると、俺は目を疑った。

「冗談だろ……」

　学園が一望出来る屋上。

　俺が普ふ段だん勉強している校舎の屋上にハンモックが作られていた。

　俺を呼んだその人は、ハンモックの上に揺ゆられながら何か本を読んでいた。

　扉がひとりでに閉まると、その音で王子は本をハンモックの脇わきに置いてあった机に置いた。

「まさかネオン王子。貴方あなたはこんなところで生活をしていたんですか」

「誇ほこるがいい。招待状を渡わたしたのは、この学園でお前が初めてだ」

「クラウドが王子のお住まいについて口を閉ざしていた理由が分かりました。俺もこれを知っていたら見て見ぬ振ふりは出来ません。一国の王子をこんな粗そ末まつな場所で……」

　屋上にはいつの間にか小さな掘ほっ立て小屋があった。

　騎き士し国家の貴族に生まれた子供でさえ、ここで生活しろと言われたら文句を言うだろう。

　一国の王子が生活する場所にしてはあまりにも質素。

　だが当の本人であるネオン王子は何も気にした風がなく、悠ゆう然ぜんとハンモックに横になっている。

「寝ね床どこと雨を凌しのぐ屋根がある。これの何ど処こが質素だというのか。それに豚公爵、我われらが迷宮ダンジヨンで過ごしたあの場所に比べればここは天国のような場所だとは思わんか？」

「それは……」

　言葉が出ない。

　確かに王子と過ごしたあの場所に比べれば、ここは楽園のように快適だ。

「それにここからは、学園全体が見み渡わたせる。これ以上、王者に相応ふさわしい場所はないであろう。尤もつとも、あの翁おきなには難色を示されたがな」

「それはそうでしょう。天下のドストル帝てい国こくの第二王子を住まわせる場所がここなんて……とても他国には言えた話ではない。どんな歓かん迎げいの仕方だと笑われますよ」

　今にも沈しずみそうな太陽が、王子の横顔を明るく照らしていた。

　しかし、この王子との縁えんも不思議なものだ。

「くはは。天下のドストル帝国だと？　心無いことを言うな豚公爵。南の人間が我が祖国を嫌きらっていることはよく知っている。それはお前も同様であろう」

　ハンモックの傍そばに配置された粗末な机の上には料理の数々。

　そういえばシャーロットが、スズから食材を調達してほしいって頼たのまれていたな。

　これを一人で作ったっていうのなら、あの子には本当に料理の才能があるんだろう。

「スズが、学園の者に料理を教わったと言っていた。感謝するぞ。あれが人にものを教わるために頭を下げるなど滅多にない。スズはどうやらお前達に興味を持ったようだな」

「俺達に、ですか」

「あぁ。もっと正確に言うならば、興味を持ったのはお前達の関係性にであろう。それで、スズからお前をこの場に呼んだ理由は聞いたか」

「シャーロットから、そろそろ学園を出ていくと聞きましたが」

「そうだ。お前には色々と世話になったからな」




　ま、まあな？

　いろいろ世話を焼いてあげた自覚はあるよ。

　クラウドに護衛としての立場以上に、ネオン王子の力になってあげるよう伝えたし、シューヤが気になると言えば、一週間近くも一緒に迷宮ダンジヨンに籠こもってあげたんだからな。

「……しかし、急な話ですね」

　学園に混乱と波乱をもたらしたドストル帝国の留学生。

　貴族と平民問わず語りかけ、その絡からみ方には若干の乱暴さがあったが不思議と憎にくめないその人ひと柄がら。

　初めてネオン王子を見た時。

　あの挨あい拶さつを聞いた時は、ドストル帝国の王子として相応しい王者の貫かん禄ろくを感じたものだけど、今俺が王子に思うイメージはあの時と異なっている。

　血の通った人間、迷めい惑わくだが親しみやすいその人柄。

　王子が学園からいなくなる、少し寂さびしく感じる自分がいることが驚おどろきだった。

「見送りは御ご免めんだ。世話になった者達には、豚公爵。面めん倒どうを掛けるが、お前の口から我が感謝していたと伝えてくれ」

「自分から伝えればいいじゃないですか」

「くはは。お前には、とことん迷惑を掛けておこうと思ってな」

「本当に止やめて欲しいんですが……でもネオン王子、貴方はこれからどこに行かれるんですか」

　帝国から南へ、騎士国家の魔法学園にやってきたネオン王子。

　様々な授業で学んでいるようだが、毎日つるむような友達が出来たわけでもない。

　ただ帝国と南の国々との間で発生していた緊きん張ちよう状態が緩かん和わしたため、興味本位でやってきたのだろうか。

「……ネオン王子？」

　魔法学園への留学を終えた王子が帝国へ帰るのか、それともまた南のどこかへ向かうのか。護衛と称しようす彼女とたった二人で南方へやってきた王子の行き先。

　しかしその問いに王子が答える事は無かった。

　代わりに。

「豚公爵。我は今、気分がいい。一つだけなら、お前が望む質問に何でも答えてやろう」

　それは、これまでさんざん迷惑を掛けてきた俺へのご褒ほう美びか。

　確かに空あき瓶びんが机の上に何本も転がっているが、酔よっているわけではなさそうだ。

　だけど今王子の気分が良さそうというのは間違いなさそうだ。

　ネオン王子に聞きたいことは山のようにある。

　ドストル帝国の内情や闇やみの大精せい霊れいの動き、この学園にやってきた目的。

　だけど、やっぱり。

　あの迷宮ダンジヨン探たん索さくの後から、俺はずっと気になっている。

「ネオン王子。貴方の従者、彼女は人間ではありませんね」

　従者──あの子の話が聞きたかった。

　ネオン王子に常に寄り添そう不思議な少女。

　そう言えば、スズに抱いだいた印象も出会った当初と大分違ちがっている。

　初めは無口で取っつきにくい印象だった。

　だけど、今ではシャーロットと一いつ緒しよに厨ちゆう房ぼうで料理を学ぶぐらいになった。

　そんな彼女の正体に、俺は当たりをつけていた。

　ネオン王子も俺の言葉が多少は不意打ちだったのか、目がすっと細められる。

「人間ではないとすると、なんだ？　あれは人の形をしているが」

「貴方の従者はモンスター、魂鬼ジンだ」

　王子が珍めずらしく固まって、数秒間の沈ちん黙もくが流れた。

　そして流し目で王子は俺に問う。

「何なに故ゆえ、そう思った？」

「ネオン王子。貴方が言えない秘密を持つように、俺にも秘密にしている力があります」

　迷宮ダンジヨンの中で、ネオン王子は彼女を魔ま法ほう使つかいだと言ったが、光の精霊が彼女に力を貸している形けい跡せきは無かった。

　俺の目は、人には見えない精霊を映し出す。

　彼女そのものが精霊のようなものなのだから、精霊が力を貸すわけがない。

「……」

　魂鬼ジン。

　身体に触ふれないで命を奪うばう鬼おに、その神こう々ごうしさから神の化身とも言われるモンスター。

　その恐おそろしい力から、人間だけじゃなくモンスターからも襲おそわれ、急激に数を減らした。

　元々、孤こ独どくを愛するモンスターのため、既すでに絶ぜつ滅めつしたと言われている絶滅種。

　だけど、それ以上の詳くわしい話はいくら調べても分からなかった。これが学園じゃなくて王都なら、もう少し詳しい情報が手に入っただろう。

「あー。いや、王子。言いたくないなら言わなくてもいいんです。誰だれにだって秘密はありますから」

　これは俺とシャーロットの関係に気付いた、ネオン王子へのちょっとした意い趣しゆ返し。

　もしもネオン王子が彼女の正体を否定してきたら、俺は冗じよう談だんですと言おうと思っていた。




　しかし、王子は。

「正解だ。スズは人間ではない」

　俺の予想とは裏腹に、彼女の正体を認めてしまったのであった。

「……あっさりと認めましたね」

「別段、隠かくすことでもない」

　そう言って、深い笑えみを浮うかべながらネオン王子は机に置かれたワインを、最後の一本を飲み干す。ドストル帝国のやり方は知らないが、俺達が住む南の国々では、従者がモンスターなんて許されるわけがない。

　確かにスズはモンスターと言うには余りに人間らしいし、魂鬼ジンは人間と共に生きた時代もあるなんて伝説も残っているが、それでもだ。

「ネオン王子。魂鬼ジンが生きていたことも驚きですが、あれは人の下につくような生き物じゃない。触れることなく生物を殺す、古代に生きたモンスターです」

「魂鬼ジンについて、随ずい分ぶん詳くわしいのだな。確かにあれは気位が高く、孤こ高こうの存在だ。我われは昔、死にかけの奴やつを拾う機会に恵めぐまれてな。初めは我の施ほどこしを受けることも拒きよ絶ぜつしていたが、いつしか懐なつかれた。既に恩は十分過ぎる程ほど返してもらった、これ以上我に仕えなくともよいと言っているのだが、ああ見えて相当義ぎ理り堅がたい」

「ドストル帝国の王子ともなれば、従えるモンスターのスケールも大きいですね。俺の知る常識じゃ死し霊りよう魔ま術じゆつ師しが屍鬼ゾンビを従える。南ではそれぐらいが関の山ですから」

「……屍鬼ゾンビか。いっそのこと、スズが屍鬼ゾンビであれば我もこれほど苦しむ事はなかったであろう」

「どういう意味ですか？」

「我も同じだ。お前が従者である彼女を愛するように、我もまたスズを愛している」

　そしてどこか遠くを見つめるネオン王子の横顔は、吸い込まれそうになるくらい美しく。

　暫しばらくの間、俺は呼吸を忘れ見入っていた。

「……？」

　ちょっと待てよ。

　今この人はとんでもないことを言わなかったか。

「口にすれば、思いのほか気分がいい。そうだ、豚公爵。お前に一つ、言っておく。もしこれから、お前が我を捜さがす必要がある時は、この場所ではなく──」







「……まじか」

　そして、夜がやってきた。

　俺は何やら厄やつ介かい事に首を突つっ込んでいるらしいシューヤを尾び行こうするため、男子寮りようの外であいつが出てくるのを隠れて待っていた。

　シューヤが夕食を食べて、自室に戻もどったのは数時間前に確認済みだ。

　そこからずっと部屋にいることもな。

　しかし集中出来ないのは、ネオン王子から聞いたあの発言のせいだろう。

　ネオン王子は従者であるあの子のことを……。

「……まじでか」

　しかも、一国の王子が従者と一緒になりたいだって？

　彼女は人間ですらないモンスターなんだぞ。

　ネオン王子の望みは俺よりもずっとハード。

　一国の王子がモンスターと結ばれるなんて、解決策が全く浮かんでこない。

　けれど、あの王子ならそれがどうしたと笑い飛ばすだろう。

　今夜はシューヤの監かん視しに時間を使おうと思っていたのに、頭の中は王子のことばかりを考えている。

「あいつ。何をしているんだよ」

　いつの間にか男子寮を出入りする人の数もめっきり少なくなっていた。窓から漏もれる光も、一つずつ消えていく。

　月明かりだけが俺の味方だった。

「……」

　最後に男子寮に帰ってきた生徒の姿を見てから、一時間近くも経過した気がする。

　これはもしかしてあいつ、今日に限って大人しく部屋の中で過ごす気か？

　そう思うと茂しげみの中に隠れている自分がとても馬ば鹿かのように思えてきた。

　自分の部屋に戻るか、戻らないか。終わりのない二択たくに頭を悩なやましていると、次第に睡すい魔まが襲ってくる。

「……」

　このままだと、自分でも気づかないうちに眠ねむってしまってもおかしくなかった。




　　　　●




「──様。また贈おくり物ものが届いた……これで二十個目……」

「捨て置け。どうせ、大したものではあるまい」

　見慣れない部屋の中は、物で溢あふれていた。

　壁かべに掛かけられた絵画、机の上には無造作に宝石が並べられ、天てん井じようにはシャンデリア。

　記き憶おくにないほど豪ごう勢せいな部屋だが、生活感が全くない。

　これは──夢か。

　ここのところ、たまに見る不思議な夢。

　目が覚めたらいつも忘れているけれど、夢の中でははっきり思い出すのだ。

　不思議なことに、この夢の中では俺は、誰かに成り代わり、その誰かが考えていることすら分かるのだ。

「お腹なか減った。これ食べてもいい？」

　俺に声を掛けてきたのは、シャーロットによく似た髪かみを持つ女の子。

　以前に見た夢よりも、少しだけ成長している。

　この夢は、彼女を拾ったあの夜から数年後みたいだ。

「腹を壊こわしても知らんぞ。おい、言ったそばから食うな」

「……舌がピリピリする」

「我の言った通りだろう」

「でも、私なら食べれる……人間用の毒なら平気だから……」

　あの夜助けた女の子、彼女には俺の身の回りの世話をやらせていた。

　特に俺のもとに届けられた贈り物を捨てるのは彼女の仕事だ。

　今日は俺の誕生日。

　国中から届けられた贈り物、その量は部屋を埋うめつくさんばかり。

　前の夢より健康的になった彼女は興きよう味み津しん々しんな様子で、箱の中を開けてみたり、匂においを嗅かいでいたり、楽しげだ。

　そんな彼女の姿を俺は椅い子すに座りながら、眺ながめていた。

「問題ないなら、食べ物は全部お前が食べていい。全てに毒が入っているだろうが、折角丹たん精せい込めて作られたんだ。捨てるのも勿もつ体たいなかろう」

　どうやら俺は退たい屈くつのしない、暗殺の毎日を過ごしているようだった。

　よくもまああれだけバリエーションが思いつくと感心するぐらい、俺は様々な方法で暗殺未み遂すいを受けていた。

「あ、──様。またあの腹黒人間の足音が聞こえた……」

「追い返せ。次に俺の部屋にやってきたら殺すとだけ伝えろ。あぁ、そうだ。お前が陰かげで糸を引いていることが全部わかっているともな」

　贈り物を送ってくる奴らは、皆みなが国内で多大な尊敬を受ける者であったり権力者だったり。

　口々に俺の後見人になると言うが、どいつもこいつも腹の中が透すけて見える。

　奴らは俺が持つ王位継けい承しよう権にしか、興味がない。

　誰を信じたらいいのかと悩むぐらいなら、いっそ誰も信じない方が余程心の安あん寧ねいは保たれる。

「──様が人間嫌ぎらいだって、あいつが言ってた。もはやモンスター狂ぐるいって。アラス氷山に隠した幼体の龍りゆう、手なずけてるのがばれてるみたい……」

「くっはは！　そうか、それはいい！　俺がモンスター狂いか！」

　声を上げて笑ってしまう。

　こんな日々の中で、どうして人間を信しん頼らい出来ようという話だ。

　これならモンスターの方が余程信じられる。

　俺がそう思うのは当たり前だった。
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　──鳥の鳴く声で目覚めた。

　目覚めると頰ほおにざらざらした感かん触しよくがして、ゆっくりと顔を上げる。

　頭の上まで生えた草の感触に一いつ瞬しゆん訳がわからなかった。

　硬かたい地面に、汚よごれた服。ゆっくりと状じよう況きようを思い出す。

「……噓うそだろ」

　どうやら俺は昨夜、シューヤの外出を待ちながら、いつの間にか眠ってしまったようだった。

　眠る瞬しゆん間かんまではよく覚えている。

　ネオン王子の衝しよう撃げき発言が頭にこびりついて、モヤモヤしていたんだ。

　しかし、ネオン王子との旅で鍛きたえられていたせいか、眠ねむ気けは一いつ切さい感じないし、妙みように頭がすっきりしていた。

「え……坊ぼつちゃん。そんな所で何をしているんですか？」

　植木の向こうから、呆あきれるような誰だれかの声がした。

「……寝ねてたんだよ」

　そこには、ちょうど俺が会いたいと思っている人間が立っていた。




「クラウド。お前、俺が道みち端ばたで眠るのが趣しゆ味みの変人だなんて勘かん違ちがいするんじゃないぞ。さっきのはあれだからな、野鳥観察をしてたんだよ」

　部屋の中で熱いお茶を飲みながら、苦しい言い訳を繰くり返す。

　この前はシャーロットには旅の途中で拾い食いをしてお腹を壊したと思われているから、これ以上呆れられるのは嫌いやだった。

「で、こんな朝っぱらから俺に用ってなんだ」

「ネオン王子からシューヤ・ニュケルンに関して新たな要望が。内容が内容だけに、俺も困こん惑わくしておりまして……」

「はぁ……またか。で、王子は何を求めてる？」

「彼を、医務棟とうから縛しばり付けてでも出すなと。あの者を自由にさせていると、命の保障が出来ないと」

「は？　ちょっと待て何だよその要求。ていうか、今ってシューヤとネオン王子って接点あるのか？」

「全くありません。坊ちゃんと共に迷宮ダンジヨンに潜もぐってから、ネオン王子は大人しくなりました。それに俺の知る限り、お互たがい顔を合わせる機会もなく……」

　ネオン王子は、あの旅でシューヤへの興味を完全に無くしていた。

　自分の目的の邪じや魔まにはならないって、言っていた。

　それが一転して、医務棟とうから出すなとはどういうことだろう。

　それもシューヤを縛り付けておかないと、命の危険だなんて。

「……よく、教えてくれたクラウド。この件は俺がシューヤから直接聞き出すことにする」




　シューヤ。あいつが何をやってるのか絶対に問い詰つめてやる。

　固い決心で、あいつがいるだろう医務棟に向かう。

　門を越こえ、池を越え、学園生活とは隔かく離りされた静かな静養の地。

　なのに、何やら聞こえる喧やかましい声。

「また脱だつ走そうしようとして！」

「ここから出してくれって！　別にこんなの大した怪け我がじゃないから！」

　医務棟に向かうと、そこには芋いも虫むしのようにシーツに丸められたシューヤがいた。

「お前。一体、何してるんだよ！」

「で、デニング様。この子は抜ぬけ出し三日連続。本当に信じられません。こんな患かん者じや、初めてですよ……公こう爵しやく家の若様からも、この子に何とか言ってくれませんか？」

　水の魔ま法ほうの使い手。

　お医者様もほとほと呆れているようだ。

「シューヤ、医務棟を抜け出すなんて、何考えてるんだよ……。貴族たるもの、少しは自覚を持てって」

「……うるさいな、デニング。それよりお前、またロコモコ先生の授業サボったのかよ」

「あの人。適当だから俺がいないことにも気付いてないだろ。ていうかお前、何かやばい事件に巻き込まれているんじゃないのか。その怪我、夜の特訓なんて生易しいものじゃないな」

「……デニング。お前……ちょっと前に俺が言ったこと、覚えているか？」

「は？」

「今度は俺が何とかするって話だよ……でも俺じゃ、難しそうで……いや、別に俺の力が無いとかそういう話じゃないんだけどさ……もっとこう、別の問題でさ……」

　学園長に呼ばれて、あの時は俺一人でアリシアを助け出した。

　シューヤは今度は自分一人で何とかするとか言っていた、あの話か。

　しかし、この態度の変わり様は何だよ。

「デニング。今から伝えること、絶対に誰にも言うなよ？」







　──今、この学園はレイスが集まる坩堝るつぼになっている。

　そう言い出したシューヤの話は、余りに突とつ拍ぴよう子しもなくて。

　俺でさえなかなか吞のみ込むことが出来なかった。

「坊ちゃん、今の話。突とつ然ぜんどうしたんですか」

「クラウド、お前が動どう揺ようする気持ちもわかる。俺だってまだ半信半疑だ」

　学園にレイスが集まっている。

　毎夜、俺達はレイスに囚とらわれた状態で、起きることのない夢を見ているんだとシューヤは力説していた。余りにも奇き天て烈れつすぎて、途と中ちゆうでシューヤを置いて、帰ろうかと思ったぐらいだ。

　さらに、だ。馬ば鹿か馬ば鹿かしいことに、誰もが眠ねむる世界の中であのネオン王子がモンスターと戦っているのだという。

「例えばの話だ。レイスの夢に取り囲まれた場合、抜け出すことは可能か」

「レイスの夢に捕とらえられたら、抜け出すことは不可能です。自分が夢を見ていることにすら気づかないでしょう。ただ、一部の国ではレイスの夜への対たい抗こう策としての薬なるものが出回っているらしいですか」

「それなら、あるぞ」

　机の上に薬を置いた。毒々しい茶色の薬だ。

　クラウドがそれを見て、顔を歪ゆがめる。

　冒ぼう険けん者ら旅人であったら、知らぬ者がいないであろう天下の逸いつ品ぴん。

　泥どろ池いけに生息するモンスターの体液を煮に詰つめ、錠じよう剤ざいに溶とかし込んだ薬で、様々な状態異常に関して一時的に抵てい抗こう力を上げる。ただこれは毒を、さらなる毒で上書きするといった類たぐいのもので、ひどい後こう遺い症しようが翌日待ち構えている事はよく知られていた。

「確証はない。でも、俺はこいつを今夜飲んでみようと思う」

「本気ですか？」

　この薬を見たクラウドの頰が引き攣つったのは、効能をよく知っているからだろう。

　これを飲めば、レイスに囚われていても、目を覚ますことが可能だろう。




　俺はこいつを、シューヤから渡わたされたんだ。

　──お前の力を貸して欲しい、と。

　いったいシューヤは何を言っているんだろうと思ったが、『世界が変わるから！　いいか、デニング！　今日だけは俺を信じて、これを夕食後に飲め！』と。

　そう言われて、渡された。

　しかし、あのシーツにグルグル巻きにされたシューヤの顔色の悪さを見ればわかるというものだ。まともな人間なら、この薬を飲むのを躊躇ためらうだろう。

「何か嫌な予感がする。だから一応、お前にも薬を渡しておく。別にこの話を信じる必要はない、この薬を飲めば明日はまともな生活を送れないだろうからな」

「坊ちゃんは、その話を信じたのですか？」

「信じてはいない。この学園全体をレイスが覆おおい尽つくしているなんて、余りにも馬鹿馬鹿しすぎるからだ。ただ、一考する価値はあると思った。しかし、学園で授業を受け持っているお前からすれば、堪たえ難がたいことだろう。この薬を飲めば、明日から数日、泥でい酔すい状態になるだろうからな」

　俺はあの迷宮ダンジヨンの中で偶ぐう然ぜんにもレイスの夢を体験した。

　もし本当にこの学園がレイスの夢に取り込まれているならば、俺達が夢を見ている間に何が起きていても気づく事はないだろう。

「……」

　クラウドは明らかに悩なやんでいた。

　学園の中を歩いていて、大勢の生徒に囲まれたクラウドの姿を何度も見たことがある。面めん倒どう見みが良くて義理に厚い、ロコモコ先生とも違ちがう人気者の先生。

　学園再建によって少し時期がずれてしまったか、もう少しで中間テストの時期になる。毎日の勉強に励はげみ、その結果が無む慈じ悲ひに表れてしまう。特にロコモコ先生の魔ま法ほう演習の授業は、合格点を取ることが非常に難しい。今、クラウドは大勢の生徒から、戦い方についてアドバイスを求められていることを俺はよく知っていた。

　この薬を飲めば、クラウドは生徒達との約束を破ることになってしまうだろう。

「別に強制してるわけじゃないんだ。この学園がレイスに囚われているなんて、俺も信じていない。確証のある話じゃないんだ。まぁとりあえず今日一日俺が様子を見てくるからさ。あ、俺が明日足あし腰こしガタガタでも笑うなよ？」

「坊ちゃん。どうして、こんな話を俺に」

「可能性の話だけどな。ネオン王子が関わっているかもしれない。ネオン王子の護衛として、学園に派は遣けんされたお前には話しておかなくてはいけないと思ってな」

　そう言えばクラウドは最後まで俯うつむいたままだった。

「まさか、ネオン王子がレイスを呼び寄せていると？　……レイスを引き寄せるのは不可能です。奴らに意思はない」

「そうだな、俺もそう思うよ。俺だってまだ信じていないし」

　しかし、クラウドは、シューヤから渡された薬を手に取った。

「雇やとい主が何をしようとしているのか、危険が迫せまっているというのなら、俺は一人の護衛として、ネオン王子のお傍そばに付いていなくてはいけないでしょう」

　やはりこいつは律りち儀ぎな男だ。

　生徒から信しん頼らいされているという話も納得である。

「それに、よくよく考えてみれば、俺はまだ護衛として何の仕事も果たせていませんから」




　そして、その日。

　俺は覚かく悟ごを決めて、あの薬を飲みベッドに潜り込んだ。少しだけ動どう悸きが速い。

　薬の副作用は個人差があり、人それぞれ。シューヤのように顔色にはっきり現れる場合もあれば、一日中布団から出られないものもいる。一体、俺にはどんな作用が現れるのか。考えていると怖こわくなったので、棚たなから小こ瓶びんを取り出した。

　中には、透とう明めいで青みのある液体が入っている。

「一応、机に出しておくか。飲むことはないと思うけど」

　それは、先日、光の大精せい霊れいから貰もらった贈おくり物もの。

　黄よ泉みの国へ旅立ったばかりなら、死者すらこの世に引き戻もどすと言われる、至高の秘薬ハイエリクサ。

　いつかの時のために、光の大精霊レクトライクルにおねだりしたものだった。

　これを見ているだけで、気持ちが穏おだやかになるというか安心するのだ。

「寝ねるか……」

　学園がレイスに囚われているというのなら、頑がん張ばって起きていても無む駄だだ。

　あの力には抗あらがえない。

　そして、俺は不思議な夢を見た。
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　これまで見る夢はいつもぼやけていた。

　だけど、今回は違う。

「あ、あああああああああああああ」

　俺の大切な従者が草むらに倒たおれている。

　彼女はとある力を行使する途中だった、その力を行使するまでは戦せん闘とうは起きない。

　そういうルールで俺たちがこの場にいた。だけど、ぎりぎりを狙ねらわれた。

　思考が止まる。何もわからない。仰あお向むけに倒れた彼女の胸から何かが突つき出ている。月夜にキラキラと光る、刃やいばが血に濡ぬれていた。彼女が血だまりに倒れている。

　余りにも、リアル。匂においすら感じられそうな気がした。

「どこだ！　どこにいる！　許さぬぞ！　絶対に、殺してやる！」

　昨日は俺に料理を作ってくれた彼女。

　いつも言葉少なめだが、心で通いあっていた。

　しゃがみ込み、大事な彼女の顔を覗のぞき込んだ。お互たがいの息が触ふれ合うぐらい、近く。

　こんなに彼女の顔を近くで見た事はなかった。

「……許せ。我われが、気を抜ぬいていた」

「……逃にげて」

　美しい、誰だれよりも大切な君が、俺に早く逃げろと言ってくる。

　だから俺も言ってやった。

「お前一人を、この地に置いて行く事は無い。我らは常に一いつ緒しよだ」

　彼女は何かを言いたそうにしていたが、これ以上しゃべるなと釘くぎを刺さす。




　そいつは空に浮うかんでいた。

　牙きばが生えていた。マントを羽織り、眷けん属ぞくを従えている。

「──やあ、王子。ギアの眷属を、随ずい分ぶんと苛いじめてくれたみたいだね」

　憎にくい。憎い。

　彼女を攻こう撃げきしたあのモンスター、黒色の両目を持つあいつ。

　胸の中で燃え盛さかる怒いかりの炎ほのお、この力をぶつける相手がそこにいる。

「ギアにはわかるよ。王子、怒おこっているね。そこの魂鬼ジンが、そんなに大事だった？」

「……どうしてお前が、この地にいる」

「さあ、どうしてかな？　でもオールディ。厄やつ介かいな魂鬼ジンはギアが仕留めた。これで無能なお前でも、王子を殺せるよね？」

「は！　ギアバラム様！」

　俺は杖つえを構えた。

　そこではたと気づいた。

　これは俺のものじゃない。

　疑問が次々と浮かぶけれど、もう身体は止められなかった。

　俺は空に浮かぶ奴やつら吸血鬼ヴアンパイアどもに向かって──。

「あ、オールディ。誰か来る。あれは、この国の騎き士し？　ふうん。面おも白しろそうだから、ちょっと待ってみよう。ねえ王子、君も愛いとしの魂鬼ジンに、別れの時間が必要でしょ？」







「──デニング、起きろ！」

　誰かの声だ。頭に直接響ひびく、そしてぐらぐらと視界が揺ゆれる。

　うるさいな俺は楽しい夢を見ていたんだから、もっと寝かせてくれよ。

「おい！　起きろ！　おいわかってんのか、このデブッ！」

　あまりにも直接的な罵ば倒とうに目が覚めた。

　反射的にその手を払はらいのけて──。

「あぁ！　誰がデブだこの野や郎ろう！　いくら俺が太ってるといったって言っていい言葉とダメな言葉があるだろう！」

　シューヤがいた。

　何やら焦あせった様子で、俺を見下ろしている。

　そこでやっと気づいた。何だ、今の夢かよ。

　ほっとした。けれど、今のはリアリティがある夢だったな。

「……おいシューヤ。お前まさか勝手に俺の部屋に入ってきたのか？」

　不法侵しん入にゆうだぞ、不法侵入。

「デニング！　だから言っただろ！　それよりも注意しろ！　奴やつらが来る！」

「はぁ？　お前、突とつ然ぜん何言ってるんだよ」

「デニング！　いいからこっちに来いって！　窓の外を見たら全部分かるから！」

「ちょっとおい！　俺の腕うでを勝手に摑つかむな！　はあ、なんなんだよ……」

　ベッドから下りて、シューヤがカーテンを開いた。

　まだ夜だろう？　シューヤが指を差す窓の外には──。

「今までとは全然違う。あいつだってあんな数は今までいなかった！」

「……へ？」




　空中にもふよふよ浮いていて、密集している。

　何が？　あれがだ。

　こんな感じのものを見たことがあった。そうだこれはお化け屋や敷しき。
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「な、なんだ、まだ夢の中なのか。じゃあ、シューヤ。俺はまだ寝るから」

「デニング！　いい加減に目を覚ませって！」

「ぶふひいい！」

　張り手を食らった。

　あまりにも非現実的な光景に、腰こしが抜ける。

　でも、窓の外にこんな光景を見たことがなかった。

　いつものクルッシュ学園とは思えなかった。

　まるで学園の様子だけをそのままに、別の世界に移してきたかのようだった。

「──レイスだ！　この学園は、夜になるとあいつらに乗っ取られていたんだよ！」

　迷宮ダンジヨンで見たあの不可思議な生命体が、クルッシュ魔ま法ほう学園に蠢うごめいていた。








五章　レイスの夜









「……噓うそだろ」

　この世界にはレイスと呼ばれるモンスターがいることを俺は知っていた。

　この世ならざる物、彼らレイスは時折、人里に迷い込んで人間を昏こん睡すいさせる。

　そんなレイスを最近、どこかで見たことがあった。

　あれは、そうだ。ネオン王子と共に迷宮ダンジヨンの暗い穴あな蔵ぐらに籠こもった時だ。

　シューヤを監かん視しするために俺達は迷宮ダンジヨンに潜もぐり、レイスに出会ったんだ。

「デニング。最初は俺も同じ反応だったよ。こんなの、信じられないよな」

「へ、へー、レイスがこんな人間が沢たく山さんいる場所にくるなんて珍めずらしいな」

　何でもない風を装いながら、俺は内心で仰ぎよう天てんしていた。

　窓の外にレイス、数は並なみ大たい抵ていじゃない。水中を泳ぐ魚のように、ゆらゆらと空を漂ただよい、学園の空を覆おおい尽つくしている。ここはレイスの水族館か？　とゆーか、これ夢だろ？

　ほっぺたをつねる。あ、これ、夢じゃない。

　しっかりとした痛みを感じた。

「何悠ゆう長ちようなこと言ってるんだよ！　学園はあいつらに乗っ取られていたんだぞ！」

「お、落ち着けシューヤ。れ、レイスは人間に危害を加えるモンスターじゃないから」

「デニング、お前何を現実逃とう避ひしてるんだよ！　アルル先生が授業で言ってただろ！　これがレイスの夜だ、俺達はずっとレイスに取り込まれていたんだよ！」

　こいつに言われるまでもないけれど、俺だってまだ動どう揺ようしてるんだよ。

　レイス、彼らが力を発揮する時は暗くら闇やみの中で小さく発光する。

　それがレイスの夜。心地よい眠ねむりに落ちた者は日の出まで、起きることはないという。

　レイスが異常発生した地域では、人間が数日間眠ったままのことさえあるという。

「シューヤ、お前はどうしてこれに気づいたんだ」

「……くそ、どこから説明したらいいんだ……と、とにかくだな！　理由は分からないけど俺はレイスの力が効きづらい体質なんだって、あいつらが言っていたんだよ！」

「あいつら？」

「あの馬ば鹿か王子に決まってるだろ！　それよりデニング！　お前はあの馬鹿王子と仲が良かったよな？　お前ならあいつが今どこにいるか知っているんじゃないのか！」

　シューヤは俺の肩かたに手を置いて、懇こん願がんする。

　ちょっとおい。力が強い。痛い、痛いって。俺はまだ寝ね起おきなんだよ。

「どうしてそこで、ネオン王子の話になるんだよ！」

「だからそれは……もう何て説明したらいいんだよ！　えっとな、あの王子がレイスの夜を引き起こして、俺達が眠っている間にあいつらと戦っていたんだ！　つまりだな！　これは王子がドストル帝てい国こくから自由になるための試練なんだよ！」

「…………は？」

　必死なシューヤには悪いが、意味が分からなかった。







　俺達は誰もが眠る、真夜中の学園内を走っていた。

「バカ野郎！　何でお前はそんな大事なこと今まで誰にも相談しなかったんだよ！」

　月明かりに照らされる雲はゆっくりと動いている。

　無音に包まれたクルッシュ学園、まるで時間が止まっているように静かだ。




　俺は地上に降りてきたレイスの体内を通り抜けるたびに、ぞっとする寒気を感じながら、自分一人で抱かかえ込んでいたらしいシューヤに食って掛かかる。

「それは……王子に誰だれにも言うなって頼たのまれてたからだよ！」

「じゃあなんで俺にだけ打ち明けたんだよ！」

「だってお前……あいつと仲が良かっただろ！　この学園であの王子と対等に話せるのって、デニング！　お前ぐらいのもんだろ！」

　ネオン王子と俺が仲がいい？

　まぁ確かに王子がこの学園にやってきて友達が出来たなんて話は聞いていないけどさ。

「……それよりシューヤ。あのモンスターだけど、本当に襲おそってこないんだな？」

　眠っている静かな学園で、俺達以外に動く奴ら。

　狼おおかみや悪あく霊りようを中心とする夜のモンスターがそこら中を歩き回っているのだ。

　彼らは唾だ液えきを垂らし、暗闇の中で光る双そう眸ぼうを俺達に向けている。

　だけど、不思議なことに攻こう撃げきを仕し掛かけてくる様子は一いつ切さいないのだ。

　ただ、様子を窺うかがっているだけである。




　さっきは気づかれぬ内に倒たおしてしまおうと杖に手を伸のばしたが、シューヤに止められた。




　シューヤの話によると、奴らはこちらから手出しをしない限り、襲ってこないらしい。

　整えられた草花の匂においを嗅かいでいる狼の鋭するどい牙きばを見て、本当かと言いたくなった。

「あいつらはレイスの夜が始まると森から学園にやってくるんだ。目的は王子、あいつ以外には一切、興味がないんだ。俺はこの目で何度も王子に襲い掛かる姿を見た」

「……そうか」

　頭が痛い。

　まさか日常の裏側で、俺も知らない事件が夜中に発生していたなんて。

「シューヤ。ネオン王子が留学先にクルッシュ魔法学園を選んだ理由ってまさか……」

「ここはレイスを呼び寄せる黒こく龍りゆうの眠る地だから、王子にとっては都合が良かったらしい。長い時を生きた命は、レイスを自然に引き寄せるってあいつは言ってた」

「はあ……お前、もっと早く言えよ。さすがにこれはお前の手に余るだろ」

「だから、王子に止められてたって言っただろ！　絶対に学園には迷めい惑わくを掛けないから、黙だまっていてくれって言われたんだよ！　それに王子の従者、あの子がモンスターと戦ってる姿を見たら、何とかなるんじゃないかって思ったんだよ！」




　何てことだよ。

　主人公様はどうやらこのレイスの夜と呼ばれる夢の世界で、俺も知らないネオン王子の込み入った事情を、直接聞いていたらしい。

　俺はさ、二人の間にそんな繫つながりがあったなんて、気付きもしなかったよ。

　ここは、さすがアニメ版主人公様と言うべきか。

「話を整理するぞ、シューヤ。お前はレイスの夜にたった一人目を覚まして……ネオン王子から直接、南方にやってきた真意を聞いたわけだ。そして、黙っているよう懇願された。つまり、お前のお人ひと好よしな部分に、付け込まれたってわけか」

「べ、別に俺はお人好しなわけじゃ……」

「はぁ？　自覚なかったのか、お前は底無しのお人好しだよ」

　でもこれでネオン王子が、どうしてシューヤにあれ程ほど執しゆう着ちやくしていたのか理解出来た。




　ネオン王子はずっとシューヤの行動を気にしていた。

　それに迷宮ダンジヨンの中では、シューヤが困難に直面した時、どのような選せん択たくをするのか常に考えていた。あれってもしかして……レイスの夜に目覚めたシューヤが自分の行動を邪じや魔まするかどうかを考えていたんじゃないのか。

　結果的にこいつは王子様の邪魔をしなかったみたいだし。

　こいつがネオン王子の秘密を知った場合、学園にモンスターを迎むかえ入れる秘密を暴ばく露ろするか否いなか。シューヤの甘さに付け込めるかどうかを、王子はずっと確かめていた。

　結果として、王子の企たくらみはほぼ成功したと言ってよかった。

　こんな事態になるまで、シューヤは誰にも王子の秘密を明かさなかったのだから。

「……でもまさか、ネオン王子が帝国を捨てるつもりだったなんてな」

　国外からの留学生。

　遠く離はなれた地へ逃にげるために南へやってきたなんて、想像もしていなかった。

　あの気まぐれで自由奔ほん放ぽうな笑顔の裏で、王子は何を考えていたのか。

「シューヤ。王子に口止めされていたのに、よくこのタイミングで言う気になったな」

「それは……水すい晶しようがお前に伝えたほうがいいって言いだすから。あ、そんな怖こわい顔するなって！　今は部屋に置いてるぞ！　戦いにはあれを持ってこないって決めてるから！」

「……そうか」

　火の大精せい霊れいさん、あれだけシューヤに関わるなと言ったのに、不思議なもんだ。

　今はあの存在が、少しだけ有あり難がたい。

　火の大精霊さんがいなければ、俺は気付けなかったわけだから。

「でも、シューヤ。お前がこんな事態になるまで黙っているなんて不思議だな。お前、学園を巻き込んだネオン王子のこと、絶対に許せないタイプだろ」

「それは……俺、あの王子に邪魔をしないでくれって頭を下げられてさ。あいつがあんなに必死な顔するなんて思わなかったんだよ……」

「つまりあれだろ？　甘さに付け込まれたな。お前、底無しのお人好しだからな……」

　項うな垂だれるシューヤは放っておいて、これまでの話を整理していく。




　ネオン王子の目的は帝国から自由になること。

　南への来訪は、留学の形を取った逃とう避ひ行こう。

　帝国から放たれる刺し客かくから逃げ延びれば、自由を認めると、話をつけた。

　そして、戦いの舞ぶ台たいとして王子はこのレイスを呼び寄せ続けているクルッシュ魔ま法ほう学園を選択した。

「……」

　だけど、話をつけた相手が問題だ。

　ネオン王子の父親、侵しん略りやく王と呼ばれるドストル帝国の王。

　ドストル帝国は、闇の大精霊ナナトリージユばかり危険視されているが、そんなことはない。

　あの侵略王によって、ドストル帝国は領土を一気に拡大させたのだ。

「なぁ、シューヤ。一つ納得がいかないことがあるんだけど」

　夜空を今も悠ゆう然ぜんと泳ぐレイスの群れ。

　奴やつらに意思はない、あれはただの残留思念だ。

　なのに王子の来訪に合わせて、都合よくレイスの夜を引き起こすなんて可能なのか。

「シューヤ、幾いくら学園にレイスが集まりやすいと言っても、こんなに都合よく──」

「デニング。それなんだけどな……あいつと一いつ緒しよにいる従者……あの子ってさ……」

　いつも明るい顔が、途と端たんに暗くなる。

　ネオン王子の所業を俺に必死で説明してきたこれまでと打って変わって、口をモゴモゴさせ始める。

「デニング、お前は知らないだろうけど、実はあの馬鹿王子の従者は──」

「人間じゃないって話なら知ってるから先に進めてくれ」

「……な、なぁぁぁ。お前、知ってたのかよッ！」

「シューヤ。まさか、あの子はレイスを操れるのか？」

「一度あの子がレイスに向かって何か話しかけている姿を見たことがある……」

　魂鬼ジンは謎なぞ多きモンスターだ。

　屍鬼ゾンビや吸血鬼ヴアンパイアと違ちがい、その生態は僅わずかな書物に記されているだけ。

　身体に触ふれることなく命を削けずり取り、時には死神タナトスの遣つかいとも呼ばれたその力。

　魂鬼ジンが引き起こす超ちよう常じよう現象は枚挙にいとまがないのだ。

　レイスを操る、そんな世よ迷まい言ごとが信しん憑ぴよう性せいを感じさせるぐらいには、王子の従者である彼女はとんでもない存在なのである。

「あ、それよりデニング、火か葬そう場ばは次の校舎を曲がった先に──」




　数日前の話だ。

　もしも自分に用があったらそこに来いと、王子は校舎の屋上で言っていた。

　クルッシュ魔法学園で飼われている動物や危険な薬品を安全に葬ほうむるための火葬場。

　それは人も立ち寄らぬ草むらの中にポツリと建造され、その周りには大勢のモンスターの死し骸がいが灰となって埋うまっていると聞いたことがあった。




「……当たりだな。レイスがここまではっきり見えるなんて」

　この地にだけ、これまでとははっきり分かる違いがある。

　空に、夥おびただしい数のレイス。

　火葬場を中心に、空で円を描くように泳いでいた。

　学園中に散らばるレイスも合わせれば、どれだけの数が引き寄せられていたのか。

　でも、それだけじゃない。

　レイスが泳ぐ空から視線を下げれば、目を引くモンスターの死骸。

　モンスターは王子だけを狙ねらっているという、ならばこの場所に──。

「ネオン王子！　お前はいつから学園に吸血鬼ヴアンパイアを引き込んでいた！」

　刺とげ々とげしい誰かの叫さけび声に目を向ければ。

　腰こし程まである草むらの中で、ネオン王子に剣けんを向けるクラウドの姿を見て。

　俺は腰が抜ぬけそうになったのであった。




　満天の星の下で空気がピリついている。

　クラウドが、しゃがみこんだネオン王子の首元に剣を突つき付けていた。

「ちょっと待て、クラウド！　お前は、誰に刃やいばを向けているのか分かっているのか」




「坊ぼつちゃんも目が覚めましたか！　ですが、今はこちらに近寄らないで下さい！　王子はずっとモンスターを学園内にッ！」

「騎き士しクラウド……この世界で俺が何をしていたか、もう伝えたであろう。それに奴なら、傍そばにいる赤あか髪がみから大体の事情は聞いているようだ」

「ああ、シューヤから聞いている。だから、その剣を下ろせ、クラウド」

　冗じよう談だんではなく今にも刺さし殺しそうな勢いだ。

　クラウドの行動を止めなくてはいけない筈はずだが、俺は別のことが気になっていた。

　この場所に、不思議と既き視し感かんがあった。

　この場所を、俺はついさっき夢で見ていた。




　彼女がここで殺されて。

　俺は激情に駆かられて、空に浮うかぶあいつらを全員殺してやろうと。

「──おい……で、デニング。あ、あそこを見ろって……そこに倒たおれているのって……噓うそだろ……昨日は吸血鬼ヴアンパイアを軽くあしらっていたし、どうして！」

　シューヤの言葉が、ぼんやりと耳に溶とけていく。

　その子はやっぱり見み間ま違ちがいがなくあの子だった。

　常に王子の傍そばに寄り添そっていた従者。

　夢で見た通りに、あの子が横たわっていた。

「ネオン王子……貴方あなたには言いたいことが山ほどありますが、今は彼女の治ち療りようを！」

「核かくを穿うがたれた。もう遅おそい」

　王子は呻うめき声を上げる従者の傍に座り込んだ。




　俺はただ、王子の背中越ごしに、その子を見つめた。

　胸に開いたその傷を見て、もう助からないと冷静に頭の中で思う。

　俺と彼女は別に近しい存在ではなかった。

　なのに心がこんなに痛むのはどうしてだろう。

　頭の中に嫌いやな想像ばかり浮かんでいく。

　レイスは、稀まれに近くにいる人間の夢を感染させる。

　現実と夢の境が曖昧になる。それがレイスの力。

　クラウドがネオン王子を問い詰つめているが、ネオン王子は答えない。

　背中からは悲ひ愴そう感が溢あふれている。




　その姿は率直に言っていつもの王子とは別人。

　強さなんて微み塵じんも感じない。まるでレイスに魂たましいを抜き取られてしまっているようだ。




「……ネオン王子、シューヤから事情を聞きました。本当の目的を、やっと知りました」

　誰だれかが冷静にならないといけない。

　そして、それは自分の仕事のように思えた。

　だから、己おのれの従者を失いかけている王子に向かって、語り掛かける。

「貴方がシューヤをあれほど気にしていた理由、やっとわかりました」

　今までずっと、横たわる従者のみを見ていた、王子が僅わずかに反応する。

「シューヤ・ニュケルン、か。お前は誰にも言わないと思っていたのだがな……我われの勘かんは、外れたか。もはや、全てが終わった話であるがな」

　ぼそりと呟つぶやき、王子は初めて俺達を見た。

「豚ぶた公こう爵しやく、今いま更さら隠かくしはしない。俺とスズは、国を捨てるつもりだった。以前に語ったであろう。全ては、スズと共に、一日でも生き延びるためだ」

　その焦しよう燥そうした姿。

　疲つかれ、やつれきっている。

　いつもどこか余よ裕ゆうを保っていて、慌あわてている姿なんて見たこともないネオン王子。

　どこか超ちよう然ぜんとしていて、これぐらいじゃないとあの超大国の王子として生きていけないんだろうと。勝手に王子に対して抱いだいていたイメージがガラガラと崩くずれ落ちていく。

「ネオン王子。先ほど学園に集つどうモンスターを見ました。少なくとも、彼女をこのような姿に出来るモンスターなんて一体もいなかった」

　ネオン王子の従者、スズは今のシューヤとは比ひ較かくにならぬ、隔かく絶ぜつした力を持っている。

　そんな彼女が今、死にかけている。




「ネオン王子。一体、誰が彼女を」

「僕だよ」

　突とつ如じよ響ひびく誰かの声。

　慌あわただしくキョロキョロ見み渡わたすが、声の主人は現れない。

　まさか俺達の様子を遠くから窺うかがっている、あの狼おおかみらが喋しやべったわけでもないだろう。

　しかし、周りを見回してもモンスターの死骸が目に入るばかり。

「馬ば鹿かだな、そこじゃない。上さ」

　反射的に頭上を見上げる。

　声は、頭の上から聞こえてきた。

　レイスが漂ただよう夜の海、そこに。

　そこには、人間にあだなす闇やみの存在──吸血鬼ヴアンパイア。




「こんばんは、南の人間」

　吸血鬼ヴアンパイアの群れ。満月をバックにし無数の吸血鬼ヴアンパイアが存在していた。

　無数の吸血鬼ヴアンパイアの中でも、子供のような体たい軀くの一体が話しかけていた。

　吸血鬼ヴアンパイア──それは、古いにしえより人間と敵対し続ける存在。

「……動くなよ、シューヤ」

　俺は咄とつ嗟さに、反射的に奴らに向かって魔ま法ほうを飛ばそうとしたシューヤの腕うでを摑つかむ。

　シューヤが険しい顔で、頷うなずいた。

　今が、どれだけやばい状じよう況きようか、冒ぼう険けん者であるシューヤなら理解しているだろう。

　あれだけの数の吸血鬼ヴアンパイア、見たことがない。

　しかも──金色の瞳ひとみを持つ吸血鬼ヴアンパイアが多数。

　赤目の吸血鬼ヴアンパイアは南でも数多く生息しているが、より力のある吸血鬼ヴアンパイアは金色の瞳を持つ。

　あの迷宮都市ゼネラウスのギルドマスター、紅蓮の瞳ウルトラレツドが倒したのも金色の瞳を持つ吸血鬼ヴアンパイアの集団だったからこそ、あの功績が一ひと際きわ輝かがやいたのだ。

「攻こう撃げきしてくるなら、王子と一緒に一いち網もう打だ尽じんにしてやろうと思ったけど……賢かしこいね」

　そんな金色の両目を持つ吸血鬼ヴアンパイアが、大勢いた。

　吸血鬼ヴアンパイアにあるまじき体軀を誇ほこる、一際目立つ吸血鬼ヴアンパイアの姿も見える。

　そいつの双そう眸ぼうだって、黄金に輝いている。

「オールディ。君さあ、あれだけの時間をあげてこの程度の眷けん属ぞくしか作れなかったの？」

　中性的で不思議な容姿を持つ少年が、巨きよ体たいの吸血鬼ヴアンパイアに向かって話しかける。

　周りに佇たたずむ吸血鬼ヴアンパイア達は、俺達に話しかけたあの一体に、臣下のように頭を下げる。

　自尊心が高い吸血鬼ヴアンパイアがあの小こ柄がらな一体に萎い縮しゆくしている？　そんな馬鹿な。

「申し訳ありません、ギアバラム様。森の中にはろくなモンスターがおらず、また南の同族を傘さん下かにするにも時間が掛かり……」

　特にオールディと呼ばれたあの巨体の吸血鬼ヴアンパイアから溢れ出る力は、相当なものだ。少なくとも、今のやり取りのように誰かに服従するといった力の持ち主でないことだけは確か。

　しかし、あの巨体の吸血鬼ヴアンパイアも、あの最も小さな吸血鬼ヴアンパイアに恐きよう縮しゆくしている。

「オールディ。幾いくら同族といったって、これはダメだ。長ちよう寿じゆもいるようだけど瞳も赤いままだし、魂鬼ジン相手じゃあ時間稼かせぎにもならないよ。ギアが来なかったら、君達は王子にまんまと逃にげられていたよ？」

　場の空気を完全にあの黒ダイヤのような透とう明めいな目を持つ、金きん髪ぱつ吸血鬼ヴアンパイアが支配していた。

　人間世界に溶けこむことも可能だろう。

　だけど、あの見た目に騙だまされてはいけない。

　あれは、禍まが々まがしい闇そのものを形にした少年だ。

　線が細い華きや奢しやな容よう貌ぼうだが、俺ですら本能で恐おそれている。

　無数の吸血鬼ヴアンパイアじゃない、あいつ一体に対して、俺は恐きよう怖ふを抱いていた。

「……ご助力のお陰かげで最も厄やつ介かいな魂鬼ジンは瀕ひん死し。ありがとうございます、ギアバラム様、ここから先は我々が」

「まあいいけど。魂鬼ジンの核を穿つなんて、中々出来ない経験だし、久々に極限まで集中したよ。それよりネオン王子。そんなに睨にらんじゃってさあ、ギアは何か悪いことをしたかな。もしかして、そっちの魂鬼ジンを襲おそったことを怒おこってる？　だったらギアを責めるのは間ま違ちがいだよ。現地の人間は巻き込まないって、ギアはルールに則のつとっている」

　金きん髪ぱつの吸血鬼ヴアンパイアに言葉を向けられて、ネオン王子は初めて顔を上げた。

　王子を纏まとっていた悲痛な雰ふん囲い気きが一変。

　……殺気だ。

　この場にいたくない、そう思わせる程に空気が変わった。

　ネオン王子が、身も震ふるえるような憤ふん怒ぬの籠こもった声で空の吸血鬼ヴアンパイアへ語りかける。

「ギアバラム、我らの戦いはレイスの夜でのみ行われる。だが、貴様はスズがレイスの力を解放する瞬しゆん間かん、最も無防備な瞬間を狙った」
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「ギアは約束を破っていないよ。きちんと、魂鬼ジンがレイスに力を発揮させるその瞬間を狙っただけさ。ほら実際にレイスの夜は実現しているじゃないか。魂鬼ジンがレイスの力を解放する前に襲っていなかったら、こうはならなかったよ？　それに、その魂鬼ジンだって、レイスに力を発揮させる瞬間は無防備になることが分かっていた筈。十分に警けい戒かいした上で、超高度からの攻撃を成功させたギアを褒ほめてほしいぐらいだよ」

「……卑ひ怯きよう者め」

「でも、ギリギリで間に合ってよかったよ。さすがに魔物使いモンスターテイマー、ネオン・ドストル。王子が持つ最強の一体お気に入りが相手じゃ、オールディじゃ荷が重いと思ってね。それで王子。そいつらは、君の仲間ってことでいいのかな」

「……この者らは無関係だ。手を出すなよ、ギアバラム」

　吸血鬼ヴアンパイア、冒険者からは忌き避ひされているモンスターだ。

　迷宮ダンジヨンの中で出会ったら即そく逃にげろと言われるくらい、厄介なモンスター。

　奴やつらを前に、一番顕けん著ちよな反応を示したのはシューヤだった。

「噓だろ……北の冥王ギアバラムがどうして……南に……」

　顔を青くして、歯をガチガチと鳴らしている。

　俺も、巨体の吸血鬼ヴアンパイアが呼ぶ奴の名前を聞いて気付いていた。

　あの子供のような吸血鬼ヴアンパイアがギアバラムなのか。

　それは冒険者で知らぬ者はいないであろうぐらい特別なモンスターの名前だ。

　一いつ般ぱん的な吸血鬼ヴアンパイアの赤色でも、より高みにいる吸血鬼ヴアンパイアの金色でもない。

　半人前とされる吸血鬼ヴアンパイアは両目が赤く。

　一人前とされる吸血鬼ヴアンパイアは両目が黄金に染まる。

　そして、種を超ちよう越えつしたものは両目が黒になるという。

「……クラウド、お前も動くなよ」

　クラウドは静かに頷いた。

　信じられない事実だった。

　滅めつ多たに氷城から出てこない冥めい王おうが、ネオン王子の刺し客かくとして南にやってくるなんて。

　過去数百年、北方の冒険者ギルドから幾いく度ども討とう伐ばつ依い頼らいが出されるも、全ての冒険者を返り討ちにしたモンスター。今では討伐や接せつ触しよくすらも禁きん忌きに指定されたモンスターであり、奴を倒たおしただけでＳ級冒険者認定が確実とされる伝説の吸血鬼ヴアンパイア。

　……有あり難がたいことに、ギアバラムは、俺達のことなんか気にしていない。

「さぁ、王子。頼たよりの魂鬼ジンを失った君は無力だ。意地を張るのは止やめて、帰ろうよ。そもそも、王子は甘いんだよ。現地人を巻き込まない？　戦うのはレイスの夜？　甘い、甘すぎるよ。やっぱり魂鬼ジンなんて反則の力を持つモンスターがいると、あのドストルの王族だって甘くなっちゃうのかな。それとももう少しで夢が叶かなうって気が緩ゆるんじゃった？」

「……殺す」

「はは、怖こわいなあ。でも、素す直なおに敗北を認めれば？　ご自じ慢まんのモンスターが死にかけて、他のモンスターも全て北方に置いてきたでしょ。王子、今の君に何が出来るの？」

　ギアバラムは王子を挑ちよう発はつし続ける。

　少ない材料で思考する。話によると、魂鬼ジンである彼女が夜な夜なレイスの力を解放し、レイスの夜を生み出していた。学園関係者を深い眠ねむりに追い込んで、その間に王子は吸血鬼ヴアンパイアらと毎夜、戦っていたというわけだ。

　何か卑ひ劣れつな手でスズが、ギアバラムに討たれるまでは──。

「ギア。お前は絶対に殺す」

「王子。だから、どうやって？」

　その時、俺達の後ろに立っていた王子は前に出た。

　殺意の塊かたまり。

　王子の全身全ぜん霊れいがあの吸血鬼ヴアンパイアに向かっていた。

「こうやってだ。死ね」

　王子が持つ杖つえの先が、ギアバラムに向かう。

　同時、黒目の吸血鬼ヴアンパイアが人差し指をこちらに向ける。

　すると、ギアバラムから最も遠い場所にいた吸血鬼ヴアンパイアが不自然な動きで、王子とギアバラムの間に姿を移す。一いつ瞬しゆんで姿を移動させたその技こそ、吸血鬼ヴアンパイアが夜の王様と呼ばれる所以ゆえん。

　奴らは、闇の中なかを移動するのだ。

　そして、王子の杖の先に突とつ然ぜん現れた吸血鬼ヴアンパイアの一体が空から落ちていく。

　正体不明の一いち撃げきを受け、吸血鬼ヴアンパイアらの間に動どう揺ようが走るが、吸血鬼ヴアンパイアの王の笑顔は変わらなかった。

　あいつ──仲間を操り盾たてにしやがった。

「オールディ。確かにお前の言う通りだ。南の吸血鬼ヴアンパイアは、弱すぎる。瞳の色も赤ばかりだし、王子の力に抗あらがいも出来なかった」

「ギアバラム様。南の吸血鬼ヴアンパイアは価値もない捨すて駒ごま。元より戦力には数えておりません」

「はは。酷ひどいなあ、オールディ。でも、情けないな。ここまで言われて気位の高い同族が声も上げないなんて、随ずい分ぶんと痛めつけたんじゃないの？」

「部族の半数を根絶やしにするぐらいには。それではギアバラム様。魂鬼ジンさえいなければ、我われ々われでも王子を連れ帰ることは可能ですゆえ、後はご自由に」

「ふうん、それもそうだね。じゃあ、どうしようかな」

「──逃げるのか、ギア！」

　ネオン王子が吸血鬼ヴアンパイアらのいる空に向かって声を張り上げる。

　ぎりぎりと歯を食いしばり、空に向かって吠ほえていた。

「逃げる？　それはとっても面おも白しろい冗じよう談だんだよ。じゃあオールディ。ギアはこれから王子と遊ぶことにするから、あの魂鬼ジンのトドメは任せるよ」

「……あの現地民は如何いかがいたしましょう、我々の存在を知られてしまいましたが」

「歯向かってくるようなら、殺して構わないよ」

　あの巨体、オールディと呼ばれた吸血鬼ヴアンパイアが、俺達を見た。

　シューヤが一歩後ずさり、クラウドが剣けんを握にぎりしめる音が聞こえ。

　そこから、モンスターの攻撃が始まった。




「で、デニング！　どうするんだよこの状況！　どんどんモンスターに囲まれていくんだけど。こいつら、どこに隠かくれていたんだよ！」

　狼おおかみだけでなく、骨だけで動くスケルトンや歩く屍しかばね。

　先ほど、あの巨体の吸血鬼ヴアンパイアは眷属を集めるのに時間が掛かかったと言っていた。

　ならば、あれは森に生息していた動物の、哀あわれな成れの果てなのだろう。

「吸血鬼ヴアンパイアの眷属は闇やみに紛まぎれることが出来るんだよ！　しかし、ロコモコ先生が森の中のモンスターが減っているってぼやいた理由がこれで分かったな！　あいつら、モンスターを自分達の眷属にしてやがったわけだっ！」

　どこに隠れていたのか、夜の支配者が眷属にしたモンスターが襲ってくる。

　吸血鬼ヴアンパイアの強さの一つは、強力な眷属化だ。

　力を与あたえ、支配する。

　俺はシューヤの上ずった声を聞きながら、空から強きよう襲しゆうする一いつ匹ぴきのコウモリに対応。

　そいつを何よりも早く、首を摑つかみへし折って。

「──クラウド。こいつらの目的は王子だ、時間を稼げ！　シューヤは、隠れていろ！」

「隠れていられるか！　お、俺も戦うぞっ！」

　即そく時じ。クラウドが持つ剣が燃え上がる。

　公こう爵しやく家の騎き士しが持つ剣は特別製だ。民を守る剣であり、幾つかの魔ま法ほうを内包する。

　クラウドが選せん択たくした魔法は火の魔法。

　それを見て、空の吸血鬼ヴアンパイアどもが僅わずかに警戒する。




　しかし、いつまで持つか分からない。

「ネオン王子！　貴方あなたは──」

「今いま更さら、謝罪の言葉など口にせぬ。ただ、後始末は自分でつける」

　そう言って王子は杖を握り締める。

　そういえば俺は今まで王子が戦った姿を見たことがないことに今更気づいた。

　弱い、というわけはないだろう。

　弱ければ、過か酷こくな王位争いの中で淘とう汰たされているはずだ。

「まずは、お前達からだ。眠れ」

　一瞬のことであった。

　単純な魔法を発動するかのような身み振ぶりで杖を振ふるうと、王子の纏まとう魔ま力りよくが変質。

　尋じん常じようではない力が発動。頭がぐわんとして、隣となりでシューヤが倒れ込んだ。

　学園の危機に自らを鼓こ舞ぶしていたのに、余りにも呆あつ気けなく熟じゆく睡すいしている。

　──早い、早すぎる。

「王子、貴方の力はまさか」

　王子の瞳ひとみが赤から金へと妖あやしく光る。右手には黄金に輝かがやく魔力が集つどっていた。

「我の言葉には力が宿る。まだ未熟な頃ころは制せい御ぎよすらままならず、危険視された。こういう単純な魔法にしか使えないが、強力だ。しかし豚ぶた公こう爵しやく、やはりお前は完全に耐たえるか」

　王子は自分の言葉を魔法としたのだ。

　本来あるべき詠えい唱しようを無視して、自分の声に精せい霊れいの力を重ね合わせた。

　単純だが、それは強力な力となる。

　強きよう烈れつな立ちくらみを起こしたのか、クラウドが剣を落として、膝ひざをついた。

「──動くな」

　俺たちに襲おそい掛かろうとしていた吸血鬼ヴアンパイアの眷けん属ぞくは、王子の言葉だけで動きを止める。

　出で鱈たら目めな力、これが、あの王子の姿なのか。

　自由に生きて、誰だれよりも学園生活を楽しんだ男の姿なんてどこにも無い。

　ギリギリと必死に、力に殺意を乗せ、あの吸血鬼ヴアンパイアが消えていった先を見つめている。

「豚公爵。大人しくしていれば、お前たちに危害が及およぶことはない」

「ネオン王子。貴方はこれから」

「無論、我はギアを殺しに行く」

「……お待ち下さい。聞かせてほしいことが幾いくつもあります」

「悪いが、豚公爵。時間は無いのだ」

「ここまで巻き込んでおいて、その言い草はないと思いますが」

「時間がない。一つにしろ」

　王子が国からの逃とう避ひ行こうを選択したのは凄すさまじい覚かく悟ご。

　だけど、この魔法学園を戦いの舞ぶ台たいとして選んだのは許せることじゃない。

　それに──。

「貴方の従者をこんな状態で置いていくつもりですか」

　核かくを潰つぶされ、今も血を吐はき続ける彼女の存在。

　王子は従者に目を向ける。

　まだ息がある、放っておく気か。

　意識が僅かに目覚めかけていた。俺は咄とつ嗟さにヒールを掛けようとしたが、思いとどまる。

　魂鬼ジンには、俺達のヒールは逆効果だ。

　もはや王子の従者は、呻うめき声すら上げなかった。

「ギアの力によって、核を潰された。我ら人間にとって心臓に当たる場所だ。それに……別れは先程済ませたのだ」

「それでも、まだ生きています」

「スロウ・デニング。もう、いいのだ」

　威い圧あつの視線、何の魔法も込められていない視線に、俺はたじろいでしまった。

　震ふるえが起きる。一国の王子だが、このような四し面めん楚そ歌かの状じよう況きようでも怯おびえていない。

　それは王子が幾らでも、このような死地を乗り越こえてきたことを証明しているのだろう。

　恐おそらく、彼女と共に。

「ギアの眷属共！　我の道を邪じや魔まする者は、黄よ泉みの国に送ってやろう！」

　吸血鬼ヴアンパイアを含ふくめた闇の眷属は、明らかに王子の力に怯ひるんでいる。

　王子の言葉、それこそが魔法となる不条理。

　だけど逆に、こうとも思えてしまう。それぐらいの反則じみた力がなければ、ドストル帝てい国こく程の国で生き残れないのではないだろうかと。

　言い終えるや否いなや、ネオン王子は地を蹴けって信じられない速度で飛び出して行った。

　その姿は、さっきまで従者の死に悲ひ愴そうな顔をしていた男と同一人物とは思えなかった。

「……ッ」

　ネオン王子の大事なもの。

　彼女と生きるために全てを捨てて、国を飛び出した。

　なのに、止められなかった。

　彼女の傍そばにいることが今、何よりも重要だと俺は思っているのに。

　だけど、王子の決断を責めることができなかった。

「坊ぼつちゃん！　何な故ぜネオン王子を行かせたのですか！」

「俺に言われたって困る！」

　ネオン王子が消えると、闇の眷属は俺達の周りから離はなれ、ぐるぐると回りながらこちらの様子を窺うかがっている。

　俺達が再びネオン王子に加勢し、敵になるか見計らっているのだろう。

　確かにネオン王子の言葉通り、モンスターが俺達を積極的に襲ってくることは無い。




　ただ、空にはあの巨きよ軀くの吸血鬼ヴアンパイア・オールディがいた。

　吸血鬼ヴアンパイアの王から、スズの抹まつ殺さつを命令された巨きよ体たいの吸血鬼ヴアンパイア。

「坊ちゃん、俺はネオン王子の護衛として、この地にやってきました。俺はまだ、何も仕事を果たせていない──たとえ、ギア相手に何も出来なくとも俺は」

　クラウドは怒おこっているだろう。

　守るべき存在に騙だまされて、気づくこともなかった。

　やっと、クルッシュ魔法学園にやってきた目的を果たすことが出来るのだ。

　剣に手を掛けたクラウドに向かって、俺は──。

「行くな、クラウド。お前には、やってもらいたいことが別にある」







「急に襲ってきやがって！　やっぱり本能かなんかで俺がネオン王子の味方だってことが分かるのか！」

　王子の行き先はすぐに分かった。

　吸血鬼ヴアンパイアの眷属が道の上に点々と死んでいるからだ。

　これ程分かりやすい目印もそうないことだろう。

　倒たおれているモンスターには怪け我がの一つもない、なのにその身体からは命が失われている。

　──本当に、大した力だ。

　俺はこれまで様々な強者と戦ってきたけれど、王子の力は一線を画していた。




　草むらを抜ぬけると、校舎や整備された道。

　見慣れた景色が目に入り、襲い掛かってくるモンスターも強力な闇の眷属に。

「南の魔ま法ほう使つかい、この先に行くなら相手になるぜ」

　腕うでを組んだ吸血鬼ヴアンパイアが一体、何体もの屍鬼ゾンビを連れている。

　両目は、赤色だ。

　ギアバラムが蔑さげすんでいた吸血鬼ヴアンパイア。

　恐らく、あのでかい吸血鬼ヴアンパイア、オールディによって強制的に駆かり出された南の吸血鬼ヴアンパイア。

「おい！　無視するんじゃねえよ！」

　さっき、上空に佇たたずんでいた吸血鬼ヴアンパイアの中でも一番若そうに見えたその吸血鬼ヴアンパイアは、必死の形相でモンスターの眷属を引き連れて俺の前に立ち塞ふさがる。

　邪魔をするというのなら容よう赦しやはしない。

　でも、そいつは俺が見ていて哀あわれになる程何かに怯えている感じがした。

「どけよ、赤目。今いま更さら頑がん張ばったって、北の吸血鬼ヴアンパイアに認められることはないと思うぜ？」

「黙だまれよ、魔法使い。ギアバラム様やオールディ様の恐ろしさを何も知らぬくせに」

　吸血鬼ヴアンパイアは己おのれの姿を闇やみの中に溶とけ込ませ、暗闇の中で青白い炎ほのおが生じる。

　青炎を中心に、こちらに向かって飛んでくる魔法の数々。

　己の血を媒ばい介かいにしているのだろう吸血鬼ヴアンパイアの魔法。

　時間と余よ裕ゆうがあれば、もっと観察してみたいものだけど、俺は今すぐにもでもネオン王子を追いかける必要があった。

「気配が闇の中から漏もれてるぜ吸血鬼ヴアンパイア。空にいるあいつらがそれ程恐ろしいか！」

「黙れぇぇ！」

　赤目の吸血鬼ヴアンパイアと言えど、熟練した冒ぼう険けん者が命を懸かけて、戦うモンスターだ。

　軽々しく相手取れる敵ではない。

　それでも、俺には奴やつらを一いつ掃そうして、王子に追い付かなければならない理由があった。

「あいつでは話にならん！　我々も加勢するぞ！」

「ギアバラム様の戦いを邪魔されたら、次に殺されるのは赤目の俺達だ」

　ネオン王子は決死の覚悟で、南にまでやってきた。

　シューヤの話を聞いていると、このクルッシュ魔ま法ほう学園にやってくるまでの旅でも大勢を殺し、遂ついには吸血鬼ヴアンパイアのような強い追っ手が南まで差し向けられるようになったとか。

　そして遂には、吸血鬼ヴアンパイアの王から狙ねらわれ……。

　それでも、学園生活では笑って生きてきたのか。

「……やはり南の吸血鬼ヴアンパイアは質が悪い。人間から隠かくれ潜ひそむような生活を送っている屑くず共。予想はしていたが、ただの魔法使い相手に突とつ破ぱされるとは、同族の恥はじ晒さらしめ」

「おっと。今度は金目の吸血鬼ヴアンパイアさんのお出ましか。随ずい分ぶんと力に自信があるみたいだけど、俺には南も北も大して違ちがいがあるようには思えないぜ」

「退どけ。我々の目的は王子のみだ」

「実力で退けてみろよ」

　恐きよう怖ふを吞のみ込み、踏ふみ込んだ。

　北方の吸血鬼ヴアンパイアは自信があるだけあって、南の吸血鬼ヴアンパイアとは比べものにならない力を持っていた。一体でも、街に現れれば冒険者ギルドの討とう伐ばつ対象になるくらいの力だ。

　しかも南に比べて理性的。

　闇の魔法のみならず、奴らは火や水の魔法さえ効果的に使ってくる。

　もはや俺は、ちょっとした怪我など気にする余裕はなかった。

　今優先すべき事は王子に追いつくことだけ。




　そうして強引に奴らを突破し、辿たどり着いた先。

　大聖堂前の大広間。

　俺が黒こく龍りゆうを殺した場所としても知られるそこには、吸血鬼ヴアンパイアの死し骸がいが積み重なっていた。

　だけど。

「……遅おそかったか」

　俺の目に、空中に浮うかぶ吸血鬼ヴアンパイアの王の手によって貫つらぬかれた王子の姿が見えた。
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「これが噂うわさに聞くレイスの夜──随分と雰ふん囲い気きがある！」

　クラウドは夜空の下、走っていた。

　今夜はとんでもない厄やく日びだと、叫さけびたい気持ちを必死に抑おさえながら駆けていた。

「奴ら、笑ってやがる！　吸血鬼ヴアンパイアの底意地の悪さは知っていたが、気色の悪い奴らだ！」

　見上げる夜空には、吸血鬼ヴアンパイアの姿が見える。

　奴らは地面の上を走る自分を矮わい小しような人間だと蔑んでいるのだろうか。その割には、スズを背負うクラウドに向かって知性の無い眷けん族ぞくを次から次へと仕向けてくるのだ。

　クラウドは背中に守るべき男の従者を背負いながら、モンスターを蹴け散ちらす。

　しかし、その歩みはどこまでも遅かった。

「助けは期待出来ないな！」

「無理……レイスの力は強力……皆みな寝ねてる……」

「さすがにレイスを操る魂鬼ジン様の言葉は説得力がある。しかし、俺は坊ちゃんの部屋まで辿り着けると思うか！」

「絶対に……無理。途と中ちゆうで……力尽きる……」

「俺も同感だ。しかし、あの吸血鬼ヴアンパイア共はどうして襲おそってこない？」

「私は奴らの仲間をたくさん殺したから……意い趣しゆ返しだと思う……」

「成る程。少しずつ痛めつけて遊んでるってわけか！　狼おおかみ共、ちょこまかと邪魔だ！」




　襲い掛かってくるモンスターを一体、また一体と切り捨てるが、闇の眷けん属ぞくとて雑魚ざこ扱あつかいしていいモンスターではない。

　吸血鬼ヴアンパイアの血によって強化されたモンスター。その気性の荒あらさは、吸血鬼ヴアンパイアの魔法によって理性を失っているのか。一番数の多い狼とて、この学園の学生であれば勝利も望めない。

「しかし、水みず臭くさい。ネオン王子も、お前もだ。夜な夜な、あいつらと戦っていたことを護衛である俺に一言も言わないなんて。おっさんは、悲しいぞ」

「南の人間……巻き込まないって決めたから……」

「その優しさにおっさんは涙なみだが出そうだ。しかし、お前、本当に死ぬのか？　もう血は止まっているみたいだが」

「魂鬼ジンと人間は違う。こうやって喋しやべれるのは、人間と違って死に向かうのが遅いだけ。夜明けまでは、持たないと思う……でも、クラウド。私は……モンスター。誰だれかに背負われるのは初めて……嫌いやじゃないの？」

「……別に、どうってことはない」

　クラウドは胸の中で舌打ちをした。

　こんな軽い身体で彼女は、夜な夜、吸血鬼ヴアンパイアと戦っていたわけだ。

　王子の護衛としてはあるまじき失態、情けなさに死にたくなった。

「クラウド、止まって。奴らが、降りてくる」

　前方に空から吸血鬼ヴアンパイアが一体降りてくる。

　狼では埒らちが明かないと判断したのか、吸血鬼ヴアンパイアらはようやくその重い腰こしを上げたようだ。




　空には吸血鬼ヴアンパイアが何十体もいるのだ。奴らが総出で掛かってくれば、片手で少女を背負うクラウドなど簡単に倒すことが出来る。それをしないのは、やはり彼女の言う通り、出来るだけ痛めつけて殺そうという遊び心が勝っているからか。

「俺も吸血鬼ヴアンパイアを相手にするのは初めてだ。スズ、両目が赤いのは、吸血鬼ヴアンパイアの中では弱いんだったか」

「別に弱くはない。あれでクラウドと同じぐらいの強さだと思う」

「……くそ。王子もとんだ化け物モンスターを連れてきたってもんだ」

　吸血鬼ヴアンパイア。

　本来、騎き士し国家が誇ほこる一いつ般ぱん的な騎士では、数人がかりで一体を倒すような相手だ。

　人間に遥はるかに勝まさる力を持ち、残ざん忍にんな性格は知能の高さを表している。

　両目が赤くとも、決して雑魚扱いしていい敵ではないのだ。

「まずいな」

「うん。とってもまずい。空に、オールディの姿が見えた……」

「オールディってのはあの一ひと際きわでかい金目の吸血鬼ヴアンパイアか？」

「……吸血鬼ヴアンパイアの癖くせに光の魔法も使える、クラウドだったら一いつ瞬しゆんで捻ひねり殺されると思う」

「確かにあいつが自分の肉体を魔法で強化したらやばそうだな。でも、あの生意気な金きん髪ぱつ吸血鬼ヴアンパイア、ギアバラム程の力は持っていない。そうだな？」

「……当たり前、あれは古文書に出てくるような長ちよう寿じゆの吸血鬼ヴアンパイア。あれは倒しようがない」

「そうか。別格の相手は、同じく別格な坊ぼつちゃんに任せるとして、俺はこっちか」

「……正気？　まさか勝てると思っているの？」

「無む駄だ死じにするつもりはないってだけだ」

　クラウドは大きく息を吸った。

　己が凡ぼん人じんであることは誰よりも理解している。

「……はあ、こういう時。弱気になるのは経験を重ねても変わらないか」

　昔から意志が弱く、ただひたすら愚ぐ直ちよくに努力を重ねていた。自分よりも遥かに才能のある平民の少年や公こう爵しやく家の騎士達を前にして、それでもくじける事はなかった。

　自分の限界を知っていた、それでもがむしゃらに努力を続けた。

「……クラウド？」

　そんな時、公爵様に坊ちゃんの騎士になるよう命令を受けた。

　初めはどうして自分が、と思った。自分より才能があり、家いえ柄がらの良い騎士も公爵家には大勢いたのに。自分が他の騎士達に勝っている所なんて、思い浮かばなかった。

「スズ。何も心配するな。お前は死なないし、ネオン王子も死なない。お前には俺がついているし、王子には坊ちゃんがついている」

　けれど、クラウドは思うのだ。

　公爵様は、きっと気付いていたのだ。

　どれだけ自分が愚おろかしい人間か、どれだけ自分が嫉しつ妬と深ぶかい人間か。

　誰よりも凡人であった自分、スロウ・デニングの傍そばにいるには相応ふさわしくない自分。余りにも風の神童とかけ離はなれていたから、素直に自分の愚かさを打ち明けることが出来た。

「おっさんぐらい人生経験が豊富になるとな、分かるんだよ。絶対に大だい丈じよう夫ぶだってな」

「……意味が分からない」

　おぶう彼女の息が首筋に当たってくすぐったい。

「俺はネオン王子の護衛としてこの場所に来た。護衛の最さい期ごは、主あるじを守って死ぬと物語でも決まっている。スズ、お前は本を読まないのか？」

「私はモンスターだし、字は読めない…………」

「なら勉強することだ。モンスターだからってこれからも王子の傍にいるなら字の一つや二つは読めたほうがいい」

「……ネオン様が喜ぶならそうする」

　クラウドは唇くちびるを嚙かんだ。

　大した忠誠心だ、死の瀬せ戸と際ぎわにあっても王子を思い続ける。

「じゃあ降りろ。生きるために、足あ搔がくぞ」




　様子を窺うかがうだけの眷属に痺しびれを切らしたのか、地面に降り立った一体の吸血鬼ヴアンパイア。

　赤目だが、仲間の登場に気を大きくしたのか、一体がじりじりと距きよ離りを縮めてくる。

　彼らは空からの奇き襲しゆうを止やめて、直接戦うことを選んだらしい。

　空には金目を持つ吸血鬼ヴアンパイアらが佇たたずみ、南の吸血鬼ヴアンパイアを差し向けるらしい。

「まだ全然進めていないってのにこんな場所で使うことになるとはな──雷術剣エレクライト」

　軽く振ふった太た刀ちへ纏まとわりつく雷かみなりが如ごとき光源。

　吸血鬼ヴアンパイアに向かって雹ひようのように降り注いだ雷の雨によって、吸血鬼ヴアンパイアが絶命し、サラサラと闇やみに溶とけていく。

　雷術剣エレクライトは、一いち撃げき一撃が勝負を決める決戦の力。

　空に浮かぶ吸血鬼ヴアンパイアらが感心するような声を上げるが、それは余よ裕ゆうの表れだろう。

　そして、しゃがみ込んだスズは、満足げに息を吐はきだすクラウドを見て、思わず聞いた。

「……クラウド。今のが、あなたの本気って？」

「おう！　どうだ凄すごいだろ！」

　たった吸血鬼ヴアンパイア一体を滅ほろぼすのみに終わった騎士の一撃に、自信満々な声を返すクラウド。

「微び妙みよう」

「……その反応は、予想外だ」

　そして、がっくりと項うな垂だれるその姿が、どこかスズには可お笑かしかった。




「ふうー。やはり、年だな。もう打ち止めとは」

　雷術剣エレクライトを既すでに五回。

　クラウドにとっては、自己記録の更こう新しんだ。

　しかし、まだ吸血鬼ヴアンパイアを数体屠ほふったのみに終わっている。

　痺れを切らしたのか、空から一体の吸血鬼ヴアンパイアが降りてくる。これまでと違ちがい、金色の目。

「……あれは、オールディ直属の部下」

「やっと空で余裕ぶっていた奴やつらを引き摺すり下ろせたってわけだ」

「……南の吸血鬼ヴアンパイア相手も苦労しているクラウドじゃ……勝ち目はない」

「スズ。お前は知らないだろうがな、俺はいつだって自分の限界を超こえてきた男なんだ」

「……ギアを見て震ふるえていた癖に、よく言う」

「言ってくれるな。三十歳の心にグサッとくるから。ていうか、お前気づいていたのか」

　北方の吸血鬼ヴアンパイア──このバカげた茶番の首しゆ謀ぼう者しや。

　先ほどよりも一回り大きな吸血鬼ヴアンパイアが、こちらに向かって歩いてくる。

　達人の気配を感じた。なんというか、エネルギーが密に詰つまっているのだ。

　あの金髪吸血鬼ヴアンパイアには遠く及およばずとも、自然と足が震える。

　空には、あの吸血鬼ヴアンパイアよりも遥かに格上だろう巨きよ体たいの吸血鬼ヴアンパイア、オールディの姿も見えた。

　まだまだ先は長い。

　けれど、辿たどり着いた先に、彼女を治すソレがあると坊ちゃんは言っていたから。

「……もう止めよう？　クラウド、あなたは限界……」

　クラウド・ムスタッドは熟練した騎士だ。

　しかし、その力はスロウ・デニングやシルバには遠く及ばない。

　誰よりも分かっている。

　自分が中ちゆう途と半はん端ぱな存在であることぐらい、ずっと昔から分かっている。

　北方に生きる吸血鬼ヴアンパイアの王を見て、内心で震えていた。

　勝てるわけがないと思った。

　そんな姿を、彼女にも見み抜ぬかれていた。

　涙が出るほど──情けない。

「俺は凡人でな、天才では到とう底ていなかった。だから、ずっと嫉しつ妬としていたんだよ。どうして俺はこんなに努力しているのに、追い抜かされるばかりなんだってな」

　黄金の瞳ひとみを持つ、吸血鬼ヴアンパイアが近づいてくる、

　クラウドの力はもはや限界に近い。

　意識を変える、そのために──クラウドは抜ばつ刀とうした剣をいちど鞘さやに納めた。

「だから、愚かにも、あんなものに手を出した。なのに、公爵様は俺を坊ちゃんの騎士に認めてくれた。坊ちゃんの騎士になれたことが、俺の人生の分ぶん岐き点だった」

「……どうしたの、クラウド。騎士が武器を仕し舞まうなんて、馬ば鹿かなの……」

「スズ。お前はさっき、モンスターである自分を背負うことが嫌かと聞いたな。理由を教えてやろう。実は俺、モンスターにはとっても慣れているんだ」

　クラウドの言葉も、その行動も、彼女には意味が分からなかった。

「相棒。坊ちゃんから、全力解放の許可が出た」

「……クラウド？」

「起きろ、グリム。全てが終わったら、坊ちゃんの魔ま力りよく、吸い放題だ」

　それに一体、誰だれに向かって喋しやべっているのか。

　意味の分からない言葉と共に、引き抜かれた剣を見て、スズは目を擦こすった。

　刀身に目が浮うき上がり、剣がゆっくりと形状を変えてゆく。

「おぃぃいいいいい！　クラウド！　おせえよ！　お前はいつだって、おせえんだ！　吸血鬼ヴアンパイア相手なら、真っ先にこのグリム様を使うべきだろ！　違うか、相棒オッ！」

　この世界には、世にも奇き妙みようなモンスターがいる。

　何にでも擬ぎ態たいする、何にでもなれる不可思議なモンスターも知っていた。

　だけど、剣に擬態出来るモンスターがいるなんて、考えたことすら彼女は無かった。

「スロウの魔力、あいつの極上魔力を味わうためによオ！」

　こうして、スズはあの日あの時。

「クラウドオ!!　全殺し確定だゼエエエエ!!」

　ネオン王子の護衛になると語った男の剣が、一いつ瞬しゆん伸のびた不可解な理由を理解したのであった。
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「ギアは驚おどろいたよ。赤目に交じって、少しはオールディの直属を紛まぎれ込ませていたんだけど。こんなに早く包囲を突とつ破ぱ出来る人間が、こんな辺境の魔ま法ほう学園にいるなんてさ」

　ゆっくりと息を整える。

　大丈夫だ、俺はまだ戦える。

　さっきの吸血鬼ヴアンパイアなんて雑魚だ、前ぜん哨しよう戦せんだ。

　これからが本番。

　だと言いたいけど……北の吸血鬼ヴアンパイアは十分に難敵だった。

「しかし、死にかけの魂鬼ジンを殺すだけなのに、オールディの奴。中々、帰ってこないな。また、あいつの獲え物ものを甚いた振ぶる悪い癖が出たのかもしれないね」

　それに俺は奴らを完全に無力化したわけじゃない。

　大半はネオン王子を追いかけることを優先したから、一時的に無力化した奴らが殆ほとんどだ。

　時間を掛かければ、奴らは復活する。

　吸血鬼ヴアンパイアという存在は殺し切ることが難しい。

「あ、それで君の捜さがしていた王子だけど、少し遅おそかったね」

　空に浮かぶギアバラムはネオン王子を投げ落とす。

　そのまま落ちれば、重じゆう傷しようは免まぬがれないが、魔法を用いて王子の落下速度を緩ゆるめた。

　王子は投げ落とされたまま、空に浮かぶギアバラムに向かって。

「死ね」

「大した力であることは認めるけどさ、王子。それでも、呪のろいはギアを殺すには至らないよ。それより良かったね、友達が来たみたいだ」

　ネオン王子の呪いの言葉。

　吸血鬼ヴアンパイアの眷けん属ぞくを一いつ瞬しゆんで殺した魔法を受けても、ギアバラムは健在。

　王子は身体からドクドクと血を流し、倒たおれている。

　王子の身体はもうボロボロだ。立ち上がることすらできそうになかった。

　今すぐ治ち療りようが必要な状態にもかかわらず、闘とう志しの衰おとろえないその姿。

　王子は足あし腰こしに力が入らないのか、俺を一目見て、力ちから尽つきたように倒れた。

「王子は敢闘賞ってところかな。で？　君は、ギアとやる気かな」

「……」

「ギアもさ。興味が無いと言えないんだよね。南の魔ま法ほう使つかいが、ギアの正体を知ってなお、どんな攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのか、興味があるよ。だからさ──」

　あの力を持つ王子と共に戦えれば、かなり有利な立ち回りが出来ると思っていた。

　しかし、今の王子を戦力と考えるのは無理そうだ。

　ならば、一人でやるしかない。

　吸血鬼ヴアンパイアギアバラムは余裕だ。

　当たり前だ。圧あつ倒とう的に油断している。

　ネオン王子を下し、俺は取るに足らない魔法使いだと思い込んでいる。

　油断も十分、だから。

「──先手ぐらいは、譲ゆずってもいいかな？」

　だから、そんな俺を舐なめ腐くさった言葉が出る。

「なら、遠えん慮りよなく」

　今まで俺は、数々の敵と戦ってきた。

　全ての相手に完全勝利出来たとは、とても言えるような戦いではなかった。

　けれど、これまでの生き方に俺は満足している。

　俺が敵を圧倒し、出し抜けたのは圧倒的なアドバンテージがあったからだ。

「何人たりとも、壊こわせない」

　これまでの相手は、皆みなその戦い方を知っていたからだ。

　クルッシュ魔法学園に忍しのび込んでいた傭よう兵へいも、ヨーレムの町で出会った騎き士しも、ヒュージャックで出会った悪魔も、迷宮都市ゼネラウスで出会った三さん銃じゆう士しも。

　けれど今回の相手は、違った。

　北方で吸血鬼ヴアンパイアの王として君臨するモンスター。

　余よ裕ゆうの表情を見せるギアバラムがどういう戦い方をしてくるのか、分からない。

「断ち切れない、断ち切れさせない」

　思えば、ネオン王子の来訪からずっとそうだった。

　ネオン王子やスズの新キャラクターに対しても、俺は今回情報不足がいいところだった。

　今までアニメ知識に頼たよってばかりだったツケが回ってきた。

　だからシューヤに先を行かれ、後手に及んだ。

「固く、堅かたい、とても硬こう化かな、この魔法」

　後こう悔かいは多た岐きにわたるが、反省は後にしよう。

　今の俺に何が出来るのか。

　ネオン王子の後を追いかけながらずっと考えていたんだ。

　そしてやっと答えが出た。

「暗やみを縛しばる、戒いましめとなれ──聖輪の力ホーリーブレイブ」




　杖つえの先から、ぼうっと光が弾はじけ、それはゆっくりと光る輪を構築する。

　大きさは、人間の手首や足首にぴったりハマるだろう。

　光の魔法、『聖輪の力ホーリーブレイブ』と呼ばれる魔法。

　闇やみの存在である相手の身体を拘こう束そくする光の力。

　四つの光が輪を形作り、奴やつの両手首、両足首を拘束。

　そして、されるがままのギアバラムは興味深そうに俺の魔法を見つめる。

「光の大精霊レクトライクルの魔法か。さすがあれが加護を与あたえる騎士の国。まさか、この身で味わうことがあろうとは……でも、そこの王子とは真逆の戦い方だね」

　奴の言う通り、これは光の大精霊レクトライクルが生み出した力だ。

　無む邪じや気きに笑う吸血鬼ヴアンパイアの王様は、身体を縛る俺の魔法を力ずくで引き剝はがそうとする。

　だけど、光輪はびくともしない。

「……あれ？　もしかしてこんな魔法にかなりの力を込めてるの？　ふぅん、もしかして吸血鬼ヴアンパイアの天敵である夜明けまでギアを拘束するつもりかな」

　古いにしえより、吸血鬼ヴアンパイアは太陽の下を歩けない。

　そんな常識は、意外にもその通りだったりするのだ。

「ギアバラム様が魔法を！　今すぐにあの人間を殺せ！」

　いつの間にか俺がネオン王子に追いつくために蹴け散ちらした、北方の吸血鬼ヴアンパイアがやってきた。

　奴らはギアバラムに魔法をかけている俺を見て激げき怒どしたが、そんな仲間を止めたのもまた金きん髪ぱつの吸血鬼ヴアンパイアであるギアバラムであった。

「来るなよ、君達。折角の体験なんだ、つまらないじゃないか。それにギアが力を出して壊せない魔法なんて記き憶おくに遠いんだからさ」

　ギアバラムは俺との戦いを楽しんでいる。

　聖輪の力ホーリーブレイブは本来であれば卓たく越えつした魔法使いが、非常に高価なマジックアイテムを用いて使用する魔法だ。

　巨きよ大だいな龍りゆうの動きだって止められる魔法なのだ。

「でも、理解出来ないな。君はどうしてネオン王子のために必死になるんだい？　ドストル帝てい国こくでも、王子のために命を張る人間なんていやしないんだけど」

「……」

「もしかして、君は知らないのかな。なら、教えてあげようか？　そこの王子は、逃にげてきたんだ。国が嫌いやになって、モンスターに救いを求めた哀あわれな人間なのさ。折角だから、王子のことをもっと、教えてあげるとしよう」

　人間に裏切られ続け、モンスターに魅み入いられた帝国の王子。

　そんな語り口から始まった、吸血鬼ヴアンパイアの王様によるお喋り。




　帝国で敵対する者達を次々と殺し、死神タナトスと呼ばれた男の子の話。言葉に力を与え、手には余ると後うしろ盾だてになった大貴族からも見放され、常に命を狙ねらわれた王子の話。

　そして遂ついに他の王子が結けつ託たくし、ネオン王子の命を本気で狙い出したこと。

　使役するモンスターを次々と殺され、窮きゆう地ちに立たされていること。

　このままでは殺されると考え、帝国を逃げ出した臆おく病びよう者であること。




「……」

　聖輪の力ホーリーブレイブを放ち、何分が経たっただろう。

　俺はただの一瞬たりとも気を抜ぬかず、地面に落ちた吸血鬼ヴアンパイアの王様を拘束し続けている。

　俺は魔法に拘束されたギアバラムのお喋りをただ聞き続けていた。

「これで、分かったかい？　そこのネオン王子は、どちらかというと卑ひ劣れつな僕らの側に近いんだ。王子に命を捧ささげても、報われないよ。帝国に戻もどったら死ぬだろうからね」

「……」

　長時間の魔法行使は記憶の混こん濁だくを生じ、頭に血が回らない。

　気を抜けば、鼻血が出る。というか、出ている。

　それでも、俺は耐たえ続けた。耐え続けるしかなかった。

「分からないなぁ」

　黙だまれ、と。

　そう言いたいけど、口を開くだけで、魔法の効果が僅わずかに下がってしまえば、この吸血鬼ヴアンパイアはどんな隙すきも見み逃のがさないだろう。

「でも本当に驚きだよ。こんなに長い間、ギアの行動を縛るなんて。君の勇気に同情して、教えてあげよう。ギアに陽の光は効かないよ。日光の下で活動が出来ないのは赤目を持つ半人前までだ」

　吸血鬼ヴアンパイアは、俺のやっていることに意味なんてないと。

　黒目を持つ吸血鬼ヴアンパイアの王様は俺の心を惑まどわし続ける。

「助けだって来ないよ？　レイスを操る魂鬼ジンは半死にした。今いま頃ごろ、オールディに八やつ裂ざきにされているだろうし」

　レイスの夜は、終わる気配がなかった。

　レイスを使役していた彼女は、ギアバラムによって人間の心臓に等しい核かくを穿うがたれたからだ。

　だけど、皆は幸せだろう。

　暗い闇に浮うかぶあの吸血鬼ヴアンパイアの数を、この恐おそろしい化け物の姿を見なくてすむのだから。

「ギアバラム様！　奴を殺した後は血を飲ませて下さい！　奴の血は、美味うまそうだ！」

「魔法使い！　さっさと死んでしまえ！」

　吸血鬼ヴアンパイアの罵ば倒とうが届き、殺気が全身を貫つらぬく。

　未いまだ、夜が明ける気配は遠い。

　吸血鬼ヴアンパイアの弱点である日の出まではまだまだ時間がかかる。

　夜明けが終われば、少なくともギアバラム以外の吸血鬼ヴアンパイアは姿を消すだろう。

「大人気だね、南の魔法使い君。そうだな。君を殺して、その身体に流れる血を南の吸血鬼ヴアンパイアに分け与えてやろうか。そうすれば、少しは彼らも強くなるかな」

　俺はただ、愚ぐ直ちよくにギアバラムの動きを魔ま法ほうで拘束する。

　情けない。

　たった一体のモンスター相手にこのザマだ。

　こんな姿、俺のことを龍殺し、と称たたえる者たちには見せられないな。

　大勢の殺意を首筋に浴びる。

　少しでも力を弱めたら、ギアバラムに自由を与えたら、そこで終わりだ。

　全く、どこで、間ま違ちがえたのか……。

　自分でもどうしてこんなに必死に王子のためになってるんだよって思うよ。

　俺とネオン王子の出会いはきっと、いいものではなかったように思う。

　あれだけ最初は関わり合いになることを避さけていたのに。

「うん、そろそろだね。もう、限界が近いだろう？」

　悔くやしいが、正解だよ。

　微かすかに、まぶたを開く。

　いつの間にか吸血鬼ヴアンパイアの王が葉巻を吸っていた。余裕かよ、ふざけやがって。

　吸血鬼ヴアンパイアの王、ギアバラム。

　認めるさ、ヒュージャックを占せん領りようした彼女らとは比べものにならない化け物だ。

「……吸血鬼ヴアンパイア。俺が王子を守る理由。知りたい、なら……教えてやる」

　ネオン王子をギアバラムから守るように、片手を広げる。

「是ぜ非ひ、教えて欲しいな。理由によってはギアは君を助けてもいい」

「あいつはな──」

　後ろから、吸血鬼ヴアンパイアの喚わめき声が聞こえる。

　シャーロットから王子の学園での噂うわさを聞いて、絶対に面めん倒どう事には関わらないと決めていたのに。

　ネオン王子。

　そういえば、貴方あなたを初めて見た時、友を探しに来たと言っていたっけ。

　あれが噓うそか真まことか、俺には未だ判断が出来ない。

　だって、ネオン・ドストルという男は吸血鬼ヴアンパイアの言うとおり、とても噓が上手うまいから。

「あいつは、な……」

　だけど、いつの日かシューヤを追いかけて迷宮ダンジヨンに潜もぐった。

　そして、久しぶりに日光を浴びた迷宮ダンジヨンからの帰り道。

　数日にわたる長い道のり。

「……俺の話を、聞いてくれた。そんなの……もう……」

　正直に言おう、あの日。




「──友達……だろ……」

　くそったれ。

　こんな恥はずかしい言葉、どうして言わないといけないんだ。




　でも、俺はきっと、あいつのことを、友だと思った。

　ネオン王子は、俺の話を聞いてくれた。

　俺の恋こいを笑わずに聞いてくれた。




　遠い国の貴族に生まれて、ずっと傍そばにいた彼女のことを好きになった。

　そんな俺の惚のろ気け話を、まるで自分のことのように、喜んでくれた。

　そして、自分も同じだと教えてくれた。

　たったそれだけだけど、この命を懸かけるには十分だろ。

「つまらないな。南方の魔ま法ほう使つかい、ギアは、そういう話が大だい嫌きらいなんだ」

　ギアバラムが力を入れる。

　俺の魔法を強引に食い破ろうとする。

　この首筋を刺さすような、チリチリとした気配。

　大勢の吸血鬼ヴアンパイアが、俺の死を望んでいる。

「諸君、この時を待ちわびただろう！　新しん鮮せんな魔法使いの血をご馳ち走そうしてやろう！」

「……やめろ！」

　ギアバラムとの戦いで、意識を失った王子。

　今は他の吸血鬼ヴアンパイアに身体を押さえつけられているが、このタイミングで目を覚ましてしまったか。王子が吸血鬼ヴアンパイアに身体を押さえつけられながら、叫さけんでいた。

「これは……お前の戦いではないと言った筈はずだ！　我われの戦いに干かん渉しようするな！　この命、ここで終わるとて後こう悔かいはない！」

　いつも威い風ふう堂どう々どうと、威い厳げんに溢あふれていたネオン王子。

　悲痛な叫び声に、目を瞑つぶりたくなる。

「ギア！　お前にも慈じ悲ひがある筈だ！　お前にここまで抗あらがった奴やつに慈悲を与あたえろ！」

「ネオン王子。見てご覧よ、こんなに大勢の同属が彼の血を望んでいるんだ。ギアに出来るのは、せめて苦痛を減らすために一いつ瞬しゆんで首を飛ばすぐらいか」

　もう彼らの声が遠くに、聞こえる。

　情けない、耳まで遠くなってしまうとは。

　俺の死が迫せまっているということか。

　刺さる殺意。その中に、懐なつかしいものを感じたのは、その時だった。

　思わず笑えみが浮かび、吸血鬼ヴアンパイアが騒さわぎ出した。

「狂くるったぞ！　そいつの止とどめは是非、俺にさせてくれ！」

「ギアバラム様！　奴の心臓は生のまま我々に！」

　この場にいる大勢の吸血鬼ヴアンパイアは俺の気が狂ったのだと思っている。

　ギアバラムも俺の魔法を受けながら、腕うでを振ふり上げる。

　魔法のひとつがはずれ、ギアバラムを拘こう束そくする戒いましめが無くなる。

　俺の血を求める吸血鬼ヴアンパイアの姿や、俺が死ぬと確信している奴らが可お笑かしくて。

　声にならずとも、小さな笑みがこぼれた。

「……気に入らないな」

　誰だれも、あいつを意識なんてしていなかった。

　この場にいる誰もが、あいつの力を侮あなどっていた。

　それが、何よりも、可笑しくて。

　誇ほこらしかったから、自然と笑みがこぼれた。

「これから君は殺されるんだ。何な故ぜ、笑う」

「……お前ら、バカだから」

　だけど、賭かけというのも違ちがう。

　俺はあいつの強さを誰よりも知っていた。

　あいつなら、やってくれると信じていた。

　だから、このギアバラムすら信しん頼らいする敵が待つそこへ向かわせたのだ。

「決めた。心臓はステーキにして、ギア自らが食らうことにしよう」

「……やってみろよ、血吸い蝙こう蝠もり」

　奴らが最も嫌きらう侮ぶ蔑べつの言葉。

　ギアバラムの額にも青筋が浮かび、けれど、怖こわくはなかった。

　音も無く、忍しのび寄る影かげ。

　たった一人、吸血鬼ヴアンパイアの王様だけが違い和わ感かんに気付き、顔色を変える。

　だけど、そんなのもう意味が無いのだ。




　だって彼女は──。

「クラウド、よくやった……っ！」

　ドストル帝てい国こくが第二王子──死神タナトスと呼ばれた男の護衛なのだから。




　彼女がどこから現れたのか、分からない。




　ただ、そこにいたのだ。　吸血鬼ヴアンパイアの王と呼ばれた者の背中に。そして反応は劇的だった。

　奴は、自分の身に何が起きたのかすら、理解していなかった。

　尤もつとも俺だって、感覚で彼女の来訪を理解しただけだから、偉えらそうなことは言えないが。

　ギアバラムが声を発するよりも先に、その小さな口から真っ赤な鮮せん血けつが迸ほとばしり。

「なぜ」

　大穴の開いた腹から、こちらに腕が伸のびていた。

　白い、細い手のひらが、波打つ赤い心臓を摑つかんでいる。

　いつもどこを見ているのか分からなかった彼女と、初めて目が合った。

「……なぜ──生きている！　オールディは、あいつは、どうしたッッ！」

　吸血鬼ヴアンパイアの肩かた越ごしにひょこっと顔を出した彼女は。

　血色もこれまでに見たことがないぐらい良くて、死に限りなく近づいていたあの姿は影も形もない。
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　傷はすっかり回復し、息も絶え絶えだった姿からはまるで別人。

　今は狼ろう狽ばいする吸血鬼ヴアンパイアの血を全身に浴びた、ネオン王子の思い人に向かって、俺は──。

「……クラウドを、あいつを、見直してくれたか……？」

「うん、凄すごかったよ。あんなの、初めて見た……だから……」

　彼女は手につかんだ吸血鬼ヴアンパイアの心臓を握にぎり潰つぶし。

「今度はスズの番──」

　高らかに宣言し。

　そこから先は、彼女の独どく擅せん場じようだった。




　　　　●




　ここまで見事な形勢逆転というものは、経験がない。

　魂鬼ジン。死神タナトスの使いと呼ばれるモンスターの存在で、こうも違うものか。

「ギア様を守れ！　分割しているとはいえ、本物の命だぞ！」

「む、無理だ！　止められない！　だから俺は言ったんだぞ、真祖様だか何だか知らないが、関わるべきじゃないって！」

　……あれ、反則だろ。

　彼女の腕が振られれば、吸血鬼ヴアンパイアが次々と空から落ちていく。

　赤あか眼めも金きん眼めも変わりなく、万全な彼女の前では等しく獲え物ものへと成り下がる。

「魂鬼ジンはギア様が殺す！　そういう話だと聞いていた！　万全の魂鬼ジンを相手にするなんて聞いていないぞ！」

「何故、魂鬼ジンを殺しにいったオールディ様がいないのだ！　あちらへ行った仲間が誰一人として帰ってきていないぞ！」

「魂鬼ジンに向かわせていた奴らは、影もありません！」

「化け物だ、化け物があっちにもいる！　剣けんから、身体が生えている！」

　魂鬼ジンについて、調べた結果。

　彼女は身体に宿る命に触ふれることが出来るとか、悉ことごとく滅めつする者とか、出てくる説明はお伽とぎ話ばなしの中のモンスターにしか思えなかった。

　きっと、彼女には、俺の目にも見えない何かが見えているのだろう。

「魂鬼ジン相手に距きよ離りを取るのは無む駄だだ！　奴に時間を与えるな！」

　見かけは人間にしか見えない彼女が吸血鬼ヴアンパイアを殲せん滅めつする。

　あれだけ余よ裕ゆうぶっていた吸血鬼ヴアンパイアらが、次々と空から落ちていくさまは壮そう観かんだった。

　確かに彼女一人さえいれば、ネオン王子の護衛は事足りるだろう。

　そう思うと、急に身体から力が抜ぬけていく。

「ぶひぃ」

　ギアバラムを拘束していた疲つかれが押し寄せてきたので、既すでに静観を決め込んでいるネオン王子の横に座った。

　ネオン王子も、ギアバラムと同じように彼女の生せい還かんを見て、中々吞のみ込めていなかった。

　ギアバラムやネオン王子の常識では、あの状態からスズが蘇よみがえることは想定外だったようだ。

「豚ぶた公こう爵しやく。お前は……どのようにしてスズが帰ってきたと気づいたのだ」

「殺気ですよ、ネオン王子」

「……殺気だと？」

「あの子の殺気は、ちょっと特別なんです。こう、俺の首をピリピリさせて、ほら、迷宮ダンジヨンに潜もぐった時。あの時に何度も殺気を浴びたから、彼女の殺気には慣れているんです。きっかけはクラウドを護衛として認めさせるため彼女を斬きるよう命令したあの時からですが」




「隠かくしきれない殺気は未熟の証あかし。そう思っていたが、役に立つこともあるのだな……」

　そう言って、ネオン王子は未だ激げき闘とう中の彼女を見つめる。

　あ、翼つばさで逃にげようとした吸血鬼ヴアンパイアが、地面に叩たたきつけられて、気を失った。

「しかし、豚公爵。スズに飲ませた至高の秘薬ハイエリクサだが、あんな貴重なものを使って、惜おしくはなかったのか」

「いいんです。あれは偶ぐう然ぜん、手に入れて、俺の手には余るものですから」

　至高の秘薬ハイエリクサは死の淵ふちからも蘇らせる復活の薬として名高く、値段もつけられない。だけど彼女を助けるにはあれ以外には思い浮うかばなかったから、俺はクラウドに命じたんだ。

　男子寮りよう四階、俺の部屋まで行って、至高の秘薬ハイエリクサの詰つまった瓶びんをスズに飲ませろと。

「各地に伝説を残した魂鬼ジンの戦いを、こうして見ることが出来た。それに金の瞳ひとみを持つ吸血鬼ヴアンパイアが為なすすべもなく駆く逐ちくされていく光景なんて、多分二度と見られませんから」

「……欲よくのない奴だな」

　ちなみに至高の秘薬ハイエリクサ。

　あれの出所は闇やみの大精せい霊れいさんの企たくらみを打ち破った見返りとして、光の大精霊さんにおねだりしたものだ。元々は火の大精霊さんを身体の深いところに宿すシューヤを助けるために使おうと思っていた。

　火の大精霊さんと命を共有するシューヤ・ニュケルン。

　あいつをアニメとは違うやり方で救おうと俺は考えていた。

　そのためにに至高の秘薬ハイエリクサが必要だったんだけど、後悔は無かった。

「見て下さい、ネオン王子、勝負がついたみたいですよ。あっという間でしたね」

　彼女は吸血鬼ヴアンパイアの眷けん属ぞくを悉く滅ほろぼして、最後に残ったのは吸血鬼ヴアンパイアの王のみ。

　奴は心臓をスズに潰されてもなお姿形を残し、仲間達の最さい期ごをつまらなそうな表情で見つめている。

「ギアの本体は北方の城にある。あれは分割された命だ。滅ぼされたとしても、本体にとっては痛くないだろう」

「命の分割……北方にはそんな恐おそろしいことが出来るモンスターがいるんですね」

　スズの戦いを見ながら、ネオン王子は教えてくれた。

　命の分割、それこそがギアバラムの強さ。

　あれは本体ではなく、命を分割させた姿だと。

「さて、最後は我がトドメを刺さすとしよう」

　ネオン王子は半はん裸らの上半身を晒さらして、立ち上がった。

「そうだ、豚公爵。至高の秘薬ハイエリクサの借りとして、吸血鬼ヴアンパイアの真祖を殺す経験。お前に譲ゆずってもいいぞ。滅めつ多たにできる経験ではない」

「遠えん慮りよしておきます。それこそ北の吸血鬼ヴアンパイアに恨うらまれて、レイスの夢よりも余よ程ほど寝ね覚ざめが悪そうです」

「くはは、違いないな。では、豚公爵。そこで真祖が命を失う光景、しかと見届けろ」

　吸血鬼ヴアンパイアの真祖、ギアバラム。

　眷属が全ぜん滅めつし、たった一体、残された吸血鬼ヴアンパイアの王が王子を待っている。

　奴やつが吸血鬼ヴアンパイアの中でも一ひと際きわ長ちよう寿じゆを誇る理由が命の分割。

　あれは命を分けた分体で、本体は北にいるらしい。

　滅多に危険を冒おかさない北の大物が、今回は命を失う羽目になる。

　数十年は語り継つがれる偉い業ぎようだと、ネオン王子は笑っていた。

「……」

「……」

　ネオン王子と奴が何かを話している。

　会話内容を聞こうとは思わない。

　これ以上、王子の事情に関わるのは本当にゴメンだ。

　王子の傍かたわらでは、スズが空を泳ぐレイスへ何か話しかけている。

　力も存在も、全てが不確かな魂鬼ジン。

　許されるなら、彼女はどこで生まれたのか、魂鬼ジンの瞳には何が見えているのか、尋たずねてみたいことは山程あったけど、このレイスが泳ぐ夜空の下で聞くには余りにも無ぶ粋すいだろう。

「……あ」

　王子がギアバラムの首を蹴けり落とした。

　さらさらと、消えていくギアバラムの身体。肉体が崩くずれていき、そして衣服のみが残されたギアバラムの最期をじっと見つめるネオン王子の背中。

　それが静かに震ふるえていて。

「くはは！　聞け、豚公爵！　ギアバラムは、お前を直属の眷属にしたいと言っていたぞ！　吸血鬼ヴアンパイアの王に誘さそわれるとは、とんでもない栄えい誉よだ！」

　最後の最後に。

　吸血鬼ヴアンパイアの王様はとんでもないことを言って、消えたようであった。








終章　新たな火種









　人生は気分の切り替かえが重要である。

　どれだけ大きいニュースが起こったとしても、どれだけ気分を害することがあっても、気持ちを切り替えることが大事なんだ。

　何が言いたいかというと、面めん倒どう事はすぐに忘れてしまえってこと。

「ぶひぶひ」

　だから、俺はあんなことがあっても何事もない顔で歩いていた。

　清潔な白い廊ろう下か、喧やかましい同級生たちの声もしない。

　ここは医務棟とうの三階だ。

　敷しき地ち内に中庭や池を持ち、患かん者じやの精神的ケアの役割も果たしている静養区画。

　そんな癒いやしの場所に俺がいるのは、これからとある人のお見み舞まいに行くからだ。

　あの事件、影かげの立役者と言える、あいつだ。クラウド先生のもとに行くのだ。

「あら、デニング様。今日も、お見舞いかしら？」

「ぶひ!?」

　俺に声をかけてくるのは、シューヤの対応に困っていた恰かつ幅ぷくがいい女性の職員さん。

　あの事件があってからすっかりシューヤも医務棟と縁えんが無くなって、最近は少し寂さびしいなんて言っていた。

　そんな彼女は、俺が持っている物に目を向けて困った顔をする。

「あら、デニング様。この場所では物ぶつ騒そうな持ち込みは遠慮頂いているんですよ」

「これは、クラウドから預かってるんですよ。あいつは一応、騎き士しですから、自分の剣の状態が知りたいみたいで」

「そういうことですか。でも、公こう爵しやく家に所属する騎士様なんて一応どころではないですよ。クラウド先生は人当たりがいいから、時々騎士様ってことを忘れてしまいますけどね」

「先生。クラウドの状態はどうですか」

「運びこまれた時は、生気が無くて驚おどろきましたけど順調に回復していますよ。このままだったら明後日あさつてぐらいには退院出来るかしら。けれど、クラウド先生。生気が吸い取られたみたいにぐったりして……一体何があったのかしら。デニング様も、知らないんですよね」

「さ、さあ？」

「あの症しよう状じよう、一番近いのは生気を吸い取るポマード、なんだけど。まさかね」

「ははは……」

　何にでも擬ぎ態たいするモンスターというものがこの世には存在する。

　世にも珍めずらしい話だが、剣けんに擬態したポマード、というものもいるのだ。

　クラウドが所有し、今は俺が預かっているこの太た刀ち、グリムがまさに剣に擬態したポマードだ。俺が持つこれは剣じゃなく、モンスターが擬態している姿なのだ。

　ポマードは幼体の時は、スライムのようにまとまった形のないモンスターである。

　大人になるにつれて形を変えるのだが、こいつが何を考えて剣になったのかは謎なぞだ。

　ただ、持ち主であるクラウドは知っているらしい。しかも、お互たがいの生き方に共感しあっているというのだから、クラウドの適応力というものはやっぱりすばらしい。

「あれ、デニング様。今、その剣、動きませんでしたか？」

「いやいや、そんなまさかあ。じゃあ俺はこの辺で」

　クエスチョンマークを浮かべる職員さんを放っておいて、俺はその場を後にした。




「おい、グリム。お前、勝手に動くなよ」

「……」

　この剣は大昔に、俺のご先祖様が封ふう印いんした公爵家が持つ秘宝である。

　魔ま剣けんにも分類されるこれを若気の至りで手に入れようとしたクラウドは、本来は父上に処分されるはずだった。

　だが、グリムはクラウドを気に入った。

　ポマードに好かれる人間なんて滅めつ多たにいない。

　親父おやじがクラウドを気に入っていた理由は、そういうことだ。

　クラウドが各国要人の護衛を任されていたのも、グリムの力を買われてのことだろう。

「次勝手に動いたら、俺の魔ま力りよくをあげないからな」

「……」

　それに、グリムが綺き麗れいさっぱり、あの夜に倒たおしたモンスターを食べてくれたから、誰だれもあの日の夜の衝しよう撃げき事件に気づくことがなかった。

　だけど、眠ねむったシューヤまでも食べようとしたのは焦あせったけどな。

　グリムは、クラウドを気に入っている。

　クラウドが命の危機になれば、全力を出してクラウドを守るだろうとの確信があった。

　まぁ、その影えい響きようでクラウドは寝ね込こむ羽目になったんだけど。

　こいつの使用は、使用者に絶大な負荷をかける。生気を奪うばい取るのだ。

　残念ながらクラウドの白髪しらがはさらに増えることだろう。




「──クラウド先生！　食あたり、まだ治らないんですか！」

　クラウドの部屋から声が聞こえてきて、思わず俺は足を止めた。

　医務棟、クラウドが寝込んでいる部屋に生徒が集まっているようだ。

「クラウド先生がデニングみたいに拾い食いして腹を壊こわすなんて！」

「お前達のテスト対策だが、この有様じゃあ協力出来そうにない。すまないな、約束していたのに」

「俺達は大だい丈じよう夫ぶですから！　クラウド先生はしっかり休んでいて下さい！」

　──拾い食いで、お腹なかを壊したクラウド先生。

　クラウドが突とつ然ぜん体調を崩した理由が思いつかなかったから、俺が適当にあいつは拾い食いをしてお腹を壊したと説明したのだ、

　しかしさ。病室なのに和わ気き藹あい々あいとしたこの空気。

　相変わらず生徒からの人気は抜ばつ群ぐんで、この中に入っていく気にはなれなかった。

「……」

「だから、お前は剣の癖くせに動くなって」

　もう少しだけ、この物騒な剣は俺が持っていることにするか。







　爽さわやかな空気、俺は剣を持ったまま、昼休みの食堂に向かった。

　どっしーんと席につくと、数人が俺のほうを見たが、そのまま談笑を継けい続ぞく。

　その反応を見ると嬉うれしくなってくる。

　真っ黒豚ぶた公こう爵しやくとして恐おそれられた俺は、もうどこにもいない。ここにいるのは只ただの一生徒、たまに龍りゆうを倒しちゃったりするけど、害のないぶひぶひだ。

「急にぱったりと姿を消したけど今いま頃ごろ、どこにいるんだろうな」

「いなくなったらいなくなったで寂しさを感じるんだから、ネオン王子の影響力って凄すごかったんだなぁ」

「ぶひぶひ。あ、メイドさーん。お昼は待ち合わせ相手がきてからでいいよ」

　少し前まではお昼休みの食堂は閑かん散さんとしていたけど、全てはもう過去の話だ。

　学園を騒がす有名人。

　誰にも言わず、ネオン王子はあの従者と共に忽こつ然ぜんと姿を消したのだ。

「お前、知ってたか？　ネオン王子って、国じゃあ死神タナトスなんて呼ばれてたらしい」

「なぁー、王子の従者が火か葬そう場ばの近くを彷徨さまよい歩いているって話あったじゃん。あれの続報なんだけど、今度はあのシューヤが暇ひまさえあればそこら辺にいるらしいぜ」

　ただ、俺は寂しくなかった。

　王子が消えた日、授業を終えて自分の部屋に戻もどると机の上に書き置きを見つけた。

　そこにはたった一言、帝てい国こくに帰る旨むねが書かれていた。

　傍そばには、どこで見つけたのかふわふわな白いぬいぐるみを添そえて。

　あの野や郎ろう、あれはレイスのつもりか。

「スロウ様！　おまたせしました！　あれ、まだお昼ご飯食べてないんですか？　私、遅おくれるから先に食べてて下さいって言ったのに！」

「──一いつ緒しよに食べたほうが美味おいしいからさ」










「ぶひぶひ……」

　面倒な事件はすぐに忘れることに限る。

　学園にたくさんの吸血鬼ヴアンパイアが忍しのび込んでいたなんてもう二度と思い出したくもない。

　思い出したくもないわけなんだけど、俺の足は自然とそこに向かっていた。

　大勢のモンスターの屍しかばねが眠る草むら。この辺まで来るともう生徒がほとんど見えない。

　そんな雑多な原っぱにたたずむ一人の男。

「はぁ。まーだ、やってるよあいつ」

　赤い髪かみのあいつは杖つえを振ふり回して何かを唱えていた。

　シューヤがまた何かを始めたと学園で噂うわさになるのも納得だった。

　その姿は控ひかえめに言っても大層、不気味だ。

「おーい、シューヤ。まだやってるのかよ！」

　この草むらに眠るモンスターの怨おん念ねんが、レイスを呼びよせていたのは事実。

　でもそれは、魂鬼ジンである彼女が力を使わないと人間に悪あく影えい響きようを及およぼさない程度のもの。

　だから、彼女が学園を去った今、心配する必要はない。

　俺は、ネオン王子から教えられた事実をそのままあいつに伝えていた。

「前に言っただろ！　もうこの地を浄じよう化かしても意味なんかないって！」

　実際にスズがあの事件の後。

　この場所に寄り付かなくなって、アルル先生の体調は噓うそのように良くなっていった。

　なのに、あいつがこれは最後の仕事だからと言って止まらなかった。

「……誰かと思えばデニングか。お前だって、昨日はもう来ないって言ってただろ」

「お前がまた変なこと始めたって噂になってたから、見に来たんだよ」

「これは俺の気持ちの問題なんだ！　あの夜、俺は何もできなかったから！」

「相変わらず意地っ張りな奴やつだな……」

「それならデニング。お前だって、毎日ここに来るから同じだろ。どうせ、あの夜のことが忘れられないんだろ」

「それはまあ、あれだけの事だったしな」

　真夜中の学園で、夜な夜な行われていたネオン王子の孤こ独どくな戦い。

　学園を巻き込まないために、膨ぼう大だいな数のレイスを集めた結果。

　空を埋うめ尽つくす程のレイスが、夜空を泳ぐ幻げん想そう的な光景。

　全てはドストル帝国の第二王子と、その父親が送り込んだモンスターの戦いで……あの夜の出来事はシューヤの言うとおり、俺の心に深く刻み込まれている。




「……俺はさ、デニング。お前と違ちがってあの王子のことが嫌きらいだったよ」

　シューヤは何か思い出したのか、一心不乱に放っていた浄火レイドを止めて語り出す。

「自分の望みのために学園中を危険に巻き込んで、何度あいつの企たくらみを暴ばく露ろしようと思ったか分からない。でも、ここで浄火レイドを使っていると思うんだよ。あれだけ誰かを好きになるってすごいことだよな……だって何百人何千人の命より、あの王子はあの子のほうが大事だってことだろ？」

「まぁシューヤ、お前にはまず王子みたいな選せん択たくは無理だろうな。学園にやってきたばっかりの王子にも利用されたぐらいのお人ひと好よしだから」

「……お前も俺がお人好しに見えるのかよ」

「あぁ、見えるぜ」




　それっきり、シューヤは黙だまり込んで、再び杖つえをブンブン。

　八つ当たりするかのような、浄火レイドの乱れ打ちを再開する。

「……」

　ま、ネオン王子がクルッシュ魔法学園を巻き込んだといっても、あの吸血鬼ヴアンパイア達に学園を襲おそう様子は見られなかったし最悪の事態は起きなかっただろう。

　そういう意味では、ネオン王子もシューヤに負まけず劣おとらずのお人好しと言えるのだけど。

「よし……」

　俺が癒いやしのヒールで、こいつに力の差を見せつけてやるか。

　ここのところ、毎日浄火レイドをしているから、随ずい分ぶんと魔法の腕うで前まえが上がっているようだけど、上には上がいるってことを思い知らせてやろう。

　俺が嫌いやみな悪わる巧だくみを企んでいると、シューヤは浄火レイドを止めて唐とう突とつに。




「あ、そうだ。この前アリシアから聞いたんだけどさ。お前ら、二度目の婚こん約やくっていうのか？　今度、発表するんだってな」

「……ぶひ？」

「俺が言うのも何だけどさ──アリシアのこと。幸せにしてやれよな」




　余りにも、余りなセリフに、全身の力が抜ぬけていく。

　誰が、誰を幸せにするって？

　それに、おい。何だよその。自分良いいこと言ったな的な恥はずかしげな顔は。

　俺には……シューヤが放った言葉の意味が、全く分からなかったのである。








あとがき









　久々にオールをしました。

　週１ぐらいのペースで飲んでいるのですが、その日は気分がいいことがあったり、また居酒屋からギリギリタクシーで帰れる距きよ離りだったことも含ふくめて飲み続けました。

　だけど１時間ぐらいしてあれやっぱり帰っとけばよかったなと後こう悔かいの足音が。

　深夜２時ぐらいにはもう睡すい魔まと戦うようになってきました。

　結局深夜３時ぐらいで限界。

　家まで二駅ぐらいの距離ということもあり、タクシーで先におさらばしました。

　学生の頃ころはオールして大学の授業直行も当たり前のようにやっていたんですが、あの頃のようには若くないと実感している日々です。

　若さを取り戻もどすためにジムでも行こうかなんて考えましたが、結局、飽あきて通うことをやめちゃうってことがいつものパターンなので、やめておきます。




　さて豚ぶた８巻はこれまでとはちょっとだけ気色の違ちがうファンタジー成分強めな感じ。

　それにアニメ版主人公であるシューヤが少しだけ豚さんを出し抜ぬきました。

　実力はまだまだ豚さんの方が遥はるかに上ですが、トラブルに巻き込まれるという意味ではシューヤもかなりのものを持ってます。

　そしてそんな二人を遠巻きに見守るシャーロットとアリシア。

　次巻はアリシア成分がちょっとだけ多いかもしれません。




　本８巻を世に出せたこと、関係者の皆みな様さまに大いなる感謝を。

　それでは、また。





合あい田だ拍子りずむ





















豚ぶた公こう爵しやくに転てん生せいしたから、今こん度どは君きみに好すきと言いいたい８
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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